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太
宰
治
全
集
第
一
巻
（
担
当
：
平
浩
一
） 

「「
思思
ひひ
出出
」」  

むむ
かか
しし
むむ
かか
しし
のの
そそ
のの
むむ
かか
しし
（
１-

19
） 

●
「
芸
者
が
座
敷
で
演
じ
て
み
せ
る
、
昔
話
の
浦
島
太
郎
な
ど
を
題
材
に
し
た
座
興
の
手
踊
り
の
歌
詞
の
一
節
か
。
「
お
伽
草
紙
」
（
筑

摩
書
房
、
昭
20
・
10
）
の
「
瘤
取
り
」
の
冒
頭
近
く
に
、
「
と
に
か
く
、
能
楽
、
歌
舞
伎
、
芸
者
の
手
踊
り
に
到
る
ま
で
、
こ
の
浦

島
さ
ん
の
登
場
は
お
び
た
だ
し
い
」
と
見
え
る
。
」 

▼
花
田
俊
典
「
思
ひ
出
」
（
『
太
宰
治
の
レ
ク
チ
ュ
ー
ル
』
二
〇
〇
一
・
三
、
双
文
社
出
版
） 

 

ああ
れれ
はは
紀紀
のの
くく
にに
みみ
かか
んん
ぶぶ
ねね
（
１-
19
） 

●
「
「
か
っ
ぽ
れ
」
の
代
表
的
な
歌
詞
の
一
節
。
な
お
、
茨
城
民
謡
の
磯
節
に
も
同
じ
文
句
が
あ
る
。
」 

▼
花
田
俊
典
「
思
ひ
出
」
（
前
掲
） 

 

「「
葉葉
」」  

撰撰
ばば
れれ
てて
ああ
るる
ここ
とと
のの
／／
恍恍
惚惚
とと
不不
安安
とと
／／
二二
つつ
わわ
れれ
にに
ああ
りり
（
１-

185
） 

ヴ
ェ
ル
レ
ー
ヌ
「
智
惠
」
（
堀
口
大
学
『
ヴ
ェ
ル
レ
エ
ヌ
研
究
』
一
九
三
三
・
三
、
第
一
書
房
）
。 

▼
参
照
＝
関
井
光
男
「
太
宰
治
と
外
国
文
学
あ
る
い
は
引
用
の
修
辞
学
」
（
「
解
釈
と
鑑
賞
」
一
九
八
五
・
一
一
） 

 

メメ
フフ
イイ
スス
トト
フフ
エエ
レレ
スス
はは
雪雪
のの
やや
うう
にに
降降
りり
しし
きき
るる
薔薔
薇薇
のの
花花
弁弁
にに
胸胸
をを
頬頬
をを
掌掌
をを
焼焼
きき
ここ
がが
ささ
れれ
てて
往往
生生
しし
たた
とと
書書
かか
れれ
てて
ああ
るる
。。  

（
１-

195
） 
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ゲ
ー
テ
『
フ
ア
ウ
ス
ト
』
第
二
部
第
五
幕
。 

※
森
林
太
郎
訳
（
一
九
一
三
・
一
、
冨
山
房
）
で
は
、
以
下
の
よ
う
に
訳
さ
れ
て
い
る
。
「
合
唱
す
る
天
使
等
（
薔
薇
の
花
を
蒔
く
。
）

／
色
赫
け
る
、
／
高
き
香
送
る
薔
薇
の
花
よ
。[

…
…
]

メ
フ
イ
ス
ト
フ
エ
レ
ス
／
あ
あ
。
頭
が
燃
え
る
。
胸
が
、
肝
が
燃
え
る
。
／

悪
魔
以
上
の
火
だ
。
／
地
獄
の
火
よ
り
余
程
痛
い
。
」 

「
フ
ァ
ウ
ス
ト
」
の
翻
訳
は
複
数
あ
る
が
、
太
宰
の
参
照
し
た
の
は
大
正
十
二
年
五
月
刊
行
の
『
鷗
外
全
集 

第
十
巻
』
（
鷗
外
全

集
刊
行
会
）
収
録
版
か
。
太
宰
の
本
文
と
は
一
部
異
な
っ
て
お
り
、
推
測
の
域
は
出
な
い
。 

 ″″
NNeevveerrmmoorree″″

（
１-

196
） 

●
渡
部
芳
紀
は
「
ヴ
ェ
ル
レ
ー
ヌ
の
「
土
星
の
子
の
歌
」
の
中
に
「N

E
V
E
R
M
O
R
E

」
と
い
う
詩
が
あ
り
、
ポ
ー
の
「
大
鴉
」
と
い
う
詩
に

は
〈N

e
v
e
r
m
o
r
e

〉
と
繰
り
返
す
鴉
が
出
て
く
る
が
、
あ
ま
り
関
係
な
い
だ
ろ
う
」
と
指
摘
し
て
い
る
。 

他
方
で
、
野
口
尚
志
は
「
「
葉
」
の
断
章
二
十
三
以
降
が
、
結
婚→

妻→

病
む
妻
、
そ
し
て
夫
婦
の
危
機
を
思
わ
せ
る
二
十
六
の
挿

話
、
と
い
う
流
れ
に
な
っ
て
い
る
の
を
考
え
れ
ば
、″

N
e
v
e
r
m
o
r
e
″

が
ポ
ー
の
「
大
鵜
」
、
そ
し
て
そ
の
影
響
を
受
け
た
ヴ
ェ
ル
レ

ー
ヌ
の
詩
の
題
を
意
識
し
て
い
る
こ
と
は
否
定
で
き
ま
い
」
と
し
て
い
る
。 

▼
渡
部
芳
紀
「
テ
ク
ス
ト
評
釈
「
葉
」
」
（
「
國
文
學
」
一
九
六
八
・
九
） 

▼
野
口
尚
志
「
太
宰
治
「
葉
」
論―

―

〈
不
安
〉
に
た
ど
り
着
く
ま
で
」
（
「
日
本
語
と
日
本
文
学
」
二
〇
一
二
・
八
） 

 

春春
ちち
かか
きき
やや
？？
（
１-

201
） 

●
「
太
宰
の
「
亀
の
子
」
と
題
さ
れ
た
句
帖
に
、
〈
亀
の
子
わ
れ
に
問
へ
春
近
き
や
〉
の
句
が
あ
り
、
そ
れ
か
ら
の
転
用
か
。
」 

▼
赤
木
孝
之
編
『
注
釈
『
晩
年
』
抄
』
（
一
九
九
六
・
五
、
新
典
社
） 
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「「
道道
化化
のの
華華
」」  

ここ
ここ
をを
過過
ぎぎ
てて
悲悲
しし
みみ
のの
市市ま

ち

（
１-

128
）(

１-

136)
 

ダ
ン
テ
『
神
曲
』
「
地
獄
篇
」
第
三
曲
。 

※
翻
訳
に
つ
い
て
は
、
安
藤
宏
が
「
「
神
曲
」
の
い
ず
れ
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
を
参
照
し
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
は
定
説
が
な
く
、
そ
れ
ゆ

え
に
興
味
深
い
問
題
を
投
げ
か
け
て
い
る
」
と
し
て
、
三
つ
の
説
を
整
理
し
て
い
る
。 

第
一
は
、
笠
原
伸
夫
ら
が
注
目
し
た
、
森
鷗
外
『
即
興
詩
人
』
（
一
九
〇
二
・
九
、
春
陽
堂
）
と
い
う
説
。
「
こ
ゝ
す
ぎ
て
う
れ
へ

の
市ま

ち

に
／
こ
ゝ
す
ぎ
て
嘆
の
淵
に
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
。 

第
二
は
、
笠
原
伸
夫
、
渡
邊
浩
史
ら
が
注
目
し
た
、
『
ダ
ン
テ
神
曲―

―

上
田
敏
未
定
稿
』
（
一
九
一
八
・
七
、
大
修
館
書
店
）
な

ら
び
に
『
上
田
敏
全
集 
第
一
巻
』
（
一
九
二
九
・
九
、
改
造
社
）
と
い
う
説
。
「
こ
ゝ
す
ぎ
て
か
な
し
み
の
都ま

ち

へ
」
と
訳
さ
れ
て
い

る
。 

第
三
は
、
奥
村
淳
、
山
内
祥
史
ら
が
注
目
し
た
、
生
田
長
江
の
『
世
界
文
学
全
集 

第
一
巻
』
、
『
神
曲
』
（
一
九
三
四
・
一
、
新
潮

文
庫
）
と
い
う
説
。
「
我
は
悲
し
み
の
市ま

ち

へ
の
入
口
な
り
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
。 

そ
れ
を
踏
ま
え
、
安
藤
宏
は
「
三
つ
の
訳
が
渾
然
一
体
と
な
り
、
太
宰
独
自
の
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
の
美
学
に
結
晶
し
た
も
の
と
思
わ
れ

る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。 

▼
安
藤
宏
「
「
道
化
の
華
」
四
題
」
（
『
太
宰
治
論
』
二
〇
二
一
・
一
二
、
東
京
大
学
出
版
会
） 

▼
参
照
＝
笠
原
伸
夫
「
な
ぜ
、
大
庭
葉
蔵
か
」
（
「
信
州
白
樺
」
一
九
八
二
・
一
〇
） 

▼
参
照
＝
渡
邊
浩
史
「
道
化
の
華
」
の
一
つ
の
引
用―

―
ダ
ン
テ
『
神
曲
』
「
地
獄
の
門
」
銘
文
引
用
に
関
す
る
翻
訳
の
問
題
点
」

（
「
仏
教
大
学
大
学
院
紀
要
」
二
〇
〇
三
・
三
） 

▼
参
照
＝
奥
村
淳
「
太
宰
治
と
ダ
ン
テ
『
神
曲
』―

―

新
視
点
か
ら
の
『
め
く
ら
草
紙
』
」
（
『
カ
レ
イ
ド
ス
コ
ー
プ―

―

中
村
志

朗
教
授
退
官
記
念
論
集
』
一
九
九
五
・
二
、
同
刊
行
会
） 

▼
参
照
＝
山
内
祥
史
「
太
宰
治
作
品
の
典
拠
資
料
」
（
「
解
釈
と
鑑
賞
」
一
九
九
九
・
六
） 
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「「
猿猿
面面
冠冠
者者
」」  

そそ
もも
ささ
んん
何何
者者[[……

……
]]

ぢぢ
やや
なな
いい
かか
よよ
。。
（
１-

211
） 

わわ
たた
しし
がが
ああ
なな
たた
にに[[……

……
]]

いい
りり
まま
せせ
うう
。。
（
１-

220
） 

もも
うう
ここ
れれ
でで
筆筆
をを
おお
きき
まま
すす
。。[[……

……
]]

オオ
ネネ
ーー
ギギ
ンン
様様
。。
（
１-

220
） 

プ
ー
シ
キ
ン
「
オ
ネ
ー
ギ
ン
」 

 

太
宰
が
参
照
し
た
の
は
、
米
川
正
夫
訳
『
韻
文
小
説 

オ
ネ
ー
ギ
ン
』
（
一
九
二
七
・
一
二
、
岩
波
文
庫
）
か
。 

▼
参
照
＝
石
井
和
夫
「
風
の
ゆ
く
え―

―

「
こ
ほ
ろ
ぎ
嬢
」
と
「
猿
面
冠
者
」
」
（
「
福
岡
女
子
大
学
文
学
部
紀
要
」
二
〇
〇
六
・

二
） 

▼
参
照
＝
赤
木
孝
之
編
『
注
釈
『
晩
年
』
抄
』
（
前
掲
） 

  

太
宰
治
全
集
第
二
巻
（
担
当
：
野
口
尚
志
） 

「「HHUUMMAANN  LLOOSSTT

」」  

思思
ひひ
はは
、、
ひひ
とと
つつ
、、
窓窓
前前
花花
。。
（
２-

22
） 

※
「
東
京
八
景
」
（
「
文
學
界
」
一
九
四
一
・
一
）
に
も
登
場
。
中
野
嘉
一
は
「
東
京
八
景
」
に
言
及
し
て
、
太
宰
が
入
院
し
た
板
橋

脳
病
院
の
コ
ス
モ
ス
を
指
す
と
推
測
し
て
い
る
。 

▼
参
照
＝
中
野
嘉
一
『
太
宰
治―

―

主
治
医
の
記
録
』
（
一
九
八
〇
・
七
、
宝
文
館
出
版
） 

 

もも
のの
かか
いい
てて
扇扇
ひひ
きき
裂裂
くく
なな
ごご
りり
哉哉
（
２-

23
） 
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松
尾
芭
蕉
『
奥
の
細
道
』 

▼
参
照
＝
渡
部
芳
紀
「
評
釈
「H

U
M
A
N
L
O
S
T

」
」
（
『
太
宰
治 

心
の
王
者
』
一
九
八
四
・
五
、
洋
々
社
） 

 

ふふ
たた
みみ
にに
わわ
かか
れれ
（
２-

23
） 

蛤
の
ふ
た
み
に
わ
か
れ
行
く
秋
ぞ
（
松
尾
芭
蕉
『
奥
の
細
道
』
） 

▼
参
照
＝
渡
部
芳
紀
「
評
釈
「H

U
M
A
N
L
O
S
T

」
」
（
前
掲
） 

 

ああ
らら
、、
／／
ああ
たた
しし
、、
／／
いい
けけ
なな
いい
／／
女女
？？
［［……

……

］］
いい
けけ
なな
いい
？？
（
２-

24
） 

●
「
「
花
」
の
一
つ
の
現
わ
れ
と
し
て
の
「
ス
ヰ
ー
ト
ピ
イ
ち
や
ん
」
が
唄
い
出
す
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
が
、
語
り
手
の
男
が
裏
声
（
女

声
）
で
唄
う
戯
れ
唄
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
花
が
擬
人
化
さ
れ
て
女
を
演
じ
、
そ
の
女
を
男
が
演
じ
る
と
い
う
多
重
的
な
演
技
と

な
っ
て
い
る
が
、
閉
鎖
病
棟
内
で
は
当
然
な
が
ら
男
女
が
隔
離
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
も
一
応
思
い
出
し
て
お
こ
う
。
」 

▼
山
口
俊
雄
「
「H

U
M
A
N
 
L
O
S
T

」
評
釈
（
一
）
」
（
『
太
宰
治
研
究
20
』
二
〇
一
二
・
五
、
和
泉
書
院
） 

▼
参
照
＝
渡
部
芳
紀
「
評
釈
「H

U
M
A
N
L
O
S
T

」
」
（
前
掲
） 

※
太
宰
の
自
作
詩
か
。 

  

「「
花花
一一
輪輪
。。
」」
［［……

……

］］
ああ
りり
がが
たた
うう
、、
よよ
、、
ああ
りり
がが
たた
うう
！！
（
２-
26
）  

●
「
「
花
」
の
イ
メ
ー
ジ
の
リ
レ
ー
が
続
く
。
途
中
で
「
ひ
と
り
じ
め
」
す
る
「
ぢ
い
さ
ん
」
が
挟
ま
る
が
、
「
白
い
ひ
げ
の
羊
飼
ひ

の
ぢ
い
さ
ん
」
と
し
て
、
キ
リ
ス
ト
に
も
つ
な
が
る
人
々
の
導
き
手
と
し
て
の
良
き
羊
飼
い
の
イ
メ
ー
ジ
と
知
恵
あ
る
老
人
の
イ
メ

ー
ジ
が
含
意
さ
れ
て
い
る
せ
い
か
、
「
い
い
ん
だ
よ
」
と
や
り
過
ご
さ
れ
、
全
体
と
し
て
皆
で
力
を
合
わ
せ
て
「
や
つ
と
咲
か
せ
た
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花
一
輪
」
を
喜
ぶ
「
詩
」
（
？
）
と
な
っ
て
い
る
。
「
サ
イ
ン
を
消
せ
」
「
合
作
」
「
あ
り
が
た
う
、
よ
、
あ
り
が
た
う
！
」
と
、
感

謝
と
と
も
に
個
を
集
団
の
中
に
解
消
す
る
祝
福
の
イ
メ
ー
ジ
。
」 

▼
山
口
俊
雄
「
「H

U
M
A
N
 
L
O
S
T

」
評
釈
（
一
）
」
（
前
掲
） 

※
太
宰
の
自
作
詩
か
。 

 

ああ
かか
つつ
きき
ばば
かか
りり
憂憂
きき
もも
のの
はは
なな
しし
（
２-

34
） 

有
明
の
つ
れ
な
く
見
え
し
別
よ
り
暁
ば
か
り
う
き
も
の
は
な
し
（
壬
生
忠
岑
『
古
今
和
歌
集
』
恋
六
二
五
・
『
小
倉
百
人
一
首
』
三
〇
） 

  

一一
日日
。。  

  

実実
朝朝
をを
わわ
すす
れれ
ずず
。。  

    

伊伊
豆豆
のの
海海
のの
白白
くく
立立
つつ
浪浪
がが
しし
らら  

  

塩塩
のの
花花
ちち
るる
。。  

  

うう
ごご
くく
すす
すす
きき
。。
（
２-

43
） 

※
太
宰
の
自
作
歌
か
。
「
鉄
面
皮
」
（
「
文
學
界
」
一
九
四
三
・
四
）
に
言
及
あ
り
。 

 

「「
梨梨
花花
一一
枝枝
。。
」」
（
２-

45
） 

白
居
易
「
長
恨
歌
」
で
楊
貴
妃
の
容
貌
を
た
と
え
る
。 

▼
参
照
＝
渡
部
芳
紀
「
評
釈
「H

U
M
A
N
L
O
S
T

」
」
（
前
掲
） 

▼
参
照
＝
山
口
俊
雄
「
「H

U
M
A
N
 
L
O
S
T

」
評
釈
（
五
）
」
（
『
太
宰
治
研
究
24
』
二
〇
一
六
・
五
、
和
泉
書
院
） 
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柿柿
一一
本本
のの
、、
生生
れれ
在在
所所
やや
、、
ささ
だだ
九九
郎郎
。。
（
２-

48
） 

●
「
忠
臣
蔵
五
段
目
に
登
場
す
る
悪
人
、
斧
定
九
郎
。
」 

▼
参
照
＝
渡
部
芳
紀
「
評
釈
「H

U
M
A
N
L
O
S
T

」
」
（
前
掲
） 

▼
参
照
＝
山
口
俊
雄
「
「H

U
M
A
N
 
L
O
S
T

」
評
釈
（
五
）
」
（
前
掲
） 

 ※
太
宰
の
自
作
句
か
。 

 

「「
黄黄
金金
風風
景景
」」  

海海
のの
岸岸
辺辺
にに
緑緑
なな
すす
樫樫
のの
木木
、、
そそ
のの
樫樫
のの
木木
にに
黄黄
金金
のの
細細
きき
鎖鎖
のの
むむ
ずず
ばば
れれ
てて――

――

ププ
ウウ
シシ
キキ
ンン――

――

（
２-

201
） 

浜
辺
に
緑
の
樫
の
木
あ
り
、
／
黄
金
の
鎖
そ
の
樫
に
か
ゝ
る
、
（
外
村
史
郎
訳
『
プ
ウ
シ
キ
ン
全
集
（
第
五
巻
）
』
一
九
三
七
・
二
、

改
造
社
） 

※
プ
ー
シ
キ
ン
の
物
語
詩
「
ル
ス
ラ
ン
と
リ
ュ
ド
ミ
ラ
」
の
「
プ
ロ
ロ
ー
グ
」
の
一
節
。
後
半
に
「
岸
辺
に
緑
な
す
樫
の
木
を
見
、
」

（
前
掲
書
）
と
あ
り
、
太
宰
は
訳
文
を
編
集
し
て
用
い
た
か
。 

 

「「
富富
嶽嶽
百百
景景
」」  

金金
剛剛
石石
もも
磨磨
かか
ずず
ばば
、、
とと
いい
ふふ
唱唱
歌歌
をを
（
２-

224
） 

金
剛
石
も
磨
か
ず
ば 

 

珠
の
光
り
は
そ
は
ざ
ら
む
／
人
も
ま
な
び
て
後
に
こ
そ 

ま
こ
と
の
徳
は
顕
は
る
れ
／
時
計
の
針
の
た
え
ま
な

く 

め
ぐ
る
が
如
く
時
の
ま
の
／
日
か
げ
惜
み
て
励
み
な
ば 

い
か
な
る
業
か
成
ざ
ら
む 
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▼
参
照
＝
『
尋
常
高
等
学
校
唱
歌
集
』
（
一
九
一
二
・
五
、
岡
村
盛
花
堂
） 

※
昭
憲
皇
太
后
に
よ
る
「
金
剛
石
」
冒
頭
の
一
節
。
「
金
剛
石
」
は
「
水
は
器
」
（
太
宰
「
め
く
ら
草
紙
」
に
関
連
）
と
と
も
に
華
族

女
学
校
に
下
賜
さ
れ
、
の
ち
に
奥
好
義
の
作
曲
に
よ
っ
て
尋
常
小
学
校
唱
歌
と
さ
れ
た
。 

●
「
「
金
剛
石
」
の
内
容
は
努
力
の
重
要
さ
を
説
い
た
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
仕
事
が
進
ま
ず
寝
転
ん
で
い
る
「
私
」
の
姿
と
は
明
確

な
対
照
性
を
持
っ
て
い
る
」 

▼
若
松
伸
哉
「
再
生
の
季
節
と
作
家
」
（
『
わ
た
し
と
世
界
を
象
る
こ
と
ば
』
二
〇
一
九
・
一
〇
、
翰
林
書
房
） 

 

「「
女女
生生
徒徒
」」  

ここ
のの
道道
はは
、、
いい
つつ
かか
来来
たた
道道
（
２-
234
） 

こ
の
道
は
い
つ
か
来
た
道
、
／
あ
あ
、
さ
う
だ
よ
、
／
あ
か
し
や
の
花
が
咲
い
て
る
。 

▼
北
原
白
秋
「
こ
の
道
」
（
「
赤
い
鳥
」
一
九
二
六
・
八→

『
月
と
胡
桃
』
一
九
二
九
・
六
、
梓
書
房
） 

▼
参
照
＝
『
白
秋
全
集
26
』
（
一
九
八
七
・
四
、
岩
波
書
店
） 

 

かか
へへ
かか
へへ
ろろ
とと
何何
見見
てて
かか
へへ
るる
、、
畠畠
のの
玉玉
ねね
ぎぎ
見見
いい
見見
いい
かか
へへ
ろろ
、、
かか
へへ
ろろ
がが
鳴鳴
くく
かか
らら
かか
へへ
ろろ
。。
（
２-

249
） 

北
原
白
秋
作
詞
・
山
田
耕
筰
作
曲
「
か
へ
ろ
か
へ
ろ
と
」
の
一
節
。 

※
「
か
へ
か
へ
ろ
と
／
何
見
て
か
へ
る
／
寺
の
築
地
の
／
影
を
見
い
見
い
か
へ
ろ
」
が
一
番
で
、
「
畠
の
玉
ね
ぎ
」
は
四
番
の
歌
詞
。

な
お
、
一
九
二
六
年
発
売
の
レ
コ
ー
ド
（
ニ
ッ
ポ
ノ
ホ
ン
発
売
・
歌
唱
は
藤
原
義
江
）
で
は
「
畠
の
玉
ね
ぎ
」
、
「
見
い
見
い
か
へ

ろ
」
と
歌
う
が
、
白
秋
の
童
謡
集
（
『
月
と
胡
桃
』
一
九
二
九
・
六
、
梓
書
房
）
で
は
そ
れ
ぞ
れ
「
葱
の
小
坊
主
」
、
「
見
い
見
い

か
へ
る、
」
と
な
っ
て
い
る
。
（
レ
コ
ー
ド
は
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
聴
取
）
白
秋
の
詩
の
初
出
は
「
童
話
」

（
一
九
二
五
・
四
）
。 
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▼
参
照
＝
『
白
秋
全
集
26
』
（
前
掲
） 

 
そそ
れれ
なな
のの
にに
、、
ああ
ああ
、、
そそ
れれ
なな
のの
にに
（
２-

255
） 

星
野
貞
志
作
詞
・
古
賀
政
男
作
曲
「
あ
ゝ
そ
れ
な
の
に
」
（
一
九
三
六
・
一
二
、
テ
イ
チ
ク
） 

▼
参
照
＝
古
茂
田
信
男
他
編
『
日
本
流
行
歌
史
〈
戦
前
編
〉
』
（
一
九
八
一
・
一
、
社
会
思
想
社
） 

 

おお
まま
ええ
百百
まま
でで
、、
わわ
しし
やや
九九
十十
九九
まま
でで
。。
（
２-

263
） 

●
「
あ
と
に
続
け
て
「
共
に
白
髪
の
生
え
る
迄
」
と
い
う
俗
謡
」 

▼
前
田
勇
編
『
江
戸
語
大
辞
典
』
（
一
九
七
四
・
一
一
、
講
談
社
） 

 

「「
懶懶
惰惰
のの
歌歌
留留
多多
」」  

生生
くく
るる
ここ
とと
にに
もも
心心
せせ
きき
、、
感感
ずず
るる
ここ
とと
にに
もも
急急
がが
るる
るる
。。
（
２-

276
） 

生
く
る
こ
と
に
も
心
せ
き
、
感
ず
る
こ
と
も
急
が
る
る 

▼
プ
ー
シ
キ
ン
、
米
川
正
夫
訳
『
韻
文
小
説 

オ
ネ
ー
ギ
ン
』
（
一
九
二
七
・
一
一
、
岩
波
文
庫
） 

 

牢牢
屋屋
はは
暗暗
いい
。。
（
２-

278
） 

夜
で
も
昼
で
も
牢
屋
は
暗
い
／
い
つ
で
も
鬼
奴
が
窓
か
ら
覗
く 

▼
参
照
＝
「
ド
ン
底
の
歌
」
（
『
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
歌
曲
集
』
一
九
三
〇
・
六
、
無
産
社
） 
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※
マ
キ
シ
ム
・
ゴ
ル
キ
イ
作
・
小
山
内
薫
訳
「
夜
の
宿
（
ど
ん
底
）
」
の
第
二
幕
と
第
四
幕
で
歌
わ
れ
る
歌
。 

▼
参
照
＝
『
世
界
近
代
劇
叢
書
第
二
輯 

夜
の
宿
』
（
一
九
二
五
・
一
、
金
星
社
） 

 

かか
みみ
なな
りり
にに
家家
をを
焼焼
かか
れれ
てて
瓜瓜
のの
花花
。。
（
２-

283
） 

雷
に
小
家
は
焼
れ
て
瓜
の
花
（
与
謝
蕪
村
） 

 

蛍蛍
のの
光光
、、
窓窓
のの
雪雪
。。
（
２-
284
） 

蛍
の
ひ
か
り
ま
ど
の
ゆ
き 
ふ
み
読
む
月
日
か
さ
ね
つ
ゝ
／
い
つ
し
か
年
も
す
ぎ
の
と
を 

あ
け
て
ぞ
け
さ
は
別
れ
行
く
／
と
ま
る
も

行
も
か
ぎ
り
と
て 

か
た
み
に
お
も
ふ
ち
よ
ろ
づ
の
／
心
の
は
し
を
ひ
と
こ
と
に 

さ
き
く
と
ば
か
り
う
た
ふ
な
り
／
つ
く
し
の
き
は

み
ヽ
ち
の
奥
／
海
山
と
ほ
く
へ
だ
つ
と
も
／
其
の
ま
ご
ヽ
ろ
は
へ
だ
て
な
く
／
ひ
と
つ
に
つ
く
せ
国
の
た
め
／
千
島
の
お
く
も
お
き
な

は
も
／
や
し
ま
の
う
ら
の
ま
も
り
也
／
至
ら
ん
く
に
ヽ
い
さ
を
し
く 

勉
め
よ
わ
が
せ
つ
ヽ
が
な
く 

▼
参
照
＝
『
尋
常
高
等
学
校
唱
歌
集
』
（
一
九
一
二
・
五
、
岡
村
盛
花
堂
。
「
ゝ
」
「
ヽ
」
は
マ
マ
） 

 

兵兵
をを
送送
りり
てて
かか
なな
しし
かか
りり
。。
（
２-

284
） 

一
隊
の
兵
を
見
送
り
て
／
か
な
し
か
り
／
何
ぞ
彼
等
の
う
れ
ひ
無
げ
な
る
（
石
川
啄
木
『
一
握
の
砂
』
一
九
一
〇
・
一
二
、
東
雲
堂
書

店
） 

 

ここ
いい
しし
くく
ばば
、、
たた
づづ
ねね
来来
てて
見見
よよ
いい
づづ
みみ
なな
るる
、、
しし
のの
だだ
のの
森森
のの
うう
らら
みみ
くく
ずず
のの
葉葉
。。
（
２-

286
） 

闇闇
のの
夜夜
のの
、、
にに
ほほ
ひひ
山山
路路
たた
どど
りり
ゆゆ
きき
、、
かか
なな
哭哭
くく
声声
にに
消消
ええ
まま
よよ
ひひ
けけ
りり
。。
（
２-
287
） 

わわ
ぎぎ
もも
ここ
をを
、、
いい
とと
ほほ
しし
見見
れれ
ばば
青青
鷺鷺
やや
、、
言言
のの
葉葉
なな
きき
をを
うう
らら
みみ
ざざ
らら
まま
しし
。。
（
２-
287
） 
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※
「
こ
い
し
く
ば
」
は
古
浄
瑠
璃
「
信
田
妻
」
で
安
倍
保
名
と
子
を
も
う
け
た
狐
（
葛
の
葉
）
が
正
体
を
悟
ら
れ
て
信
田
森
に
帰
る
際
、

障
子
に
書
き
残
し
た
歌
。
こ
の
子
が
の
ち
の
安
倍
晴
明
と
な
る
。
浄
瑠
璃
「
蘆
屋
道
満
大
内
鑑
」
に
も
登
場
す
る
。 

ま
た
こ
の
三
首
は
太
宰
の
「
む
か
し
の
亡
者
」
（
「
か
む
ろ
」
一
九
三
八
・
一
一
）
に
幽
霊
の
つ
く
っ
た
歌
と
し
て
引
用
さ
れ
て
い

る
。 

▼
参
照
＝
大
野
章
「
信
田
妻
」
（
志
村
有
弘
・
諏
訪
春
雄
編
『
日
本
説
話
大
事
典
』
二
〇
〇
〇
・
六
、
勉
誠
出
版
） 

▼
参
照
＝
須
田
喜
代
次
「
太
宰
治
「
む
か
し
の
亡
者
」
な
ら
び
に
掲
載
誌
『
か
む
ろ
』
を
め
ぐ
る
一
考
察
」
（
「
大
妻
国
文
」
一
九

九
六
・
三
） 

 

明明
月月
やや
、、
座座
にに
美美
しし
きき
顔顔
もも
なな
しし
。。
（
２-

289
） 

名
月
や
座
に
美
し
き
顔
も
な
し
（
松
尾
芭
蕉
） 

  

姥姥
捨捨
山山
のの
みみ
ねね
のの
松松
風風
。。
（
２-

290
） 

月
見
れ
ば
衣
手
さ
む
し
さ
ら
し
な
や
姥
捨
山
の
み
ね
の
秋
風
（
源
実
朝
『
金
槐
和
歌
集
』
二
八
四
） 

 

「「
秋秋
風風
記記
」」  

立立
ちち
つつ
くく
しし
／／
もも
のの
をを
思思
へへ
ばば
、、
／／
もも
のの
みみ
なな
のの
物物
語語
めめ
きき
、、
（（
生生
田田
長長
江江
））
（
２-

292
）  

た
ち
つ
く
し
も
の
を
お
も
へ
ば
／
も
の
み
な
の
も
の
が
た
り
め
き
／
わ
が
か
た
に
つ
き
か
た
ぶ
き
ぬ
（
生
田
長
江
「
た
ち
つ
く
し
」
、

『
現
代
日
本
文
学
全
集 

第
二
十
八
篇
』
一
九
三
〇
・
一
、
改
造
社
） 

 

君君
よよ
、、
知知
るる
やや
、、
（
２-

292
） 
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※
「
君
よ
知
る
や
南
の
国
」
は
ア
ン
ブ
ロ
ワ
ー
ズ
・
ト
マ
作
曲
の
歌
曲
の
表
題
で
あ
り
歌
詞
の
一
節
。
オ
ペ
ラ
「
ミ
ニ
ョ
ン
」
の
中
で

歌
わ
れ
る
。
ゲ
ー
テ
「
ウ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
マ
イ
ス
タ
ー
の
修
業
時
代
」
中
の
詩
を
ジ
ュ
ー
ル
・
バ
ル
ビ
エ
と
ミ
シ
ェ
ル
・
カ
レ
が
脚

色
し
た
。
な
お
、
こ
の
詩
の
本
邦
初
訳
は
鷗
外
『
於
母
影
』
の
「
ミ
ニ
ヨ
ン
の
歌
」
で
あ
る
。 

▼
参
照
＝
『
最
新
名
曲
解
説
全
集 

第
18
巻 

歌
劇
Ⅰ
』
（
一
九
八
〇
・
三
、
音
楽
之
友
社
）
、
『
鷗
外
全
集
著
作
篇
第
一
巻
』
（
一

九
三
八
・
二
、
岩
波
書
店
） 

 

「「
新新
樹樹
のの
言言
葉葉
」」  

里里
のの
おお
みみ
やや
にに
何何
もも
ろろ
たた
、、
でで
んん
でで
んん
太太
鼓鼓
にに
（
２-

326
） 

坊
や
は
よ
い
子
だ 

ね
ん
ね
し
な
／
ね
ん
ね
の
お
守
は 

何
処
へ
行
た
／
あ
の
山
越
え
て 

里
へ
行
た
／
里
の
お
土
産
に 

何
も
ろ
た

／
で
ん
で
ん
太
鼓
に 

笙
の
笛
／
起
上

お
き
や
が

り
小
法
師

こ

ぼ

し

に 

振
り
鼓

つ
づ
み

（
町
田
嘉
章
・
浅
野
建
二
編
『
わ
ら
べ
う
た
』
一
九
八
三
・
一
二
、
岩

波
書
店
） 

●
「
殆
ど
全
国
に
分
布
す
る
こ
の
唄
は
、
わ
が
国
の
代
表
的
な
子
守
唄
の
一
と
い
え
る
」
（
『
わ
ら
べ
う
た
』
前
掲
） 

 

「「
葉葉
桜桜
とと
魔魔
笛笛
」」  

待待
ちち
待待
ちち
てて  

ここ
とと
しし
咲咲
きき
けけ
りり  

桃桃
のの
花花  

白白
をを
聞聞
きき
つつ
つつ  

花花
はは
紅紅
なな
りり
（
２-

357
） 

※
太
宰
の
自
作
歌
か
。 

 

「「
八八
十十
八八
夜夜
」」  

（（
夏夏
もも
近近
づづ
くく
。。――

――

））
（
２-

399
） 
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夏
も
近
づ
く
八
十
八
夜
／
野
に
も
山
に
も
若
葉
が
茂
る
／
「
あ
れ
に
見
え
る
は
茶
摘
じ
ゃ
な
い
か
／
あ
か
ね
だ
す
き
に
菅
の
笠
」
（
「
茶

摘
」
文
部
省
唱
歌
） 

▼
参
考
＝
古
茂
田
信
男
他
編
『
日
本
流
行
歌
史
〈
戦
前
編
〉
』
（
一
九
八
一
・
一
、
社
会
思
想
社
） 

※
単
行
本
『
皮
膚
と
心
』
（
一
九
四
〇
・
四
、
竹
村
書
房
）
収
録
版
で
は
「
諦
め
よ
、
わ
が
心
、
獣
の
眠
り
を
眠
れ
か
し
。
（
Ｃ
・
Ｂ
）
」

と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
シ
ャ
ル
ル
・
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
『
悪
の
華
』
の
中
の
詩
の
一
節
。
村
上
菊
一
郎
訳
「
虚
無
の
味
わ
ひ
」
に
は

「
諦
め
よ
、
わ
が
心
、
獣
の
眠
り
に
沈
め
か
し
。
」
（
『
悪
の
華
』
一
九
三
八
・
八
、
版
画
荘
）
、
大
宰
徹
雄
訳
「
虚
無
の
味
」
に
は

「
諦
め
よ
、
わ
が
心
、
獣
の
ご
と
き
睡
り
の
中
に
眠
れ
か
し
。
」
（
『
新
訳
ボ
オ
ド
レ
エ
ル
詩
集
』
一
九
四
〇
・
二
、
京
文
社
書
店
）

と
あ
る
。 

 ――
――

山山
よよ
りり
ほほ
かか
にに
、、……

……

（
２-
408
） 

も
ろ
と
も
に
あ
は
れ
と
思
へ
山
桜
花
よ
り
外
に
知
る
人
も
な
し
（
大
僧
正
行
尊
『
小
倉
百
人
一
首
』
六
十
六
） 

 

太
宰
治
全
集
第
三
巻
（
担
当
：
井
原
あ
や
） 

「「
おお
しし
やや
れれ
童童
子子
」」  

落落
人人
のの
借借
衣衣
すす
ずず
しし
くく
似似
合合
ひひ
けけ
りり
。。
（
３-

５３
）  

※
太
宰
の
自
作
か
。 

  

ここ
のの
柄柄
はは
、、
ここ
のの
ごご
ろろ
流流
行行
とと
借借
衣衣
言言
ひひ
。。
（
３-

５３
）  

※
太
宰
の
自
作
か
。 
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そそ
のの
袖袖
をを
放放
せせ
とと
借借
衣衣
ああ
わわ
てて
けけ
りり
。。
（
３-

５３
）  

※
太
宰
の
自
作
か
。 

 

借借
衣衣
すす
れれ
ばば
、、
人人
みみ
なな
借借
衣衣
にに
見見
ゆゆ
るる
哉哉
。。
（
３-

５３
）  

※
太
宰
の
自
作
か
。 

 

「「
善善
蔵蔵
をを
思思
ふふ
」」  

衣衣
錦錦
還還
郷郷
（
３-

６９
、
３-

７６
）  

『
南
史
』 

 

衣衣
錦錦
之之
栄栄
（
３-

７０
）  

歐
陽
脩
『
昼
錦
堂
記
』 

 

人人
間間
到到
るる
とと
ここ
ろろ
青青
山山
。。
（
３-

７９
）  

月
性
「
将
東
游
題
壁
」 

※
江
戸
時
代
後
期
の
僧
・
月
性
に
よ
る
漢
詩
の
一
節
。 

▼
参
照
＝
月
性
「
将
東
游
題
壁
」
（
月
性
著
、
天
地
哲
雄
編
『
清
狂
遺
稿 

上
』
田
中
治
兵
衛
発
行
、
一
八
九
二
・
一
） 
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「「
俗俗
天天
使使
」」  

わわ
たた
しし
はは
、、
鳥鳥
でで
はは
ああ
りり
まま
せせ
ぬぬ
。。
まま
たた
、、
けけ
もも
のの
でで
もも
ああ
りり
まま
せせ
ぬぬ
。。
（
３-

８２
）  

 
 

※
本
文
で
は
「
私
」
が
こ
の
歌
に
つ
い
て
「
家
の
者
」
に
尋
ね
る
と
「
蝙
蝠
の
歌
で
せ
う
。
鳥
獣
合
戦
の
と
き
の
唱
歌
で
せ
う
」
と
答

え
て
い
る
。
「
蝙
蝠
」
と
い
う
題
の
唱
歌
は
複
数
あ
り
、
『
唱
歌
集
大
全 

巻
之
一
』
（
編
集
兼
発
行
人
後
藤
治
郎
平
、
一
九
〇
三
・

一
二
）
収
録
の
唱
歌
「
蝙
蝠
」
（
作
詞
者
・
作
曲
者
の
記
載
な
し
）
に
「
鳥
と
、
け
も
の
と
、
／
な
か
た
が
へ
、
／
い
く
さ
、
お
こ

り
し
、
／
其
時
に
、
」
［…

…

］
「
鳥
に
、
に
た
れ
ど
、
／
鳥
な
ら
ず
、
／
け
も
の
に
、
し
て
は
、
／
羽
が
あ
る
」
と
い
う
歌
詞
が

あ
る
。
ほ
か
に
、
小
松
耕
輔
・
梁
田
貞
・
葛
原
𦱳𦱳
編
『
大
正
少
年
唱
歌
』
（
一
九
三
一
・
五
、
目
黒
書
店
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
唱

歌
「
蝙
蝠
」
（
小
松
耕
輔
作
曲
。
作
詞
者
の
記
載
な
し
）
に
は
、
「
鳥
か
と
見
れ
ば
、
変
な
羽
根
、
」
［…

…

］
「
鼠
に
し
て
は
尾

が
無
く
て
、
」
と
い
う
歌
詞
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
内
容
は
類
似
し
て
い
る
が
、
「
俗
天
使
」
の
「
蝙
蝠
の
歌
」
は
、
当
時
の
唱
歌
「
蝙

蝠
」
を
踏
ま
え
た
太
宰
の
創
作
か
。 

▼
参
照
＝
編
集
兼
発
行
人
後
藤
治
郎
平
『
唱
歌
集
大
全 

巻
之
一
』
（
一
九
〇
三
・
一
二
） 

▼
参
照
＝
小
松
耕
輔
・
梁
田
貞
・
葛
原
𦱳𦱳
編
『
大
正
少
年
唱
歌
』
（
一
九
三
一
・
五
、
目
黒
書
店
） 

 

「「
美美
しし
いい
兄兄
たた
ちち
」」  

紅紅
燈燈
にに
行行
きき
てて
ふふ
たた
たた
びび
帰帰
らら
ざざ
るる
人人
をを
まま
ここ
とと
のの
わわ
れれ
とと
思思
ふふ
やや
。。
（
３-

９３
）  

吉
井
勇
「
紅
燈
行
」 

※
「
紅
燈
行
」
で
は
「
紅
燈
の
ち
ま
た
に
往
き
て
か
へ
ら
ざ
る
ひ
と
を
ま
こ
と
の
わ
れ
と
思
ふ
や
」
。 

▼
吉
井
勇
「
紅
燈
行
」
（
『
東
京
紅
燈
集
』
一
九
一
六
・
五
、
新
潮
社
） 

 

ああ
かか
いい
カカ
ンン
ナナ
のの
花花
でで
しし
たた
。。
私私
のの
心心
にに
似似
てて
ゐゐ
まま
すす
。。
（
３-

９６
・
９７
）  

※
太
宰
の
自
作
か
。
「
美
し
い
兄
た
ち
」
の
語
り
手
で
あ
る
「
私
」
の
三
兄
が
雑
誌
「
青
ん
ぼ
」
に
発
表
し
た
叙
情
詩
。 
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矢矢
車車
のの
花花
いい
とと
しし
。。
一一
つつ
、、
二二
つつ
、、
三三
つつ
、、
私私
のの
たた
もも
とと
にに
入入
れれ
まま
しし
たた
。。
（
３-

９６
）  

※
太
宰
の
自
作
か
。
前
掲
「
あ
か
い
カ
ン
ナ
」
と
同
じ
く
、
語
り
手
で
あ
る
「
私
」
の
三
兄
が
雑
誌
「
青
ん
ぼ
」
に
発
表
し
た
叙
情
詩
。 

 

「「
鷗鷗
」」 

イイ
ママ
ハハ
山山
中中
、、
イイ
ママ
ハハ
浜浜
、、
イイ
ママ
ハハ
鉄鉄
橋橋
、、
ワワ
タタ
ルル
ゾゾ
トト
思思
フフ
間間
モモ
ナナ
クク
トト
ンン
ネネ
ルル
ノノ
、、
闇闇
ヲヲ
トト
ホホ
ツツ
テテ
広広
野野
ハハ
ララ
、、
（
３-

１０９
） 

「
汽
車
」
文
部
省
唱
歌 

※
「
鷗
」
で
は
「
汽
車
」
の
一
番
を
引
用
し
て
い
る
。
歌
詞
全
体
は
『
尋
常
小
学
唱
歌
帖 

上
』
等
で
確
認
で
き
る
。 

▼
参
照
＝
編
纂
兼
発
行
人
内
藤
重
蔵
『
尋
常
小
学
唱
歌
帖 

上
』
（
一
九
一
二
・
一
〇
） 

 

かか
みみ
なな
りり
にに
家家
をを
焼焼
かか
れれ
てて
瓜瓜
のの
花花
。。
（
３-

１１３
）  

『
蕪
村
句
集
』 

※
『
蕪
村
句
集
』
で
は
「
雷
に
小
家
は
焼
れ
て
瓜
の
花
」
。 

▼
参
照
＝
几
董
「
蕪
村
句
集
」
（
勝
峰
晋
風
『
日
本
俳
書
大
系
』
第
八
巻 

蕪
村
一
代
集
、
一
九
三
四
・
四
、
春
秋
社
） 

 

イイ
ママ
ハハ
山山
中中
、、
イイ
ママ
ハハ
浜浜
、、
イイ
ママ
ハハ
鉄鉄
橋橋
ワワ
タタ
ルル
ゾゾ
トト
思思
フフ
ママ
モモ
ナナ
クク
、、
（
３-

１２４
） 

「
汽
車
」
文
部
省
唱
歌
（
前
掲
） 
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「「
走走
れれ
メメ
ロロ
スス
」」  

本本
文文
全全
体体
（
３-

１６４
～
１７８
）  

シ
ル
レ
ル
（
シ
ラ
ー
）
「
人
質
」 

▼
小
栗
孝
則
訳
「
人
質 

譚
詩
」
（
『
新
編
シ
ラ
ー
詩
抄
』
一
九
三
七
・
七
、
改
造
社
〔
改
造
文
庫
〕)

 

 
 

※
「
走
れ
メ
ロ
ス
」
に
つ
い
て
は
、
本
文
末
尾
に
「
（
古
伝
説
と
、
シ
ル
レ
ル
の
詩
か
ら
。
）
」
と
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
シ
ル
レ

ル
（
シ
ラ
ー
）
の
詩
「
人
質
」
（
「
保
証
」
と
訳
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
）
と
イ
タ
リ
ア
の
伝
説
を
踏
ま
え
て
作
ら
れ
て
い
る
。
典
拠

に
関
す
る
先
行
研
究
は
数
多
く
あ
り
、
そ
う
し
た
研
究
成
果
に
つ
い
て
は
、
山
内
祥
史
が
「
解
題
」
（
『
太
宰
治
全
集
３
』
一
九
八

九
・
一
〇
、
筑
摩
書
房
）
に
詳
細
に
整
理
し
記
し
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
、
先
行
研
究
の
数
点
を
示
し
た
。
角
田
旅
人
は
「
「
走

れ
メ
ロ
ス
」
材
源
考
」
（
「
香
川
大
学
一
般
教
育
研
究
」
一
九
八
三
・
一
〇
）
で
、
小
栗
孝
則
訳
『
新
編
シ
ラ
ー
詩
抄
』
を
引
用
し

た
上
で
「
小
栗
訳
「
人
質
」
と
そ
の
註
解
と
に
は
、
人
名
・
地
名
・
イ
タ
リ
ー
の
伝
説
に
由
来
す
る
こ
と
等
、
「
走
れ
メ
ロ
ス
」
の

材
料
は
全
て
揃
っ
て
出
て
来
て
い
る
」
と
、
そ
の
典
拠
を
指
摘
し
た
。
な
お
、
メ
ロ
ス
を
は
じ
め
と
す
る
登
場
人
物
名
の
異
同
に
つ

い
て
は
、
近
藤
周
吾
が
「
「
走
れ
メ
ロ
ス
」
評
釈
（
一
）
」
（
山
内
祥
史
編
『
太
宰
治
研
究
15
』
二
〇
〇
七
・
六
、
和
泉
書
院
）
で

整
理
し
て
い
る
。
ま
た
、
松
本
和
也
は
「
ド
イ
ツ
文
化
と
の
共
振
／
〝
権
力
強
化
の
物
語
〟―

―

「
走
れ
メ
ロ
ス
」
」
（
『
昭
和
一

〇
年
代
の
文
学
場
を
考
え
る―

―

新
人
・
太
宰
治
・
戦
争
文
学
』
立
教
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
五
・
三
）
に
お
い
て
、
「
昭
和
一
〇

年
代
に
入
っ
て
か
ら
、
ド
イ
ツ
で
の
シ
ラ
ー
を
め
ぐ
る
動
向
が
積
極
的
に
日
本
に
紹
介
」
さ
れ
て
い
た
と
、
当
時
の
シ
ラ
ー
受
容
を

明
ら
か
に
し
た
。 

▼
参
照
＝
秋
元
喜
久
雄
（
秋
元
蘆
風
）
訳
『
シ
ル
レ
ル
詩
集 

増
補
改
版
』(

一
九
一
三
・
一
二
増
補
改
版
、
東
亜
堂
書
房
） 

▼
参
照
＝
秋
元
喜
久
雄
（
秋
元
蘆
風
）
『
シ
ル
レ
ル
詩
選 

註
釈
』(

一
九
二
七
・
四
、
南
江
堂
書
店
） 

▼
参
照
＝
角
田
旅
人
「
「
走
れ
メ
ロ
ス
」
材
源
考
」
（
「
香
川
大
学
一
般
教
育
研
究
」
一
九
八
三
・
一
〇
） 

▼
参
照
＝
山
内
祥
史
「
解
題
」
（
『
太
宰
治
全
集
３
』
一
九
八
九
・
一
〇
、
筑
摩
書
房
） 

▼
参
照
＝
九
頭
見
和
夫
「
太
宰
治
の
シ
ラ
ー
受
容―

―

「
走
れ
メ
ロ
ス
」
の
素
材
に
つ
い
て
」
（
『
太
宰
治
と
外
国
文
学―

―

翻
案

小
説
の
「
原
典
」
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
』
二
〇
〇
四
・
三
、
和
泉
書
院
） 

24



▼
参
照
＝
近
藤
周
吾
「
「
走
れ
メ
ロ
ス
」
評
釈
（
一
）
」
（
山
内
祥
史
編
『
太
宰
治
研
究
１５
』
二
〇
〇
七
・
六
、
和
泉
書
院
） 

▼
参
照
＝
近
藤
周
吾
「
「
走
れ
メ
ロ
ス
」
評
釈
（
二
）
」
（
山
内
祥
史
編
『
太
宰
治
研
究
１６
』
二
〇
〇
八
・
六
、
和
泉
書
院
） 

▼
参
照
＝
近
藤
周
吾
「
「
走
れ
メ
ロ
ス
」
評
釈
（
三
）
」
（
山
内
祥
史
編
『
太
宰
治
研
究
１７
』
二
〇
〇
九
・
六
、
和
泉
書
院
） 

▼
参
照
＝
近
藤
周
吾
「
「
走
れ
メ
ロ
ス
」
評
釈
（
四
）
」
（
山
内
祥
史
編
『
太
宰
治
研
究
１８
』
二
〇
一
〇
・
五
、
和
泉
書
院
） 

▼
参
照
＝
近
藤
周
吾
「
「
走
れ
メ
ロ
ス
」
評
釈
（
五
）
」
（
山
内
祥
史
編
『
太
宰
治
研
究
１９
』
二
〇
一
一
・
六
、
和
泉
書
院
） 

 
 

▼
参
照
＝
松
本
和
也
「
ド
イ
ツ
文
化
と
の
共
振
／
〝
権
力
強
化
の
物
語
〟―

―

「
走
れ
メ
ロ
ス
」
」
（
『
昭
和
一
〇
年
代
の
文
学
場

を
考
え
る―

―
新
人
・
太
宰
治
・
戦
争
文
学
』
二
〇
一
五
・
三
、
立
教
大
学
出
版
会
） 

▼
参
照
＝
奥
村
淳
「
太
宰
治
「
走
れ
メ
ロ
ス
」
に
つ
い
て―

―

日
本
に
お
け
る<

ダ
モ
ン
話>

の
軌
跡
」
（
「
山
形
大
学
紀
要
（
人
文

科
学
）
」
二
〇
一
七
・
二
） 

▼
参
照
＝
佐
野
幹
『
「
走
れ
メ
ロ
ス
」
の
ル
ー
ツ
を
追
う―

―

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
グ
ラ
フ
か
ら
読
む
「
メ
ロ
ス
伝
説
」
』
（
二
〇
二
二
・

一
〇
、
大
修
館
書
店
） 

 

「「
女女
のの
決決
闘闘
」」  

フフ
アア
ウウ
スス
トト
はは
、、
ここ
のの
人人
情情
のの
機機
微微
にに
就就
いい
てて
、、
わわ
なな
なな
きき
つつ
つつ
書書
斎斎
でで
独独
語語
しし
てて
ゐゐ
るる
やや
うう
でで
ああ
りり
まま
すす
。。
（
３-

２０４
）  

▼
ゲ
ー
テ
『
フ
ア
ウ
ス
ト
』
第
一
部
「
書
斎
」 

※
森
林
太
郎
訳
『
フ
ア
ウ
ス
ト
』
「
悲
壮
劇
の
第
一
部
」
「
書
斎
」
（
『
鷗
外
全
集
１０
』
一
九
二
三
・
五
、
鷗
外
全
集
刊
行
会
）
を
踏

ま
え
た
も
の
か
。 

▼
参
照
＝
森
林
太
郎
『
鷗
外
全
集
１０
』
（
一
九
二
三
・
五
、
鷗
外
全
集
刊
行
会
） 

 

「「
古古
典典
風風
」」  
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人人
のの
ここ
ここ
ろろ
もも
／／
まま
ここ
とと
信信
じじ
てて
もも
らら
ふふ
にに
はは
／／
十十
字字
架架
にに
／／
のの
ぼぼ
らら
なな
けけ
れれ
ばば
／／
なな
るる
まま
いい
かか
（
３-

２４７
）  

 
 

●
「
出
典
と
い
う
こ
と
で
言
え
ば
、Y

v
a
n
 G
o
l
l

の
詩
は
〝M

e
t
r
o
 d
e
 l
a
 m
o
r
t
″

（
一
九
三
六
年
）
の‵

F
a
t
a
l
e
m
e
n
t
′

か
ら
の
引
用

で
あ
る
。
た
だ
し
、
太
宰
治
が
ど
の
書
に
依
っ
た
か
は
不
明
。
」 

▼
渥
美
孝
子
「
『
古
典
風
』
」
（
神
谷
忠
孝
・
安
藤
宏
編
『
太
宰
治
全
作
品
研
究
事
典
』
一
九
九
五
・
一
一
、
勉
誠
社
） 

 
 

●
水
川
布
美
子
は
「
堀
口
大
學
が
『
文
藝
汎
論
』
昭
和
十
三
年
五
月
（V

o
l
.
8
—
5

）
に
「
イ
ヴ
ァ
ン
・
ゴ
ル
三
章―

個
人
、
自
転
車
の
り
、

不
幸
に
も
」
と
題
し
て
翻
訳
し
て
い
る
が
、
旧
稿
で
あ
る
「
貴
族
風
」
に
も
」
記
さ
れ
て
お
り
、
旧
稿
執
筆
時
期
か
ら
考
え
て
「
こ

れ
を
参
看
し
た
可
能
性
は
否
定
さ
れ
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。 

 
 

▼
水
川
布
美
子
「
太
宰
治
「
古
典
風
」
の
一
考
察
」
（
「
皇
學
館
論
叢
」
二
〇
〇
三
・
一
〇
） 

 
 

●
「
こ
の
詩
は
イ
ヴ
ァ
ン
・
ゴ
ル
の
『
死
の
メ
ト
ロ
』
（M

e
t
r
o
 d
e
 l
a
 m
o
r
t
 

、
一
九
三
六
）
と
い
う
詩
集
に
収
め
ら
れ
た
「
不
幸
に

も
」
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。
ゴ
ル
の
詩
を
い
ち
早
く
日
本
語
に
翻
訳
し
た
の
は
堀
口
大
学
で
あ
る
。
水
川
布
美
子
の
検
証
に
よ
れ
ば
、

「
不
幸
に
も
」
の
日
本
語
訳
が
最
初
掲
載
さ
れ
た
の
は
一
九
三
八
年
五
月
の
『
文
藝
汎
論
』
（
第
八
巻
第
五
号
）
で
あ
る
。
そ
の
前

年
に
執
筆
さ
れ
た
「
貴
族
風
」
に
も
こ
の
詩
が
引
用
さ
れ
た
た
め
、
太
宰
が
堀
口
訳
を
参
照
し
た
可
能
性
は
な
い
と
さ
れ
る
。
／
と

こ
ろ
が
、
こ
の
引
用
は
堀
口
訳
に
酷
似
し
て
い
る
。
［…

…

］
「
葉
」
の
エ
ピ
グ
ラ
フ
も
堀
口
訳
を
採
用
し
た
こ
と
か
ら
推
論
と
し

て
考
え
ら
れ
る
の
は
、
お
そ
ら
く
、
こ
れ
も
ゴ
ル
の
訳
詩
が
正
式
に
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
る
前
に
、
太
宰
は
な
ん
ら
か
の
ル
ー
ト
で
堀

口
訳
を
入
手
し
た
か
も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
現
段
階
で
は
、
断
言
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
」 

 
 
 

▼
唐
雪
「
太
宰
治
「
古
典
風
」
の
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
性
」
（
「
研
究
論
集
」
二
〇
一
六
・
一
） 

 

「「
盲盲
人人
独独
笑笑
」」  

本本
文文
中中
のの
和和
歌歌
（
３-

２５０
、
２５４
～
２６９
） 

  

▼
葛
原
𦱳𦱳
編
『
葛
原
勾
当
日
記
』
（
一
九
一
五
・
一
一
、
博
文
館
） 

 
 

※
「
盲
人
独
笑
」
の
「
は
し
か
き
」
に
「
葛
原
勾
当
日
記
を
、
私
に
知
ら
せ
て
く
れ
た
人
は
、
劇
作
家
伊
馬
鵜
平
君
で
あ
る
」
と
あ
る

よ
う
に
、
太
宰
は
伊
馬
鵜
平
か
ら
『
葛
原
勾
当
日
記
』
を
入
手
し
た
。
「
盲
人
独
笑
」
に
は
、
エ
ピ
グ
ラ
フ
の
ほ
か
、
「
は
し
か
き
」
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の
後
に
続
く
「
葛
原
勾
当
日
記
。
天
保
八
酉
年
。
」
か
ら
始
ま
る
「
日
記
」
の
「
た
ち
か
ゑ
る
。
と
し
の
は
し
め
は
。
な
に
と
な
く
。

し
つ
が
こ
こ
ろ
も
。
あ
ら
た
ま
り
ぬ
る
。
」
（
「
正
月
一
日
。
同
よ
め
る
。
」
）
な
ど
、
多
数
の
和
歌
が
書
き
記
さ
れ
て
い
る
。
「
盲

人
独
笑
」
と
実
際
の
『
葛
原
勾
当
日
記
』
と
の
対
照
に
つ
い
て
は
、
岡
村
知
子
「
「
盲
人
独
笑
」
論―

―

自
己
と
他
者
と
の
〈
あ
い

だ
〉
を
め
ぐ
っ
て―

―

」
（
『
太
宰
治
の
表
現
と
思
想
』
二
〇
一
二
・
四
、
双
文
社
出
版
）
に
付
さ
れ
た
「
「
盲
人
独
笑
」
／
『
葛

原
勾
当
日
記
』
対
照
表
」
に
、
先
行
論
文
を
踏
ま
え
た
詳
細
な
対
照
表
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
「
盲
人
独
笑
」
に
記
さ
れ

た
和
歌
と
筝
曲
教
授
に
着
目
し
た
論
と
し
て
本
誌
掲
載
の
吉
岡
真
緒
「
『
葛
原
勾
当
日
記
』
か
ら
「
盲
人
独
笑
」
へ―

―

「
盲
人
独

笑
」
の
現
代
性
」
が
あ
る
。 

▼
参
照
＝
山
崎
正
純
「
「
盲
人
独
笑
」
●
「
単
一
表
現
」
の
試
み
」
（
『
太
宰
治
１
』
一
九
八
五
・
七
、
洋
々
社
） 

▼
参
照
＝
藤
原
耕
作
「
太
宰
治
「
盲
人
独
笑
」
論
」
（
『
太
宰
治
研
究
６
』
一
九
九
九
・
六
、
和
泉
書
院
） 

▼
参
照
＝
水
川
布
美
子
「
太
宰
治
「
盲
人
独
笑
」
試
論
」
（
「
神
女
大
国
文
」
二
〇
〇
四
・
三
） 

▼
参
照
＝
岡
村
知
子
「
「
盲
人
独
笑
」
論―

―

自
己
と
他
者
と
の
〈
あ
い
だ
〉
を
め
ぐ
っ
て―

―

」
（
『
太
宰
治
の
表
現
と
思 

想
』
二
〇
一
二
・
四
、
双
文
社
出
版
） 

▼
参
照
＝
高
橋
秀
太
郎
「
「
盲
人
独
笑
」
と
『
葛
原
勾
当
日
記
』
」
（
『
太
宰
治
研
究
２０
』
二
〇
一
二
・
五
、
和
泉
書
院
） 

▼
参
照
＝
吉
岡
真
緒
「
『
葛
原
勾
当
日
記
』
か
ら
「
盲
人
独
笑
」
へ―

―

「
盲
人
独
笑
」
の
現
代
性
」
（
「
太
宰
治
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ

７
」
二
〇
二
三
・
九
） 

 

「「
一一
燈燈
」」  

大大
君君
のの
辺辺
にに
ここ
そそ
、、
（
３-

３０５
）  

海
行
か
ば
／
水
漬
く
屍
／
山
行
か
ば
／
草
生
す
屍
／
大
君
の
／
辺
に
こ
そ
死
な
め
／
顧
み
は
せ
じ
（
『
萬
葉
集
』
巻
一
八
、
四
〇
九
四

番
） 
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●
「
「
日
本
の
ひ
と
全
部
」
に
つ
い
て
、
す
で
に
昭
和
一
二
年
の
国
民
精
神
総
動
員
運
動
に
関
わ
っ
た
信
時
潔
作
曲
「
海
ゆ
か
ば
」
と

し
て
戦
時
下
に
再
利
用
さ
れ
て
い
た
和
歌
を
引
用
し
た
姿
勢
の
表
明
で
あ
る
。
」 

▼
松
本
和
也
「
戦
時
下
の
芸
術
家
（
宣
言
）―

―

太
宰
治
「
一
燈
」
試
論
」
（
「
太
宰
治
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
６
」
二
〇
一
六
・
六
） 

※
『
萬
葉
集
』
に
収
録
さ
れ
た
大
伴
家
持
の
歌
。
一
九
三
七
年
に
信
時
潔
が
作
曲
を
担
当
し
、
戦
時
下
に
用
い
ら
れ
た
。 

▼
参
照
＝
「
萬
葉
集
」
（
小
島
憲
之
・
木
下
正
俊
・
東
野
治
之
校
注
・
訳
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
９
』
一
九
九
六
・
八
、
小
学

館
） 

 

ささ
しし
てて
行行
くく
笠笠
置置
のの
山山
、、
（
３-
３０５
）  

指
て
行
笠
ぎ
の
山
を
出
し
よ
り
雨
が
下
に
は
隠
家
も
な
し
（
『
太
平
記
』
巻
三
「
笠
置
城
没
落
の
事
」
） 

※
後
醍
醐
天
皇
が
藤
房
・
季
房
と
落
ち
の
び
て
行
く
際
に
詠
ん
だ
歌
。 

▼
参
照
＝
「
太
平
記
」
（
長
谷
川
端
校
注
・
訳
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
５４
』
一
九
九
四
・
一
〇
、
小
学
館
） 

 

鳴鳴
かか
ぬぬ
蛍蛍
はは
、、
（
３-

３０５
） 

恋
に
焦
が
れ
て
鳴
く
蝉
よ
り
も 

鳴
か
ぬ
蛍
が
身
を
焦
が
す
（
『
山
家
鳥
虫
歌
』 

巻
之
上 

山
城
国
風
） 

※
『
山
家
鳥
虫
歌
』
は
、
一
七
七
二
年
刊
の
歌
謡
集
。 

 
 
 

▼
参
照
＝
「
山
家
鳥
虫
歌
」
（
友
久
武
文
・
山
内
洋
一
郎
・
真
鍋
昌
弘
・
森
山
弘
毅
・
井
出
幸
男
・
外
間
守
善
校
注
『
新
日
本
古
典

文
学
大
系
６２
』
「
田
植
草
紙 

山
家
鳥
虫
歌 

鄙
廼
一
曲 
琉
歌
百
控
」
一
九
九
七
・
一
二
、
岩
波
書
店
） 

 

「「
乞乞
食食
学学
生生
」」  
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大大
貧貧
にに
、、
大大
正正
義義
、、
望望
むむ
べべ
かか
らら
ずず
。。
（
３-

３２７
）  

※
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ヴ
ィ
ヨ
ン
著
、
佐
藤
輝
夫
訳
『
大
遺
言
書
』
（
一
九
四
〇
・
三
、
弘
文
堂
書
房
〔
世
界
文
庫
〕
）
の
「
大
貧
に
大
正 

義
望
む
べ
か
ら
ず
」
を
ふ
ま
え
た
か
。 

▼
参
照
＝
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ヴ
ィ
ヨ
ン
著
、
佐
藤
輝
夫
訳
『
大
遺
言
書
』
（
一
九
四
〇
・
三
、
弘
文
堂
書
房
〔
世
界
文
庫
〕
） 

●
「
お
そ
ら
く
佐
藤
輝
夫
訳
「
大
遺
言
書
」
（
昭
和
十
五
年
三
月
、
弘
文
堂
書
房
、
世
界
文
庫
）
で
よ
ん
だ
の
で
は
な
い
か
。
」 

▼
山
敷
和
男
「
ヴ
ィ
ヨ
ン
の
妻
論
」
（
文
学
批
評
の
会
編
『
批
評
と
研
究
太
宰
治
』
一
九
七
二
・
四
、
芳
賀
書
店
） 

●
「
現
時
点
で
は
、
山
敷
和
男
の
推
測
が
妥
当
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。
」 

▼
山
内
祥
史
「
解
題
」
（
『
太
宰
治
全
集
３
』
一
九
八
九
・
一
〇
、
筑
摩
書
房
） 

  
  

●
「
「
乞
食
学
生
」
に
は
、
冒
頭
に
掲
げ
ら
れ
た
「
大
貧
に
、
大
正
義
、
望
む
べ
か
ら
ず
」
の
エ
ピ
グ
ラ
フ
を
含
め
、
第
一
回
の
「
若

き
頃…

…

」
、
第
六
回
の
「
青
年
よ…

…

」
と
「
あ
あ
、
残
念…

…

」
の
合
計
四
個
所
に
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ヴ
ィ
ヨ
ン
の
詩
句
が
引
用

さ
れ
、
ヴ
ィ
ヨ
ン
に
対
す
る
太
宰
の
関
心
の
高
さ
が
感
じ
ら
れ
る
。
」 

▼
九
頭
見
和
夫
「
「
乞
食
学
生
」
と
外
国
文
学
」
（
『
太
宰
治
と
外
国
文
学―

―

翻
案
小
説
の
「
原
典
」
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ―

―

』
二

〇
〇
四
・
三
、
和
泉
書
院
） 

 
 

●
「
「
乞
食
学
生
」
全
体
で
見
る
と
太
宰
は
冒
頭
の
エ
ピ
グ
ラ
フ
を
含
め
、
四
箇
所
に
わ
た
っ
て
ヴ
ィ
ヨ
ン
詩
句
を
引
用
し
て
い
る
。

連
載
回
で
言
え
ば
第
一
回
（
エ
ピ
グ
ラ
フ
を
含
む
）
・
第
六
回
に
お
い
て
引
用
し
て
お
り
、
さ
な
が
ら
ヴ
ィ
ヨ
ン
で
始
ま
り
ヴ
ィ
ヨ

ン
で
終
わ
る
と
い
う
よ
う
な
構
成
で
あ
る
。
」 

▼
廣
川
歩
実
「
太
宰
治
「
乞
食
学
生
」
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ヴ
ィ
ヨ
ン
の
影
響
」
（
「
富
大
比
較
文
学
」
二
〇
一
七
・
三
） 

 

若若
きき
頃頃
、、
世世
にに
もも
興興
ああ
るる
驕驕
児児
なな
りり
／／
いい
まま
ごご
ろろ
はは
、、
人人
喜喜
ばば
すす
片片
言言
隻隻
句句
だだ
もも
言言
へへ
ずず
／／
ささ
なな
がが
らら
、、
老老
猿猿
／／
愛愛
らら
しし
ささ
一一
つつ
もも
無無
しし
／／
人人
のの

気気
にに
逆逆
らら
ふふ
まま
じじ
とと
黙黙
しし
居居
れれ
ばば
／／
老老
いい
ぼぼ
れれ
のの
敗敗
北北
者者
よよ
とと
指指
ささ
ささ
れれ
／／
もも
のの
言言
へへ
ばば
／／
黙黙
れれ
、、
ここ
れれ
、、
恥恥
をを
知知
れれ
よよ
とと
袖袖
をを
ひひ
かか
れれ
るる
。。  

（
３-

３３４
）  
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※
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ヴ
ィ
ヨ
ン
著
、
佐
藤
輝
夫
訳
『
大
遺
言
書
』
（
一
九
四
〇
・
三
、
弘
文
堂
書
房
〔
世
界
文
庫
〕
）
の
「
若
き
頃
に
は

面
白
い
驕
児
で
あ
つ
た
が
、
／
い
ま
頃
は
人
喜
ば
す
愉
快
な
る
言
葉
も
言
へ
ず
／
老
猿
が
常
に
不
快
で
愛
ら
し
き
／
渋
面
一
つ
出
来

な
い
と
全
く
同
じ
。
／
人
の
気
に
逆
ら
ふ
ま
じ
と
黙
つ
て
ゐ
れ
ば
、
／
老
耄
れ
の
気
違
ひ
だ
と
も
思
は
れ
る
し
、
も
の
言
へ
ば
／
黙

れ
、
こ
り
や
戯
言
い
ふ
な
と
叱
ら
れ
る
。
」
を
ふ
ま
え
た
か
。 

▼
参
照
＝
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ヴ
ィ
ヨ
ン
著
、
佐
藤
輝
夫
訳
『
大
遺
言
書
』
（
一
九
四
〇
・
三
、
弘
文
堂
書
房
〔
世
界
文
庫
〕
） 

▼
山
敷
和
男
「
ヴ
ィ
ヨ
ン
の
妻
論
」
（
前
掲
） 

▼
山
内
祥
史
「
解
題
」
（
前
掲
） 

▼
九
頭
見
和
夫
「
「
乞
食
学
生
」
と
外
国
文
学
」
（
前
掲
） 

▼
廣
川
歩
実
「
太
宰
治
「
乞
食
学
生
」
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ヴ
ィ
ヨ
ン
の
影
響
」
（
前
掲
） 

 

ワワ
ググ
ネネ
ルル
君君
、、
／／
正正
直直
にに
叫叫
んん
でで
、、
／／
成成
功功
しし
給給
へへ
。。
／／
しし
んん
にに
言言
ひひ
たた
いい
事事
がが
ああ
るる
なな
らら
ばば
、、
／／
そそ
れれ
をを
そそ
のの
まま
まま
言言
へへ
ばば
よよ
いい
。。  

（
３-

３５３
）  

ゲ
ー
テ
『
フ
ア
ウ
ス
ト
』
第
一
部
「
夜
」 

 
 
 

●
「
「
乞
食
学
生
」
に
引
用
さ
れ
た
個
所
は
、
『
フ
ァ
ウ
ス
ト
』
第
一
部
第
一
場
の
「
夜
」
の
場
面
で
あ
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
が
、

引
用
さ
れ
た
文
と
太
宰
が
参
看
可
能
な
森
鷗
外
等
の
翻
訳
の
文
と
が
必
ず
し
も
類
似
し
て
い
る
と
は
言
い
難
く
、
い
ず
れ
の
翻
訳

か
ら
の
引
用
な
の
か
断
定
は
困
難
で
あ
る
。
」 

▼
九
頭
見
和
夫
「
「
乞
食
学
生
」
と
外
国
文
学
」
（
前
掲
） 

 

「「
青青
年年
よよ
、、
若若
きき
日日
のの
うう
ちち
にに
享享
楽楽
せせ
よよ
！！
」」
／／
とと
教教
へへ
しし
賢賢
者者
のの
言言
葉葉
のの
まま
まま
にに
／／
振振
舞舞
うう
たた
我我
のの
愚愚
かか
ささ
よよ
。。
／／
（（
悔悔
ゆゆ
るる
とと
もも
いい
まま
はは
詮詮

なな
しし
））
／／
見見
よよ
！！  

次次
のの
ペペ
エエ
ジジ
にに
そそ
のの
賢賢
者者
／／
素素
知知
らら
ぬぬ
顔顔
しし
てて
、、
記記
しし
置置
きき
けけ
るる
、、
／／
「「
青青
春春
はは
空空
にに
過過
ぎぎ
ずず
、、
しし
かか
しし
てて
、、
／／
弱弱
冠冠
はは
、、

無無
知知
にに
過過
ぎぎ
ずず
。。
」」
（
３—

３７０
）  
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※
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ヴ
ィ
ヨ
ン
著
、
佐
藤
輝
夫
訳
『
大
遺
言
書
』
（
一
九
四
〇
・
三
、
弘
文
堂
書
房
〔
世
界
文
庫
〕
）
の
「
《
倅
よ
若
き
日

の
う
ち
に
享
楽
せ
よ
！
》
と
／
宣
う
た
賢
者
の
言
葉
を
そ
の
ま
ま
に
／
振
舞
う
た
こ
と
の
愚
か
さ
よ
。
／
（
悔
ゆ
る
と
も
い
ま
は
詮

な
し
）
／
然
し
見
よ
！ 

他
の
場
所
で
は
そ
の
賢
者
／
重
ね
て
曰
く
、
そ
の
言
葉
そ
の
ま
ま
引
け
ば
、
《
青
春
は
空
に
過
ぎ
ず
／
若

冠
は
無
知
に
過
ぎ
ず
》
と
。
」
を
ふ
ま
え
た
も
の
か
。 

 
 

▼
参
照
＝
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ヴ
ィ
ヨ
ン
著
、
佐
藤
輝
夫
訳
『
大
遺
言
書
』
（
一
九
四
〇
・
三
、
弘
文
堂
書
房
〔
世
界
文
庫
〕
） 

▼
山
敷
和
男
「
ヴ
ィ
ヨ
ン
の
妻
論
」
（
前
掲
） 

▼
九
頭
見
和
夫
「
「
乞
食
学
生
」
と
外
国
文
学
」
（
前
掲
） 

▼
廣
川
歩
実
「
太
宰
治
「
乞
食
学
生
」
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ヴ
ィ
ヨ
ン
の
影
響
」
（
前
掲
） 

 

ああ
ああ
、、
残残
念念
！！  

ああ
のの
狂狂
ほほ
しし
いい
青青
春春
のの
頃頃
にに
、、
我我
もも
しし
学学
にに
いい
そそ
しし
みみ
、、
風風
習習
のの
よよ
ろろ
しし
きき
社社
会会
にに
ここ
のの
身身
をを
寄寄
せせ
てて
ゐゐ
たた
なな
らら
ばば
、、
いい
まま
頃頃

はは
家家
もも
持持
ちち
得得
てて
快快
きき
寝寝
床床
もも
ああ
らら
うう
にに
。。
ばば
かか
らら
しし
いい
。。
悪悪
童童
のの
如如
くく
学学
びび
舎舎
をを
叛叛
きき
去去
つつ
たた
。。
いい
まま
、、
そそ
のの
ここ
とと
をを
思思
ひひ
出出
すす
時時
、、
わわ
がが
胸胸

はは
、、
張張
りり
裂裂
けけ
るる
ばば
かか
りり
のの
思思
ひひ
がが
すす
るる
！！
（
３-

３７１
） 

※
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ヴ
ィ
ヨ
ン
著
、
佐
藤
輝
夫
訳
『
大
遺
言
書
』
（
一
九
四
〇
・
三
、
弘
文
堂
書
房
〔
世
界
文
庫
〕
）
の
「
憾
み
な
ん
、

あ
あ
！ 

狂
し
い
青
春
の
頃
に
／
学
に
い
そ
し
み
風
習
の
よ
ろ
し
き
社
会
に
／
わ
が
身
を
ば
寄
せ
て
ゐ
た
れ
ば
い
ま
頃
は
／
家
も

持
ち
得
て
快
よ
き
寝
床
も
あ
ら
う
に
。
愚
し
や 
悪
童
の
ご
と
く
学
び
舎
を
／
叛
き
去
つ
た
。
こ
の
文
を
い
ま
草
し
つ
つ
／
こ
の
こ

と
を
思
ひ
出
す
と
き
わ
が
胸
は
／
張
り
裂
く
ば
か
り
の
思
ひ
が
す
る
！
」
を
ふ
ま
え
た
か
。 

▼
参
照
＝
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ヴ
ィ
ヨ
ン
著
、
佐
藤
輝
夫
訳
『
大
遺
言
書
』
（
一
九
四
〇
・
三
、
弘
文
堂
書
房
〔
世
界
文
庫
〕
） 

▼
山
敷
和
男
「
ヴ
ィ
ヨ
ン
の
妻
論
」
（
前
掲
） 

▼
山
内
祥
史
「
解
題
」
（
前
掲
） 

▼
九
頭
見
和
夫
「
「
乞
食
学
生
」
と
外
国
文
学
」
（
前
掲
） 

▼
廣
川
歩
実
「
太
宰
治
「
乞
食
学
生
」
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ヴ
ィ
ヨ
ン
の
影
響
」
（
前
掲
） 
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ああ
ああ
消消
ええ
はは
てて
しし  

青青
春春
のの
／／
愉愉
楽楽
のの
行行
衛衛  

今今
いい
づづ
ここ
／／
心心
のの
まま
まま
にに  

興興
じじ
たた
るる
／／
黄黄
金金
のの
時時
よよ  

  

玉玉
のの
日日
よよ
／／
汝汝
帰帰
らら
ずず  

そそ
のの
影影

をを
／／
求求
めめ
てて
我我
はは  

歎歎
くく
のの
みみ
／／
ああ
ああ
移移
りり
行行
くく
世世
のの
姿姿
／／
ああ
ああ
移移
りり
行行
くく
世世
のの
姿姿
［［……

……

］］
勉勉
めめ
のの
日日
にに
もも  

嬉嬉
戯戯
のの
／／
つつ
どど
ひひ
のの
日日
にに
もも  

輝輝
きき
つつ
／／
古古
りり
たた
るる
殻殻
はは  

消消
ゆゆ
るる
とと
もも
／／
実実
ここ
そそ
はは
残残
れれ  

我我
がが
胸胸
にに
／／
そそ
のの
実実
をを
犇犇
とと
護護
らら
なな
んん
／／
そそ
のの
実実
をを
犇犇
とと
護護
らら
なな
んん  

（
３-

３７６
～
３７８
）  

マ
イ
ア
ー
フ
ェ
ル
ス
タ
ー
著
、
番
匠
谷
英
一
訳
『
ア
ル
ト 

ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
』
（
一
九
三
五
・
三
、
岩
波
書
店
〔
岩
波
文
庫
〕
） 

  
  

※
マ
イ
ア
ー
フ
ェ
ル
ス
タ
ー
著
、
番
匠
谷
英
一
訳
『
ア
ル
ト 

ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
』
で
は
、
「「
あ
ゝ
消
え
は
て
し 

青
春
の
／
愉
楽
の

行
衛 

今
い
づ
こ
／
心
の
ま
ゝ
に 

興
じ
た
る
／
黄
金
の
時
よ 

玉
の
日
よ
／
汝
帰
ら
ず 

そ
の
影
を
／
求
め
て
我
は 

歎
く
の
み

／
あ
ゝ
移
り
行
く
世
の
姿
／
あ
ゝ
移
り
行
く
世
の
姿
［…

…

］
勉
め
の
日
に
も 

嬉
戯
の
／
つ
ど
ひ
の
日
に
も 

輝
き
つ
／
古
り
た

る
殻
は 

消
ゆ
る
と
も
／
実
こ
そ
は
残
れ 

我
胸
に
／
そ
の
実
を
犇
と
護
ら
な
ん
／
そ
の
実
を
犇
と
護
ら
な
ん
」
（
マ
イ
ア
ー
フ
ェ

ル
ス
タ
ー
著
、
番
匠
谷
英
一
訳
『
ア
ル
ト 

ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
』
一
九
三
五
・
三
、
岩
波
書
店
〔
岩
波
文
庫
〕
）
。 

  
  

●
「
「
乞
食
学
生
」
の
第
六
回
、
夢
か
ら
覚
醒
す
る
直
前
「
太
宰
」
は
、
佐
伯
、
熊
本
の
二
人
の
高
校
生
と
と
も
に
マ
イ
ヤ
ー
＝
フ
ェ

ル
ス
タ
ー
の
『
ア
ル
ト
・
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
』
の
歌
を
高
吟
す
る
。
こ
の
歌
が
、
番
匠
谷
英
一
訳
の
『
ア
ル
ト
・
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
』

（
昭
和
一
〇
年
、
岩
波
文
庫
）
か
ら
の
引
用
で
あ
る
こ
と
は
、
翻
訳
の
文
と
非
常
に
類
似
し
て
い
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
ほ
ぼ
間
違
い

な
い
と
判
断
さ
れ
る
。
」 

▼
九
頭
見
和
夫
「
「
乞
食
学
生
」
と
外
国
文
学
」
（
前
掲
） 

 

太
宰
治
全
集
第
四
巻
（
担
当
：
大
國
眞
希
） 

「「
みみ
みみ
づづ
くく
通通
信信
」」  

荒荒
海海
やや
佐佐
渡渡
にに
、、
とと
口口
ずず
ささ
んん
だだ
芭芭
蕉蕉
のの
傷傷
心心
がが
（
４-

23
） 

 

荒
波
や
佐
渡
に
横
た
ふ
天
の
川
（
松
尾
芭
蕉
「
奥
の
細
道
」
） 
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●
「
絶
海
の
孤
島
で
あ
る
と
い
う
こ
と
と
流
人
の
島
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
「
死
ぬ
ほ
ど
淋
し
い
と
こ
ろ
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
に
つ
な

が
る
得
る
。
そ
し
て
、
近
世
の
金
脈
が
発
見
さ
れ
て
以
後
は
、
無
宿
者
ら
が
労
働
力
と
し
て
佐
渡
に
流
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、

彼
ら
広
義
の
流
人
た
ち
の
金
山
に
お
け
る
悲
惨
な
運
命
が
、「
地
獄
」「
死
に
神
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
引
き
寄
せ
て
い
る
と
考
え
る
の
が

妥
当
で
あ
る
」
。
ま
た
、
同
時
代
の
芭
蕉
観
、
紀
行
文
と
い
う
形
式
に
も
留
意
す
べ
き
。 

 
 
 

▼
藤
原
耕
作
「
太
宰
治
「
佐
渡
」
論
」
（
「
敍
説
Ⅲ
」
二
号
、
二
〇
〇
八
・
二
） 

▼
参
照
＝
「
桒
原
丈
和
『
み
み
づ
く
通
信
』
（
『
太
宰
治
全
作
品
事
典
』
一
九
九
五
・
一
一
、
勉
誠
社
） 

 

みみ
みみ
づづ
くく
のの
、、
ひひ
とと
りり
笑笑
ひひ
やや
、、
秋秋
のの
暮暮
（
４-

26
）  

 
 

其
角
「
い
つ
を
昔
」 

岡
倉
谷
人
『
評
釈 

其
角
の
名
句
』
（
一
九
二
八
・
九
、
資
文
堂
書
店
）
か
？ 

●
「
自
ら
を
み
み
ず
く
と
見
な
す
と
き
、
旅
に
出
た
と
い
う
感
興
は
多
少
と
も
あ
り
、
ま
た
何
か
滑
稽
味
を
た
だ
よ
わ
せ
る
と
こ
ろ
の

あ
る
自
分
を
意
識
し
た
の
に
相
違
な
い
。
そ
れ
に
は
自
嘲
や
矜
持
も
ま
じ
り
、
其
角
の
独
り
笑
い
の
句
を
思
い
出
す
こ
と
に
な
っ
た

の
で
あ
ろ
う
」
。
其
角
が
「
芭
蕉
の
没
後
そ
の
生
活
に
も
乱
れ
を
生
じ
、
俳
諧
の
道
も
師
に
背
く
点
」
が
あ
っ
た
こ
と
も
ま
た
引
用
に

関
わ
る
。 

※
題
名
の
「
み
み
づ
く
通
信
」
へ
と
繋
が
る
重
要
な
句 

▼
清
田
文
武
「
太
宰
治
「
み
み
づ
く
通
信
」
「
佐
渡
」
論
」
（
『
太
宰
治
研
究
７
』
二
〇
〇
〇
・
三
、
和
泉
書
院
） 

 

「「
佐佐
渡渡
」」  

水水
底底
をを
見見
てて
来来
たた
顔顔
のの
水水
鴨鴨
かか
なな
（
４-

30
）  

内
藤
丈
草
「
丈
草
発
句
集
」 
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佐佐
渡渡
はは
寝寝
たた
かか
よよ
灯灯
がが
見見
ええ
ぬぬ
（
４-

30
） 

民
謡
「
佐
渡
お
け
さ
」 

 

「「
千千
代代
女女
」」  

雪雪
はは
鵝鵝
毛毛
にに
似似
てて
飛飛
んん
でで
散散
乱乱
すす
（
４-

65
）  

白
居
易
『
和
漢
朗
詠
集
』 

※
こ
の
有
名
な
漢
詩
の
一
節
は
、
た
と
え
ば
謡
曲
「
鉢
木
」
で
も
引
用
さ
れ
る
。
没
落
し
た
佐
野
源
左
衛
門
と
沢
田
先
生
を
重
ね
る
こ

と
で
見
え
て
く
る
と
も
あ
る
。
の
ち
に
登
場
す
る
「
ほ
と
と
ぎ
す
、
ほ
と
と
ぎ
す
と
て
明
け
に
け
り
、
と
呟
き
、
な
る
ほ
ど
ね
え
、

う
ま
く
作
つ
た
も
の
だ
」
と
ひ
と
り
で
感
心
し
て
い
る
母
の
様
子
は
、
白
居
易
を
引
用
し
、
感
心
す
る
沢
田
先
生
の
姿
と
響
き
合
う
。 

 

ほほ
とと
とと
ぎぎ
すす
ほほ
とと
とと
ぎぎ
すす
とと
てて
明明
けけ
にに
けけ
りり
（
４-
68
）  

岸
本
調
和
「
時
鳥
々
々
と
て
寝
入
り
け
り
」 

 

「「
ろろ
まま
んん
燈燈
籠籠
」」  

ああ
のの
子子
のの
髪髪
はは
、、
金金
のの
橋橋  

ああ
のの
子子
のの
髪髪
はは
、、
虹虹
のの
橋橋
（
４-

28
）  

※
先
行
研
究
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
材
源
と
さ
れ
る
「
野
萵
苣
」（
『
グ
リ
ム
童
話
集
（
一
）
』
一
九
二
九
・
一
、
岩
波
文
庫
）
に
相

当
す
る
詩
句
は
見
当
た
ら
な
い
。
但
し
、
本
文
の
な
か
に
前
後
改
行
、
三
字
下
げ
で
詩
句
の
よ
う
に
繰
り
返
す
形
式
は
、
グ
リ
ム
童

話
集
に
も
見
ら
れ
、
そ
の
形
式
を
踏
襲
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ち
な
み
に
「
野
萵
苣
」
で
そ
の
よ
う
な
形
で
繰
り
返
さ
れ
て
い
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る
の
は
、
『
ラ
プ
ン
ツ
ェ
ル
や
、
ラ
プ
ン
ツ
ェ
ル
、
／
お
前
の
毛
髪
（
か
み
の
け
）
さ
げ
と
く
れ
』
と
そ
の
変
奏
で
あ
る
。 

▼
園
田
美
由
紀
「
太
宰
治
『
ろ
ま
ん
燈
籠
』
の
背
景
」
（
「
国
文
瀬
名
」
五
、
一
九
八
四
・
六
） 

▼
横
山
総
彦
「
太
宰
治
「
ろ
ま
ん
燈
籠
」
材
源
考
」
（
「
金
沢
大
学
語
学
・
文
学
研
究
」
二
六
、
一
九
九
七
・
七
） 

 

「「
新新
ハハ
ムム
レレ
ッッ
トト
」」  

花花
嫁嫁
。。
〔〔……

……

〕〕
駈駈
けけ
めめ
ぐぐ
るる
！！
（
４-

226
～
232
） 

ク
リ
ス
チ
ナ
・
ロ
セ
ッ
テ
ィ
「
時
と
亡
霊
」
（
『
ク
リ
ス
チ
ナ
・
ロ
セ
ッ
テ
ィ
詩
抄
』
一
九
四
〇
・
六
、
岩
波
文
庫
） 

 

●
「
亡
霊
の
嘆
き
、
怒
り
、
嫉
妬
の
苦
し
み―
―

太
宰
の
描
く
亡
霊
の
方
が
、
は
る
か
に
怨
念
深
く
さ
迷
っ
て
い
る
」
。
「
シ
ェ
ク
ス
ピ

ア
の
劇
中
劇
は
、
ハ
ム
レ
ッ
ト
の
疑
惑
を
そ
の
ま
ま
確
か
め
る
直
接
的
な
内
容
で
あ
っ
た
」
の
に
対
し
、
「
新
ハ
ム
レ
ッ
ト
」
で
は

「
亡
霊
の
情
念
を
前
面
に
押
し
出
す
、
暗
喩
的
な
朗
読
劇
に
仕
立
て
上
げ
た
」
。 

 

▼
宮
地
弓
子
「
新
ハ
ム
レ
ッ
ト
論
」
（
『
太
宰
治
研
究
９
』
二
〇
〇
一
・
六
、
和
泉
書
院
） 

 

「「
風風
のの
便便
りり
」」  

友友
みみ
なな
わわ
れれ
よよ
りり
偉偉
くく
見見
ええ
るる
日日
はは
、、
花花
をを
買買
ひひ
来来
てて
妻妻
とと
楽楽
しし
んん
でで
ゐゐ
るる
やや
うう
なな
、、
（
４-

265
） 

石
川
啄
木
『
一
握
の
砂
』
（
一
九
一
〇
・
一
二
、
東
雲
堂
書
店
） 

 

「「
新新
郎郎
」」  

山山
茶茶
花花
のの
花花
びび
らら
はは
桜桜
貝貝
。。
音音
をを
たた
てて
てて
散散
つつ
ゐゐ
るる
。。（
４-

335
）  

●
こ
の
引
用
箇
所
が
続
く
前
の
、
冒
頭
部
分
は
「
一
日
一
日
を
、
た
つ
ぷ
り
生
き
て
い
く
よ
り
他
は
無
い
。
明
日
の
こ
と
を
思
ひ
煩
ふ
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な
。
明
日
は
明
日
み
づ
か
ら
思
ひ
煩
は
ん
。
け
ふ
一
日
を
、
よ
ろ
こ
び
、
努
め
、
人
に
は
優
し
く
し
て
暮
し
た
い
。
青
空
も
こ
の
ご

ろ
は
、
ば
か
に
綺
麗
だ
」
と
い
う
聖
書
を
髣
髴
と
さ
せ
る
句
と
青
空
が
印
象
的
に
登
場
す
る
。「
新
郎
」
の
最
後
に
あ
る
「
綺
麗
」
な

「
青
空
」
は
「
け
ふ
一
日
」
を
清
新
な
も
の
と
し
て
感
受
す
る
「
私
」
の
心
象
の
象
徴
で
あ
り
、
戦
後
、
太
宰
が
「
空
が
青
い
」
こ

と
に
は
「
な
ん
の
意
味
も
な
い
」
が
、
象
徴
は
そ
う
い
う
も
の
だ
と
書
く
、
そ
の
先
駆
形
で
あ
る
。
精
神
な
「
け
ふ
一
日
」
の
発
見

が
、
「
青
空
も
こ
の
ご
ろ
は
、
ば
か
に
綺
麗
だ
。
」
と
対
を
な
す
「
舟
を
浮
か
べ
た
い
く
ら
ゐ
綺
麗
だ
」
と
同
語
反
復
の
一
行
を
挟
ん

で
繰
り
返
さ
れ
、「
山
茶
花
」
の
落
花
を
、「
桜
貝
」
が
「
音
た
て
て
散
つ
て
ゐ
る
」
と
表
現
す
る
修
辞
は
、「
視
覚
と
聴
覚
を
複
合
さ

せ
た
抒
情
的
な
比
喩
」
。 

▼
石
井
和
夫
「
「
お
の
づ
か
ら
」
と
「
無
心
」
の
発
見―
―

戦
時
下
の
太
宰
治
」
（
「
香
椎
潟
」
五
三
、
二
〇
〇
七
・
一
二
） 

 

私私
はは
いい
まま
、、
ペペ
ンン
をを
置置
いい
てて
、、「「
そそ
のの
火火
をを
絶絶
やや
すす
なな
」」
とと
いい
ふふ
歌歌
をを
、、
ここ
のの
学学
校校
にに
一一
つつ
しし
かか
なな
いい
オオ
ルル
ガガ
ンン
でで
歌歌
ひひ
たた
いい
とと
思思
ひひ
まま
すす
。。  

（
４-

342
）  

歌
謡
。
北
原
白
秋
作
詞
。 

 

「「
十十
二二
月月
八八
日日
」」  

敵敵
はは
幾幾
千千
ああ
りり
とと
もも
、、
なな
どど
とと
いい
ふふ
古古
いい
古古
いい
軍軍
歌歌
まま
でで
飛飛
びび
出出
しし
てて
来来
るる
始始
末末
なな
のの
でで
、、（
４-

352
）  

山
田
美
妙
「
戦
景
大
和
魂
」
（
同
編
『
新
体
詞
選
』
一
八
八
六
・
八
、
香
雲
書
屋
）→

軍
歌 

 

我我
がが
大大
君君
にに
召召
ささ
れれ
たた
ああ
るる
うう
、、
とと
実実
にに
調調
子子
のの
はは
づづ
れれ
たた
歌歌
をを
うう
たた
ひひ
なな
がが
らら
、、（
４-

357
）  

歌
謡
「
出
征
兵
士
を
送
る
歌
」 

●
「
全
国
放
送
番
組 

昭
和
16
年
12
月
８
日
」
を
確
認
す
る
と
、「
当
日
の
ラ
ジ
オ
放
送
で
は
一
度
も
「
出
征
兵
士
を
送
る
歌
」
」
は
流

れ
て
お
ら
ず
、
あ
え
て
、
「
出
征
兵
士
を
送
る
歌
」
を
歌
っ
た
こ
と
に
は
重
要
な
意
味
が
あ
る
。
「
国
が
戦
争
に
突
進
す
る
歴
史
の
日
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に
乱
暴
な
足
取
り
で
し
か
歩
け
な
い
主
人
は
所
詮
帝
国
の
列
の
足
並
み
に
同
調
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
人
間
」
。 

▼
廖
秀
娟
「
戦
時
下
の
小
説
に
み
る<

歌>

の
役
割
」
（
「
国
際
日
本
文
学
研
究
集
会
会
議
録
」
四
一
、
二
〇
一
八
・
三
） 

  

太
宰
治
全
集
第
五
巻
（
担
当
：
長
原
し
の
ぶ
） 

「「
正正
義義
とと
微微
笑笑
」」  

わわ
がが
ああ
しし
かか
よよ
わわ
くく  
けけ
はは
しし
きき
山山
路路
／／
のの
ぼぼ
りり
がが
たた
くく
とと
もも  

ふふ
もも
とと
にに
ああ
りり
てて
／／
たた
のの
しし
きき
しし
らら
べべ
にに  

たた
ええ
ずず
うう
たた
はは
ばば
／／
きき
きき
てて
いい

ささ
みみ
たた
つつ  

ひひ
とと
ここ
そそ
ああ
らら
めめ――

ささ
んん
びび
かか
第第
百百
五五
十十
九九
（
５-

４
） 

堀
田
達
治
・
福
永
文
之
助
『
賛
美
歌
』
（
一
九
〇
三
・
一
一
、
教
文
館
・
警
醒
社
） 

●
第
百
五
十
九
は
五
節
か
ら
な
り
、
引
用
は
二
節
の
箇
所
。
「
組
合
教
会
、
日
本
基
督
教
会
、
浸
礼
教
会
、
メ
ソ
ジ
ス
ト
教
会
、
基
督

教
会
の
五
教
派
統
一
の
『
賛
美
歌
』
か
ら
引
用
」
で
あ
り
、
「
「
第
百
五
十
九
」
は
、
「
戦
闘
の
教
会
」
の
「
伝
道
」
の
項
」
に
挙
げ

ら
れ
て
い
る
。 

▼
山
内
祥
史
「
解
題
」
（
『
太
宰
治
全
集
５
』
一
九
九
〇
・
二
、
筑
摩
書
房
） 

▼
参
照
＝
赤
司
道
雄
「
太
宰
治
と
キ
リ
ス
ト
教
」
（
「
解
釈
と
鑑
賞
」
一
九
八
七
・
六
） 

 わわ
がが
友友
のの
、、
／／
笑笑
つつ
てて
隠隠
すす
淋淋
しし
ささ
にに
、、
／／
わわ
れれ
もも
笑笑
つつ
てて
返返
すす
淋淋
しし
ささ
。。
（
５-

21
） 

出
典
は
不
明
。
太
宰
の
自
作
か
。 

 

自自
分分
はは
今今
、、
くく
らら
いい
、、
どど
んん
底底
をを
這這
ひひ
まま
はは
つつ
てて
ゐゐ
るる
。。
けけ
れれ
どど
もも
絶絶
望望
はは
しし
てて
ゐゐ
なな
いい
。。
どど
ここ
かか
わわ
かか
らら
なな
ぬぬ
とと
ここ
ろろ
かか
らら
、、
ぼぼ
んん
やや
りり
光光
がが

射射
しし
てて
来来
てて
ゐゐ
るる
。。
けけ
れれ
どど
もも
、、
そそ
のの
光光
はは
、、
なな
んん
でで
ああ
るる
かか
自自
分分
にに
はは
わわ
かか
らら
なな
いい
。。
光光
をを
、、
ぼぼ
んん
やや
りり
自自
分分
のの
掌掌
にに
受受
けけ
てて
ゐゐ
なな
がが
らら
もも
、、

そそ
のの
光光
のの
意意
味味
をを
解解
くく
事事
がが
出出
来来
なな
いい
。。
自自
分分
はは
たた
だだ
、、
ああ
せせ
るる
ばば
かか
りり
だだ
。。
不不
思思
議議
なな
光光
よよ
、、
（
５-

25
） 
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出
典
は
不
明
。
太
宰
の
自
作
か
。 

※
登
場
人
物
（
芹
川
進
）
が
「
長
い
詩
を
一
つ
作
つ
た
。
」
と
述
べ
た
後
に
続
く
「
詩
の
大
意
」
。
直
前
の
「
武
蔵
野
館
に
寄
つ
て
、

「
罪
と
罰
」
を
見
て
来
た
。
」
こ
と
が
影
響
し
た
「
詩
」
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
「
罪
と
罰
」
に
つ
い
て
は
、
「
主
人
公
が
見
て

い
る
と
思
わ
れ
る
フ
ラ
ン
ス
映
画
『
罪
と
罰
』
（
ピ
エ
ー
ル
・
シ
ュ
ナ
ー
ル
監
督
）
の
本
邦
公
開
は
昭
和
十
一
年
十
月
」
（
島
田
昭

男
『
正
義
と
微
笑
』
（
「
解
釈
と
鑑
賞
」
一
九
八
七
・
六
）
。 

 

母母
のの
ああ
いい
よよ
りり  

なな
ほほ
もも
ああ
つつ
くく
／／
地地
のの
もも
とと
ゐゐ
よよ
りり  

ささ
らら
にに
ふふ
かか
しし
／／
ひひ
とと
のの
おお
もも
ひひ
のの  

うう
へへ
にに
そそ
びび
ええ
／／
おお
ほほ
ぞぞ
らら
よよ
りり
もも  

ひひ
ろろ

らら
かか
なな
りり――

ささ
んん
びび
かか
第第
五五
十十
二二
（
５-

25
） 

堀
田
達
治
・
福
永
文
之
助
『
賛
美
歌
』
（
一
九
〇
三
・
一
一
、
教
文
館
・
警
醒
社
） 

●
「
「
第
五
十
二
」
は
、
「
聖
父 

聖
子 

聖
霊
」
の
う
ち
「
聖
父 

摂
理 

慈
愛
」
の
項
」
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
第
五
十
二
は
四

節
か
ら
な
り
、
引
用
は
三
節
の
箇
所
。 

▼
山
内
祥
史
「
解
題
」
（
『
太
宰
治
全
集
５
』
前
掲
） 

▼
参
照
＝
廣
瀬
晋
也
「
「
正
義
と
微
笑
」
論 

信
と
身
体
」
（
『
太
宰
治
研
究
８
』
二
〇
〇
〇
・
六
、
和
泉
書
院
） 

※
日
本
語
の
賛
美
歌
に
つ
い
て
は
、
「
一
八
七
二
年
（
明
治
五
）
横
浜
で
開
か
れ
た
第
一
回
の
宣
教
師
会
で
、
賛
美
歌
邦
訳
の
こ
と
が

議
さ
れ
た
際
、
宣
教
師
バ
ラ
の
提
出
し
た
二
つ
の
翻
訳
歌
が
最
初
の
も
の
と
い
わ
れ
」
、
各
派
に
よ
る
賛
美
歌
集
が
出
版
さ
れ
て
い

く
。
そ
の
よ
う
な
流
れ
の
中
、
「
一
九
〇
三
年
（
明
治
三
十
六
）
に
は
既
刊
の
歌
を
総
合
統
一
し
た
各
派
共
通
の
『
賛
美
歌
』
が
出

版
さ
れ
、
こ
れ
が
そ
の
後
、
約
三
十
年
に
わ
た
り
、
す
べ
て
の
教
会
で
使
用
さ
れ
た
。
」
（
古
茂
田
信
男
・
島
田
芳
文
・
矢
沢
保
・

横
沢
千
秋
編
『
日
本
流
行
歌
史
〈
戦
前
編
〉
』
一
九
八
一
・
一
、
社
会
思
想
社
）
と
い
う
。 

 

わわ
れれ
山山
にに
むむ
かか
ひひ
てて
目目
をを
ああ
ぐぐ
。。
わわ
がが
扶扶
助助
はは
いい
づづ
ここ
よよ
りり
きき
たた
るる
やや
。。
（
５-
32
） 

『
旧
約
聖
書
』
「
詩
篇
」
第
百
二
十
一
篇
「
京

み
や
こ

ま
う
で
の
歌
」 
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●
「
太
宰
治
が
使
用
し
た
『
賛
美
歌
』
で
は
、
「
第
四
百
七
十
六
」
と
な
っ
て
い
て
、
表
記
も
「
わ
れ
、
山
に
む
か
ひ
て
、
目
を
ぞ
あ

ぐ
る 

わ
が
た
す
け
は
、
い
づ
く
よ
り
き
た
る
や
。
」
と
な
っ
て
い
る
」
こ
と
か
ら
『
旧
約
聖
書
』
「
詩
篇
」
の
引
用
を
指
摘
。 

▼
山
内
祥
史
「
解
題
」
（
『
太
宰
治
全
集
５
』
前
掲
） 

※
『
旧
約
聖
書
』
の
「
詩
篇
」
は
、
「
わ
が
た
す
け
は
天
地
を
つ
く
り
た
ま
へ
る
エ
ホ
バ
よ
り
き
た
る
」
と
続
く
。
「
桜
桃
」
（
「
世

界
」
一
九
四
八
・
五
）
の
エ
ピ
グ
ラ
フ
に
も
「
わ
れ
、
山
に
む
か
ひ
て
、
目
を
挙
ぐ
。―

詩
篇
、
第
百
二
十
一
。
」
と
登
場
す
る
。 

 

ドド
ボボ
ルル
ヂヂ
ヤヤ
ーー
クク
のの
「「
新新
世世
界界
」」
（
５-

116
） 

ア
ン
ト
ニ
ー
ン
・
ド
ヴ
ォ
ル
ザ
ー
ク
「
交
響
曲
第
９
番 

ホ
短
調
《
新
世
界
よ
り
》
」 

※
芹
川
進
の
訪
れ
た
床
屋
の
ラ
ジ
オ
か
ら
流
れ
た
曲
。
典
拠
は
不
明
。
『
日
本
音
楽
史
事
典―

ト
ピ
ッ
ク
ス

1
8
6
8
-
2
0
1
4

』
（
二
〇
一

四
・
一
二
、
日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ツ
）
に
よ
れ
ば
、
一
九
二
三
年
六
月
に
「
海
軍
軍
楽
隊
、
ド
ボ
ル
ザ
ー
ク
「
交
響
曲
第
９
番
（
新
世

界
か
ら
）
」
を
田
中
豊
明
の
指
揮
に
よ
り
初
演
」
と
あ
り
、
一
九
二
五
年
七
月
一
二
日
に
東
京
放
送
局
が
ラ
ジ
オ
の
本
放
送
を
開
始

と
あ
る
。 

 

 

そそ
ここ
のの
爺爺
いい
ささ
んん
、、
岩岩
のの
肋肋
骨骨
をを
攫攫
まま
へへ
てて
ゐゐ
なな
いい
とと
、、
／／
ああ
なな
たた
、、
谷谷
底底
へへ
吹吹
きき
落落
とと
ささ
れれ
てて
しし
まま
ひひ
まま
すす
ぜぜ
。。
／／
霧霧
がが
立立
つつ
てて
夜夜
闇闇
のの
色色
をを

濃濃
くく
しし
てて
来来
たた
。。
／／
ああ
のの
森森
のの
木木
のの
めめ
きき
〱〱
云云
ふふ
のの
をを
おお
聞聞
きき
なな
ささ
いい
。。
／／
梟梟
奴奴
がが
びび
つつ
くく
りり
しし
てて
飛飛
びび
出出
しし
やや
ああ
がが
るる
。。
／／
おお
聞聞
きき
なな
ささ
いい
、、

永永
遠遠
のの
緑緑
のの
宮宮
殿殿
のの
／／
柱柱
がが
砕砕
けけ
てて
ゐゐ
るる
のの
でで
すす
。。
／／
枝枝
がが
きき
いい
〱〱
云云
つつ
てて
折折
れれ
るる
。。
／／
幹幹
はは
どど
うう
〱〱
とと
大大
きき
いい
音音
をを
ささ
せせ
るる
。。
／／
根根
はは
ぎぎ
うう
〱〱

ごご
うう
〱〱
云云
ふふ
。。
／／
上上
をを
下下
へへ
とと
ここ
んん
がが
らら
かか
つつ
てて
、、
畳畳
なな
りり
合合
つつ
てて
、、
／／
みみ
んん
なな
折折
れれ
てて
倒倒
れれ
るる
のの
でで
すす
。。
／／
そそ
しし
てて
そそ
のの
屍屍
でで
掩掩
はは
れれ
てて
ゐゐ
るる

谷谷
のの
上上
をを
／／
風風
はは
ひひ
ゆゆ
うう
〱〱
とと
吹吹
いい
てて
通通
つつ
てて
ゐゐ
まま
すす
。。
／／
ああ
なな
たた
、、
ああ
のの
高高
いい
所所
とと
、、
／／
遠遠
いい
所所
とと
、、
近近
いい
所所
とと
にに
すす
るる
声声
がが
聞聞
ここ
ええ
まま
すす

かか
。。
／／
此此
山山
をを
揺揺
りり
撼撼
かか
しし
てて
、、
／／
おお
そそ
ろろ
しし
いい
魔魔
法法
のの
歌歌
がが
響響
いい
てて
ゐゐ
まま
すす
ねね
。。
（
５-

124
） 

ゲ
ー
テ
『
フ
ア
ウ
ス
ト
』
第
一
部
第 

幕
「
ワ
ル
プ
ル
ギ
ス
の
夜
」
（
森
林
太
郎
訳
『
フ
ア
ウ
ス
ト
第
一
部
』
（
一
九
二
八
・
七
、
岩

波
書
店
） 
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●
「
メ
フ
イ
ス
ト
フ
エ
レ
ス
の
言
葉
」
で
あ
る
。
「
『
正
義
と
微
笑
』
（
錦
城
出
版
社
、
昭
和
十
七
年 

六
月
十
日
発
行
）
に
は
、
「
フ

ア
ウ
ス
ト
第
一
部
」
の
「
ワ
ル
プ
ル
ギ
ス
の
夜
」
のM

e
p
h
i
s
t
o
p
h
e
l
e
s

の
言
葉
や
、
「
フ
ア
ウ
ス
ト
第
二
部
」
の
「
第
一
幕
風
致
あ

る
土
地
」
のF

a
u
s
t

の
言
葉
な
ど
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
引
用
は
、
「
僕
は
ポ
ケ
ツ
ト
か
ら
鷗
外
訳
の
『
フ
ア
ウ
ス
ト
』
を

取
り
出
し
」
と
あ
る
か
ら
、
岩
波
文
庫
版
『
フ
ア
ウ
ス
ト
』
か
ら
で
あ
ろ
う
」
。 

▼
山
内
祥
史
「
森
鷗
外
と
太
宰
治
」
（
『
森
鷗
外
研
究
』
第
二
号
、
一
九
八
八
・
五
、
和
泉
書
院
） 

▼
参
照
＝
山
内
祥
史
「
解
題
」
（
『
太
宰
治
全
集
５
』
前
掲
） 

※
「
フ
ア
ウ
ス
ト
」
は
鷗
座
の
面
接
試
験
で
芹
川
進
に
手
渡
さ
れ
た
「
テ
キ
ス
ト
」
だ
が
、
そ
の
後
春
秋
座
の
試
験
で
「
あ
の
台
詞
は
、

鷗
座
の
試
験
の
、
と
つ
さ
の
場
合
に
僕
が
直
感
で
見
つ
け
た
も
の
だ
。
記
念
す
べ
き
台
詞
だ
」
と
し
、
「
ポ
ケ
ツ
ト
か
ら
鷗
外
訳
の

「
フ
ア
ウ
ス
ト
」
を
取
り
出
し
」
て
読
み
上
げ
る
と
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
こ
で
の
「
テ
キ
ス
ト
」
も
「
鷗
外
訳
の
「
フ
ア
ウ
ス
ト
」
」

と
捉
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。 

 

上上
をを
見見
れれ
ばば
どど
うう
だだ
。。
眼眼
ざざ
めめ
たた
るる
フフ
アア
ウウ
スス
トト
。。
／／
もも
うう
晴晴
れれ
がが
まま
しし
いい
時時
をを
告告
げげ
てて
ゐゐ
るる
。。
／／
ああ
のの
巓巓
はは
、、
後後
にに
なな
つつ
てて
己己
達達
のの
方方
へへ
／／
向向

いい
てて
降降
りり
るる
、、
永永
遠遠
のの
光光
をを
先先
づづ
浴浴
びび
るる
のの
だだ
。。
／／
今今
アア
ルル
ピピ
のの
緑緑
にに
窪窪
んん
だだ
牧牧
場場
にに
、、
／／
新新
しし
いい
光光
やや
、、
ああ
ざざ
やや
かか
ささ
がが
贈贈
らら
れれ
るる
。。
／／
そそ
しし

てて
そそ
れれ
はは
一一
段段
一一
段段
とと
行行
きき
渡渡
るる
。。
／／
日日
がが
出出
たた
。。
惜惜
しし
いい
事事
にに
はは
己己
はは
すす
ぐぐ
羞羞
明明
しし
がが
つつ
てて
／／
背背
をを
向向
けけ
るる
。。
沁沁
みみ
渡渡
るる
目目
のの
痛痛
をを
覚覚
ええ
てて
。。

／／
（（
中中
略略
））
此此
のの
虹虹
がが
、、
人人
間間
のの
努努
力力
のの
影影
だだ
。。
／／
ああ
れれ
をを
見見
てて
考考
へへ
たた
らら
、、
前前
よよ
りり
はは
好好
くく
わわ
かか
るる
だだ
らら
うう
。。
／／
人人
生生
はは
、、
彩彩
らら
れれ
たた
影影
のの
上上

にに
ああ
るる
！！
（
５-

125
） 

ゲ
ー
テ
『
フ
ア
ウ
ス
ト
』
第
二
部
第 

幕
「
風
致
あ
る
土
地
」
（
森
林
太
郎
訳
『
フ
ア
ウ
ス
ト
第
二
部
』
（
一
九
二
八
・
九
、
岩
波
書

店
） ▼

参
照
＝
山
内
祥
史
「
解
題
」
（
『
太
宰
治
全
集
５
』
前
掲
） 

※
「
第
二
部
、
花
咲
け
る
野
の
朝
。
眼
ざ
め
た
る
フ
ア
ウ
ス
ト
」
の
言
葉
。 

 

ダダ
ンン
テテ
はは
、、
地地
獄獄
のの
罪罪
人人
たた
ちち
のの
苦苦
しし
みみ
をを
、、
たた
だだ
、、
見見
てて

、

、

、、
とと
ほほ
つつ
たた
ささ
うう
だだ
。。
一一
本本
のの
縄縄
もも
、、
投投
げげ
てて
やや
らら
なな
かか
つつ
たた
ささ
うう
だだ
。。  
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（
５-

150
） 

ダ
ン
テ
『
神
曲
』
地
獄
篇 

▼
参
照
＝
本
誌
小
特
集
『
太
宰
治
全
集
第
一
巻
』
「
道
化
の
華
」
（
担
当 

平
浩
一
） 

※
「
道
化
の
華
」
（
「
日
本
浪
曼
派
」
一
九
三
五
・
五
）
に
も
『
神
曲
』
か
ら
の
引
用
が
あ
る
が
、
そ
の
典
拠
は
、
「
拠
り
所
と
し
て

た
だ
一
つ
の
典
拠
を
定
め
る
こ
と
は
で
き
そ
う
に
な
い
。
鷗
外
訳
『
即
興
詩
人
』
へ
の
親
炙
と
い
う
下
地
の
上
に
、
上
田
敏
訳
お
よ

び
生
田
長
江
訳
の
『
神
曲
』
「
地
獄
篇
」
が
重
な
っ
て
い
る
の
を
認
め
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。
」
（
栗
原
敦
「
「
道
化
の

華
」
と
ダ
ン
テ
『
神
曲
』
「
地
獄
篇
」
」
（
『
太
宰
治
研
究
17
』
二
〇
〇
九
・
六
、
和
泉
書
院
）
と
い
う
段
階
。 

 

れれ
いい
のの
、、
花花
咲咲
けけ
るる
野野
のの
場場
（
５-
154
） 

ゲ
ー
テ
『
フ
ア
ウ
ス
ト
』
第
二
部
第 

幕
「
風
致
あ
る
土
地
」
（
森
林
太
郎
訳
『
フ
ア
ウ
ス
ト
第
二
部
』
（
一
九
二
八
・
九
岩
波
書
店
） 

▼
参
照
＝
山
内
祥
史
「
解
題
」
（
『
太
宰
治
全
集
５
』
前
掲
） 

※
「
れ
い
の
」
と
は
、
芹
川
進
が
鷗
座
で
の
面
接
試
験
で
既
に
朗
読
し
た
「
第
二
部
、
花
咲
け
る
野
の
朝
。
眼
ざ
め
た
る
フ
ア
ウ
ス
ト
」

を
指
す
。
ま
た
、
こ
こ
で
の
「
フ
ア
ウ
ス
ト
」
は
「
ポ
ケ
ツ
ト
か
ら
」
取
り
出
し
た
「
鷗
外
訳
の
「
フ
ア
ウ
ス
ト
」
」
。 

  

モモ
ーー
ツツ
アア
ルル
トト
のの
フフ
リリ
ユユ
ウウ
トト
・・
ココ
ンン
チチ
エエ
ルル
トト
（
５-

162
） 

ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
ア
マ
デ
ウ
ス
・
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
「
フ
ル
ー
ト
協
奏
曲
（
第
１
番
）
ト
長
調
」
「
フ
ル
ー
ト
協
奏
曲
（
第
２
番
）
ニ

長
調
」 

※
芹
川
進
が
「
夜
は
、
ひ
と
り
で
レ
コ
ー
ド
を
聞
い
て
過
」
し
、
「
眼
を
細
め
」
て
聞
い
た
曲
。
典
拠
は
不
明
。
な
お
、
モ
ー
ツ
ア
ル

ト
に
つ
い
て
は
、
「
パ
ン
ド
ラ
の
匣
」
（
「
河
北
新
報
」
一
九
四
五
・
一
〇
・
二
〇
～
一
九
四
六
・
一
・
七
）
に
「
モ
オ
ツ
ア
ル
ト

の
音
楽
み
な
い
に
、
軽
快
で
、
さ
う
し
て
気
高
く
澄
ん
で
ゐ
る
芸
術
」
（
「
花
宵
先
生
６
」
）
と
あ
る
。 
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チチ
ャャ
ツツ
キキ
リリ
節節
（
５-

162
） 

作
詞
・
北
原
白
秋 

作
曲
・
町
田
嘉
章 

振
付
・
花
柳
徳
太
郎
「
ち
ゃ
つ
き
り
節
」 

●
白
秋
の
一
九
二
七
（
昭
和
二
）
年
一
〇
月
の
作
。
「
唄
は 

ち
や
つ
き
ぶ
し
、
男
は
次
郎
長
、
／
花
は
た
ち
ば
な
、
／
夏
は
た
ち
ば

な
、
茶
の
か
を
り
。
／
ち
や
つ
き
〳
〵
、
ち
や
つ
き
り
よ
、
／
き
や
ア
る
が
啼
く
ん
て
雨
づ
ら
よ
。
」
で
始
ま
る
。
「
近
代
の
茶
摘

み
は
鋏
の
ち
や
つ
き
り
〳
〵
を
以
て
す
る
。
ち
や
つ
き
り
節
と
は
こ
の
擬
音
に
因
ん
だ
の
で
、
あ
な
が
ち
茶
切
の
意
で
は
な
い
。
静

岡
県
近
郊
日
本
平
一
帯
の
茶
摘
唄
と
し
て
作
つ
た
。
レ
コ
ー
ド
番
号 

イ
ー
グ
ル
一
七
二
九
六
、
コ
ロ
ム
ビ
ア
二
五
六
二
四
、
ビ
ク

タ
ー
五
一
八
一
八
。
」 

▼
『
北
原
白
秋
地
方
民
謡
集
』
（
一
九
三
一
・
九
、
博
文
館
） 

▼
参
照
＝
『
白
秋
全
集
30
』
（
一
九
八
七
・
六
、
岩
波
書
店
） 

▼
参
照
＝
中
島
国
彦
「
後
記
」
（
『
白
秋
全
集
30
』
前
掲
） 

 

わわ
がが
ゆゆ
くく
みみ
ちち
にに  

はは
なな
ささ
きき
かか
をを
りり
／／
のの
どど
かか
なな
れれ
とと
はは  

ねね
がが
ひひ
まま
つつ
らら
じじ――

ささ
んん
びび
かか
第第
三三
百百
十十
三三
（
５-

176
） 

堀
田
達
治
・
福
永
文
之
助
『
賛
美
歌
』
（
一
九
〇
三
・
一
一
、
教
文
館
・
警
醒
社
） 

●
引
用
箇
所
の
続
き
は
「
い
ろ
か
め
で
た
き 

う
ば
ら
さ
へ
／
と
げ
あ
る
も
の
を
」
で
あ
る
。
「
第
三
百
十
三
」
は
「
信
徒
の
生
涯
」

の
う
ち
の
「
服
従
」
の
項
」
に
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
「
『
正
義
と
微
笑
』
（
錦
城
出
版
社
、
昭
和
一
七
年
六
月
）
は
、
巻
頭
に
引
用

さ
れ
て
い
る
「
さ
ん
び
か
第
百
五
十
九
」
と
末
尾
の
「
さ
ん
び
か
第
三
百
十
三
」
と
で
首
尾
照
応
す
る
。
い
ず
れ
も
部
分
的
に
引
用

さ
れ
た
二
つ
の
賛
美
歌
の
章
節
が
示
す
も
の
は
、
信
仰
の
本
質
に
変
わ
り
は
な
い
も
の
の
、
そ
れ
ぞ
れ
動
と
静
、
実
践
と
受
容
、
「
伝

道
」
と
「
服
従
」
と
い
う
ふ
う
に
そ
の
方
向
、
在
り
方
と
し
て
は
対
照
的
で
あ
っ
て
、
作
品
世
界
は
両
者
の
交
響
の
も
と
に
統
合
さ

れ
て
い
る
」
。 

▼
廣
瀬
晋
也
「
「
正
義
と
微
笑
」
論 

信
と
身
体
」
（
『
太
宰
治
研
究
８
』
二
〇
〇
〇
・
六
、
和
泉
書
院
） 

▼
参
照
＝
山
内
祥
史
「
解
題
」
（
『
太
宰
治
全
集
５
』
前
掲
） 
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「「
小小
ささ
いい
アア
ルル
ババ
ムム
」」  

鳴鳴
かか
ぬぬ
螢螢
、、
沈沈
黙黙
のの
海海
軍軍
（
５-

197
）  

出
典
は
不
明
。
太
宰
の
自
作
か
。
「
鳴
か
ぬ
螢
」
は
、
「
恋
に
焦
が
れ
て
鳴
く
蝉
よ
り
も
、
鳴
か
ぬ
蛍
が
身
を
焦
が
す
」
（
『
山
家
鳥

虫
歌
』
畿
内
五
国 

山
城
国
風
）
か
。 

▼
参
照
＝
本
誌
小
特
集
『
太
宰
治
全
集
第
三
巻
』
「
一
燈
」
（
担
当 

井
原
あ
や
） 

※
「
鳴
か
ぬ
螢
」
は
、
「
一
燈
」
（
「
文
芸
世
紀
」
一
九
四
〇
・
一
〇
）
に
も
「
鳴
か
ぬ
螢
は
、
何
と
か
と
言
ふ
で
は
な
い
か
。
」
と
登

場
す
る
。 

 

「「
花花
火火
」」  

うう
たた
はは
トト
チチ
チチ
リリ
チチ
ンン
、、
とと
歌歌
つつ
たた
。。
（
５-
215
） 

訳
詞
・
小
林
愛
雄 

作
曲
・
ス
ッ
ペ
「
ベ
ア
ト
リ
姉
ち
ゃ
ん
」
（
一
九
一
五
・
九
） 

●
「
ベ
ア
ト
リ
姉
ち
ゃ
ん 

ま
だ
寝
ん
ね
か
い 
鼻
か
ら
提
灯
を
出
し
て 

ベ
ア
ト
リ
ね
え
ち
ゃ
ん 

何
言
っ
て
る
の 

ム
ニ
ャ
〳
〵

寝
言
な
ん
か
言
っ
て
／
唄
は
ト
チ
チ
リ
チ
ン 
ト
チ
チ
リ
チ
ン
ツ
ン
／
唄
は
ト
チ
チ
リ
チ
ン 

ト
チ
チ
リ
チ
ン
ツ
ン
／
唄
は
ト
チ
チ

リ
チ
ン 

ト
チ
チ
リ
チ
ン
ツ
ン
／
こ
だ
ま
す
る
ま
で
も
」
。 

▼
古
茂
田
信
男
・
島
田
芳
文
・
矢
沢
保
・
横
沢
千
秋
編
『
日
本
流
行
歌
史
〈
戦
前
編
〉
』
（
一
九
八
一
・
一
、
社
会
思
想
社
） 

▼
参
照
＝
野
口
尚
志
「
総
力
戦
体
制
下
の
〈
家
庭
の
幸
福
〉―
「
花
火
」
に
お
け
る
青
年
の
身
体
」
（
内
海
紀
子
・
小
澤
純
・
平
浩

一
編
『
太
宰
治
と
戦
争
』
二
〇
一
九
・
五
、
ひ
つ
じ
書
房
） 

 

昔昔
ココ
ヒヒ
シシ
イイ
銀銀
座座
のの
柳柳
イイ
、、
とと
呶呶
鳴鳴
るる
やや
うう
にに
しし
てて
歌歌
つつ
たた
。。
（
５-

227
） 
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作
詞
・
西
条
八
十 

作
曲
・
中
山
晋
平 

歌
手
・
佐
藤
千
夜
子
「
東
京
行
進
曲
」
（
一
九
二
九
・
五
） 

●
四
番
ま
で
あ
り
、
一
番
の
歌
詞
が
「
昔
恋
し
い 

銀
座
の
柳 

仇
な
年
増
を 

誰
が
知
ろ 

ジ
ャ
ズ
で
踊
っ
て 

リ
キ
ュ
ー
ル
で
更

け
て 

明
け
り
ゃ
ダ
ン
サ
ー
の 

涙
雨
」
。
「
昭
和
四
年
五
月
ビ
ク
タ
ー
よ
り
出
た
が
、
小
田
急
も
開
通
し
た
許
り
、
当
時
の
モ
ダ

ン
風
景
を
叙
し
た
名
作
と
し
て
全
国
を
風
靡
。
す
くマ

ごマ

華
や
か
に
迎
え
ら
れ
た
大
ヒ
ッ
ト
曲
」
。 

▼
古
茂
田
信
男
・
島
田
芳
文
・
矢
沢
保
・
横
沢
千
秋
編
『
日
本
流
行
歌
史
〈
戦
前
編
〉
』
（
前
掲
） 

▼
参
照
＝
野
口
尚
志
「
総
力
戦
体
制
下
の
〈
家
庭
の
幸
福
〉―

「
花
火
」
に
お
け
る
青
年
の
身
体
」
（
前
掲
） 

 

トト
トト
ササ
ンン
、、
御御
無無
事事
デデ
、、
エエ
エエ
、、
ママ
タタ
アア
、、
カカ
カカ
ササ
ンン
モモ
。。
（
５-

228
） 

作
詞
・
後
藤
紫
雲
／
添
田
啞
蟬
坊
「
新
ど
ん
ど
ん
節
」
（
一
九
一
一
・
五
） 

●
五
番
ま
で
あ
り
、
一
番
の
歌
詞
が
「
駕
籠
で
行
く
の
は
お
軽
じ
ゃ
な
い
か 

わ
た
し
ゃ
売
ら
れ
て
行
く
わ
い
な 

父
さ
ん
御
無
事
で

又
か
か
さ
ん
も 

お
前
も
御
無
事
で
折
々
は 

た
よ
り
聞
い
た
り 

聞
か
せ
た
り 

ド
ン
ド
ン
」
。 

 

▼
古
茂
田
信
男
・
島
田
芳
文
・
矢
沢
保
・
横
沢
千
秋
編
『
日
本
流
行
歌
史
〈
戦
前
編
〉
』
（
前
掲
） 

▼
参
照
＝
野
口
尚
志
「
総
力
戦
体
制
下
の
〈
家
庭
の
幸
福
〉―

「
花
火
」
に
お
け
る
青
年
の
身
体
」
（
前
掲
） 

  

「「
鉄鉄
面面
皮皮
」」  

伊伊
豆豆
のの
海海
のの
白白
くく
立立
ちち
立立
つつ
浪浪
がが
しし
らら
。。
／／
鹽鹽
のの
花花
ちち
るる
。。
／／
うう
ごご
くく
すす
すす
きき
。。
／／
蜜蜜
柑柑
畑畑
。。
（
５-

301
） 

※
出
典
は
不
明
。
太
宰
の
自
作
か
。 

▼
参
照
＝
赤
木
孝
之
「
「
鉄
面
皮
」
論
」
（
『
太
宰
治
研
究
８
』
二
〇
〇
〇
・
六
、
和
泉
書
院
） 

※
「H

U
M
A
N
 
L
O
S
T

」
（
「
新
潮
」
一
九
三
七
・
四
）
か
ら
の
引
用
。
「
日
記
形
式
の
小
説
の
十
一
月
一
日
の
と
こ
ろ
に
左
の
や
う
な
文

章
が
あ
る
」
と
し
、
「
実
朝
を
わ
す
れ
ず
。
」
の
一
行
か
ら
続
く
。
「
鉄
面
皮
」
に
は
「
右
大
臣
実
朝
」
（
錦
城
出
版
社 

一
九
四

44



三
・
九
）
か
ら
の
本
文
引
用
が
多
く
確
認
で
き
る
が
、
『
太
宰
治
全
集
第
六
巻
』
（
筑
摩
書
房 

一
九
七
六
・
五
）
で
は
、
「
本
篇

に
引
用
さ
れ
て
い
る
「
右
大
臣
実
朝
」
の
文
章
と
、
本
巻
所
収
の
「
右
大
臣
実
朝
」
本
文
（
初
版
本
に
拠
る
）
と
の
間
に
若
干
の
異

同
が
み
ら
れ
る
が
、
本
篇
の
引
用
文
は
謂
わ
ば
「
右
大
臣
実
朝
」
の
第
一
稿
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
、
こ
れ
に
加
筆
訂
正
し
た
も
の

が
「
右
大
臣
実
朝
」
の
決
定
稿
」
（
関
井
光
男
「
解
題
」
）
と
あ
る
。 

  

老老
イイ
ヌヌ
レレ
ババ
年年
ノノ
暮暮
ユユ
クク
タタ
ビビ
ゴゴ
トト
ニニ
我我
身身
ヒヒ
トト
ツツ
トト
思思
ホホ
ユユ
ルル
哉哉
（
５-

307
） 

源
実
朝
『
金
塊
和
歌
集
』 

※
「
右
大
臣
実
朝
」
（
錦
城
出
版
社 

一
九
四
三
・
九
）
か
ら
の
引
用
。
「
あ
ま
り
抜
書
き
す
る
と
、
出
版
元
か
ら
叱
ら
れ
る
か
も
知

れ
な
い
」
と
し
、
「
他
の
雑
誌
に
分
載
さ
れ
る
の
だ
つ
た
ら
、
こ
ん
な
抜
書
き
は
許
す
べ
か
ら
ざ
る
犯
罪
に
き
ま
つ
て
ゐ
る
が
、
三

百
枚
い
ち
ど
に
単
行
本
と
し
て
出
版
す
る
ん
だ
か
ら
、
ま
あ
、
五
、
六
枚
の
と
こ
ろ
は
、
笑
許
、
な
ん
て
言
葉
は
な
い
、
御
寛
恕
を

乞
ふ
次
第
だ
」
と
説
明
。 

 

「「
右右
大大
臣臣
実実
朝朝
」」  

老老
イイ
ヌヌ
レレ
ババ
年年
ノノ
暮暮
ユユ
クク
タタ
ビビ
ゴゴ
トト
ニニ
我我
身身
ヒヒ
トト
ツツ
トト
思思
ホホ
ユユ
ルル
哉哉
（
５-

319
） 

源
実
朝
『
金
塊
和
歌
集
』 

●
「
右
大
臣
実
朝
」
の
『
金
塊
和
歌
集
』
か
ら
の
引
用
に
つ
い
て
は
、
『
鶴
岡
』
臨
時
増
刊
（
生
誕
七
百
五
十
年
記
念
源
実
朝
号
、
一

九
四
二
・
八
）
が
指
摘
（
津
島
美
知
子
「
「
右
大
臣
実
朝
」
と
「
鶴
岡
」
」
（
『
回
想
の
太
宰
治
』
一
九
七
八
・
五
、
人
文
書
院
）
）

さ
れ
て
い
る
が
、
「
鶴
岡
」
以
外
か
ら
を
定
家
所
伝
本
系
統
の
「
定
家
所
伝
本
」
と
「
群
書
類
従
本
」
と
し
、
「
類
従
本
を
定
本
と

し
た
印
刷
物
か
ら
か
、
類
従
本
と
の
異
同
を
記
載
す
る
定
家
所
伝
本
を
定
本
と
し
た
印
刷
物
か
ら
か
」
と
す
る
。 

▼
山
内
祥
史
「
太
宰
治
と
日
本
古
典
文
学―

原
拠
の
紹
介
を
中
心
に―
」
（
「
解
釈
と
鑑
賞
」
一
九
八
七
・
六
） 

▼
参
照
＝
山
内
祥
史
「
解
題
」
（
『
太
宰
治
全
集
５
』
一
九
九
〇
・
二
、
筑
摩
書
房
） 
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※
語
り
手
（
近
習
）
に
よ
れ
ば
、
実
朝
が
「
十
七
歳
に
な
ら
れ
た
ば
か
り
の
頃
」
に
つ
く
っ
た
歌
。
「
老
人
憐
年
暮
」
と
い
う
題
の
歌

で
あ
り
、
定
家
所
伝
書
で
は
「
雑
」
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。 

 

「「
新新
中中
納納
言言
知知
盛盛
卿卿
、、
小小
船船
にに
乗乗
つつ
てて
、、
急急
ぎぎ
御御
所所
のの
御御
船船
へへ
参参
らら
せせ
給給
ひひ
てて
『『
世世
のの
中中
はは
今今
はは
かか
くく
とと
覚覚
ええ
候候
ふふ
。。
見見
苦苦
しし
きき
者者
どど
もも
をを
ばば
皆皆

海海
へへ
入入
れれ
てて
、、
船船
のの
掃掃
除除
召召
ささ
れれ
候候
へへ
』』
とと
てて
、、
掃掃
いい
たた
りり
、、
拭拭
うう
たた
りり
、、
塵塵
拾拾
ひひ
、、
艫艫
舳舳
にに
走走
りり
廻廻
つつ
てて
手手
づづ
かか
らら
掃掃
除除
しし
給給
ひひ
けけ
りり
。。
女女
房房

達達
『『
やや
やや
中中
納納
言言
殿殿
、、
軍軍
のの
ささ
まま
はは
如如
何何
にに
やや
、、
如如
何何
にに
』』
とと
問問
ひひ
給給
へへ
ばば
『『
只只
今今
珍珍
らら
しし
きき
吾吾
妻妻
男男
をを
ここ
そそ
、、
御御
覧覧
ぜぜ
らら
れれ
候候
はは
んん
ずず
らら
めめ
』』

とと
てて
、、
かか
らら
かか
らら
とと
笑笑
はは
れれ
けけ
れれ
ばば
」」
（
５-

326
） 

『
平
家
物
語
』
巻
第
十
一
「
先
帝
身
投
」 

▼
参
照
＝
山
内
祥
史
「
解
題
」
（
『
太
宰
治
全
集
５
』
前
掲
） 

※
実
朝
が
「
琵
琶
法
師
を
お
召
し
に
」
な
っ
て
「
平
家
琵
琶
」
で
聞
い
た
「
壇
浦
合
戦
」
の
一
場
面
。 

 

「「
与与
一一
鏑鏑
をを
取取
つつ
てて
番番
ひひ
、、
能能
つつ
引引
いい
てて
ひひ
やや
うう
とと
放放
つつ
。。
小小
兵兵
とと
いい
ふふ
條條
、、
十十
二二
束束
三三
伏伏
、、
弓弓
はは
つつ
よよ
しし
、、
鏑鏑
はは
浦浦
響響
くく
ほほ
どど
にに
長長
鳴鳴
しし
てて
、、

過過
たた
ずず
扇扇
のの
要要
ぎぎ
はは
一一
寸寸
ばば
かか
りり
置置
いい
てて
、、
ひひ
いい
ふふ
つつ
とと
ぞぞ
射射
切切
つつ
たた
るる
。。
鏑鏑
はは
海海
にに
入入
りり
けけ
れれ
ばば
、、
扇扇
はは
空空
へへ
ぞぞ
ああ
がが
りり
けけ
るる
。。
春春
風風
にに
一一
もも

みみ
二二
もも
みみ
揉揉
まま
れれ
てて
、、
海海
へへ
ささ
つつ
とと
ぞぞ
散散
つつ
たた
りり
けけ
るる
。。
皆皆
紅紅
のの
扇扇
のの
夕夕
日日
にに
輝輝
くく
、、
白白
波波
のの
上上
にに
漂漂
ひひ
、、
浮浮
きき
ぬぬ
沈沈
みみ
ぬぬ
ゆゆ
らら
れれ
けけ
るる
をを
、、
沖沖

にに
はは
平平
家家
舷舷
をを
叩叩
きき
てて
感感
じじ
たた
りり
。。
陸陸
にに
はは
源源
氏氏
箙箙
をを
たた
たた
いい
てて
どど
よよ
めめ
きき
けけ
りり
」」
（
５-

327
） 

『
平
家
物
語
』
巻
第
十
一
「
那
須
与
一
」 

▼
参
照
＝
山
内
祥
史
「
解
題
」
（
『
太
宰
治
全
集
５
』
前
掲
） 

※
実
朝
が
聞
い
た
「
平
家
琵
琶
」
の
「
那
須
与
一
の
段
」
。
近
習
に
よ
れ
ば
、
「
壇
浦
合
戦
な
ど
最
も
お
気
に
入
り
の
御
様
子
」
に
比

べ
、
「
源
氏
の
活
躍
」
は
「
あ
ま
り
お
求
め
に
な
ら
な
い
や
う
」
だ
っ
た
こ
と
を
示
す
段
。 
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「「
ああ
まま
りり
のの
面面
白白
ささ
にに
、、
感感
にに
堪堪
へへ
ずず
やや
思思
はは
れれ
けけ
んん
、、
平平
家家
のの
かか
のの
船船
のの
中中
よよ
りり
齢齢
五五
十十
ばば
かか
りり
なな
るる
男男
のの
、、
黒黒
革革
威威
のの
鎧鎧
著著
たた
るる
がが
、、
白白
柄柄

のの
長長
刀刀
杖杖
にに
つつ
きき
、、
扇扇
立立
たた
るる
所所
にに
立立
つつ
てて
舞舞
ひひ
すす
まま
しし
たた
りり
。。
伊伊
勢勢
三三
郎郎
義義
盛盛
、、
与与
一一
がが
後後
にに
歩歩
まま
せせ
寄寄
つつ
てて
『『
御御
諚諚
にに
てて
ああ
るる
ぞぞ
。。
ここ
れれ
をを

もも
亦亦
仕仕
れれ
』』
とと
いい
ひひ
けけ
れれ
ばば
、、
与与
一一
今今
度度
はは
中中
差差
取取
つつ
てて
番番
ひひ
、、
能能
つつ
引引
いい
てて
ひひ
やや
うう
とと
放放
つつ
。。
舞舞
ひひ
すす
まま
しし
たた
るる
男男
のの
、、
真真
只只
中中
をを
ひひ
やや
うう
とと

射射
てて
、、
舟舟
底底
へへ
真真
逆逆
様様
にに
射射
倒倒
すす
。。
ああ
ああ
射射
たた
りり
とと
いい
ふふ
者者
もも
ああ
りり
、、
いい
やや
いい
やや
情情
なな
しし
とと
いい
ふふ
者者
もも
多多
かか
りり
けけ
りり
。。
平平
家家
のの
方方
にに
はは
、、
静静
まま
りり

返返
つつ
てて
音音
もも
せせ
ずず
。。
源源
氏氏
はは
又又
箙箙
をを
叩叩
いい
てて
どど
よよ
めめ
きき
けけ
りり
」」
（
５-

327
） 

『
平
家
物
語
』
巻
第
十
一
「
弓
流
」 

▼
参
照
＝
山
内
祥
史
「
解
題
」
（
『
太
宰
治
全
集
５
』
前
掲
） 

※
近
習
に
よ
れ
ば
、
実
朝
は
「
法
師
の
節
を
お
も
し
ろ
く
語
る
の
を
皆
ま
で
聞
か
ず
、
つ
い
と
お
座
を
お
立
ち
に
な
つ
て
し
ま
ひ
ま
し

た
」
と
あ
る
。 

 

ハハ
ルル
ササ
メメ
ノノ
露露
ノノ
ヤヤ
ドド
リリ
ヲヲ
吹吹
クク
風風
ニニ
ココ
ボボ
レレ
テテ
匂匂
フフ
ヤヤ
ママ
ブブ
キキ
ノノ
花花
（
５-

328
） 

源
実
朝
『
金
塊
和
歌
集
』 

▼
参
照
＝
山
内
祥
史
「
太
宰
治
と
日
本
古
典
文
学―

原
拠
の
紹
介
を
中
心
に―

」
（
「
解
釈
と
鑑
賞
」
一
九
八
七
・
六
） 

▼
参
照
＝
山
内
祥
史
「
解
題
」
（
『
太
宰
治
全
集
５
』
前
掲
） 

※
「
雨
の
ふ
れ
る
日
、
山
吹
を
よ
め
る
」
歌
。
定
家
所
伝
書
で
は
「
春
」
に
分
類
さ
れ
る
。 

 

時時
ニニ
ヨヨ
リリ
過過
ググ
レレ
ババ
民民
ノノ
歎歎
キキ
ナナ
リリ
八八
大大
龍龍
王王
雨雨
止止
メメ
給給
ヘヘ
（
５-

347
）
（
５-

426
） 

源
実
朝
『
金
塊
和
歌
集
』
（
「
実
朝
座
談
会
記
事
」
、
『
鶴
岡
』
臨
時
増
刊
、
前
掲
） 

●
「
『
右
大
臣
実
朝
』
に
は
、
『
金
塊
和
歌
集
』
（
『
鎌
倉
右
大
臣
家
集
』
）
の
歌
が
十
八
首
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
「
鶴

岡
」
に
も
掲
げ
ら
れ
て
い
る
歌
は
十
一
首
だ
。
「
山
ハ
サ
ケ
」
の
歌
が
六
回
、
「
タ
マ
ク
シ
ゲ
」
「
箱
根
路
ヲ
」
の
歌
が
各
五
回
、
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「
時
ニ
ヨ
リ
」
「
大
海
ノ
」
「
焰
ノ
ミ
」
の
歌
が
各
四
回
、
「
オ
ホ
キ
ミ
ノ
」
の
歌
が
三
回
、
「
ヒ
ン
ガ
シ
ノ
」
の
歌
が
二
回
、
「
我

宿
ノ
」
「
歎
キ
ワ
ビ
」
「
カ
ク
テ
ノ
ミ
」
の
歌
が
各
一
回
掲
げ
ら
れ
て
い
る
」
。 

▼
山
内
祥
史
「
解
題
」
（
『
太
宰
治
全
集
５
』
前
掲
） 

▼
参
照
＝
山
内
祥
史
「
太
宰
治
と
日
本
古
典
文
学―

原
拠
の
紹
介
を
中
心
に―

」
（
前
掲
） 

▼
参
照
＝
津
島
美
知
子
「
「
右
大
臣
実
朝
」
と
「
鶴
岡
」
」
（
『
回
想
の
太
宰
治
』
前
掲
） 

※
「
建
暦
元
年
七
月
洪
水
天
に
漫
り
、
土
民
愁
歎
せ
む
こ
と
を
思
ひ
て
、
一
人
本
尊
に
向
ひ
奉
り
、
聊
か
祈
念
を
致
し
て
云
ふ
」
歌
で

あ
り
、
近
習
に
よ
っ
て
二
回
引
用
さ
れ
る
。
一
回
目
は
「
名
実
と
も
に
関
東
の
大
長
者
た
る
堂
々
の
御
貫
禄
」
を
象
徴
す
る
歌
と
し

て
挙
げ
ら
れ
、
二
回
目
も
「
押
し
も
押
さ
れ
も
せ
ぬ
古
今
独
歩
の
大
歌
人
た
る
御
品
格
」
を
表
す
歌
と
し
て
登
場
。 

 

草草
モモ
木木
モモ
靡靡
シシ
秋秋
ノノ
霜霜
消消
テテ
空空
キキ
苔苔
ヲヲ
払払
フフ
山山
嵐嵐
（
５-

351
）
（
５-

357
） 

『
吾
妻
鏡
』
巻
十
九
（
龍
粛
訳
注
『
岩
波
文
庫 

吾
妻
鏡
（
四
）
』
一
九
四
一
・
一
一
、
岩
波
書
店
） 

●
龍
粛
訳
注
『
吾
妻
鏡
』
第
一
巻
（
岩
波
書
店 

一
九
三
九
・
八
）
か
ら
第
四
巻
（
岩
波
書
店 

一
九
四
一
・
一
一
）
ま
で
が
主
た
る

典
拠
（
津
島
美
知
子
「
「
右
大
臣
実
朝
」
と
「
鶴
岡
」
」
（
『
回
想
の
太
宰
治
』
人
文
書
院 

一
九
七
八
・
五
）
と
さ
れ
る
。
ま
た
、

関
井
光
男
「
解
題
」
（
『
太
宰
治
全
集
第
六
巻
』
筑
摩
書
房 

一
九
七
六
・
五
）
に
、
「
本
巻
一
七
七
頁
一
三
行
目
に
は
「
（
以
上

吾
妻
鏡
）
」
と
あ
る
の
み
だ
が
、
第
一
稿
に
お
い
て
は
「
（
以
上
龍
粛
氏
訳
吾
妻
鏡
）
」
と
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
作
者
が
同
書
に
拠

っ
た
こ
と
が
知
れ
る
」
と
あ
る
。
そ
の
詳
細
を
山
内
祥
史
は
、
「
「
鉄
面
皮
」
に
「
吾
妻
鏡
の
本
文
を
少
し
抜
粋
し
て
は
作
品
の
要

所
々
々
に
挿
入
し
て
置
い
た
」
と
い
う
、
『
右
大
臣
実
朝
』
に
お
け
る
本
文
の
抜
萃
は
、
「
吾
妻
鏡
巻
第
十
九
」
の
「
承
元
二
年
戊

辰
」
の
「
二
月
小
」
か
ら
、
「
吾
妻
鏡
巻
廿
四
」
の
「
健
保
七
年
己
卯
」
の
「
正
月
大
」
の
「
廿
七
日
、
申
午
」
ま
で
で
、
『
吾
妻
鏡

⑷
岩
波
文
庫
205
）
』
の
七
頁
か
ら
一
七
二
頁
ま
で
、
実
朝
十
七
歳
か
ら
二
十
八
歳
ま
で
の
記
述
」
で
あ
る
が
、
「
日
本
古
典
全
集
本

の
『
吾
妻
鏡
四
』
（
日
本
古
典
全
集
刊
行
会
、
大
正
十
五
年
六
月
二
十
日
発
行
）
『
吾
妻
鏡
五
』
（
同
前
、
昭
和
二
年
十
一
月
二
十

五
日
発
行
）
な
ど
も
参
照
し
な
が
ら
、
本
文
を
抜
萃
し
挿
入
し
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
か
」
と
す
る
。 

▼
山
内
祥
史
「
解
題
」
（
『
太
宰
治
全
集
５
』
前
掲
） 
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▼
参
照
＝
龍
粛
訳
注
『
岩
波
文
庫 

吾
妻
鏡
（
四
）
』
（
前
掲
） 

▼
参
照
＝
嘉
数
弓
子
「
歴
史
小
説
「
右
大
臣
実
朝
」
考 

執
筆
参
考
資
料
を
め
ぐ
っ
て
」
（
「
太
宰
治 

第
七
号
」
一
九
九
一
・
六
） 

▼
参
照
＝
安
藤
宏
「
コ
ラ
ム
36
「
右
大
臣
実
朝
」―

原
稿
を
中
心
に
」
（
『
太
宰
治
論
』
二
〇
二
一
・
一
二
、
東
京
大
学
出
版
会
） 

※
鴨
長
明
が
「
故
右
大
将
家
の
御
忌
日
に
法
華
堂
へ
お
参
り
」
し
た
時
、
涙
を
流
し
な
が
ら
「
御
堂
の
柱
」
に
記
し
た
歌
。
抜
粋
さ
れ

た
『
吾
妻
鏡
』
（
龍
粛
訳
注
）
と
近
習
の
語
り
の
二
箇
所
に
登
場
す
る
。
『
吾
妻
鏡
』
（
龍
粛
訳
注
）
で
は
「
草
モ

木
モ

靡
シ

秋
ノ

霜
消

テ

空
キ

苔
ヲ

払
フ

山
嵐
」
と
表
記
さ
れ
、
引
用
の
ま
ま
で
あ
る
。
近
習
の
語
り
で
は
「
草
モ
木
モ
靡
キ
シ
秋
ノ
霜
消
エ
テ
空
キ
苔
ヲ
払
フ

山
嵐
」
と
表
記
さ
れ
る
。
神
谷
忠
孝
は
『
右
大
臣
実
朝
』
（
「
解
釈
と
鑑
賞
」
一
九
九
六
・
六
）
で
、
鴨
長
明
に
対
す
る
近
習
の
語

り
は
「
蓮
田
善
明
の
「
鴨
長
明
」
を
参
考
に
し
た
と
思
わ
れ
る
」
と
し
、
蓮
田
善
明
「
鴨
長
明
」
（
「
文
芸
文
化
」
一
九
四
一
・
四

～
一
二→

『
蓮
田
善
明
全
集
』
一
九
八
九
・
四
、
島
津
書
房
）
を
挙
げ
て
い
る
。 

 

ユユ
ヒヒ
ソソ
メメ
テテ
馴馴
レレ
シシ
タタ
ブブ
ササ
ノノ
濃濃
紫紫
オオ
モモ
ハハ
ズズ
今今
ニニ
アア
ササ
カカ
リリ
キキ
トト
ハハ
（
５-

356
） 

源
実
朝
『
金
塊
和
歌
集
』 

▼
参
照
＝
山
内
祥
史
「
太
宰
治
と
日
本
古
典
文
学―

原
拠
の
紹
介
を
中
心
に―

」
（
前
掲
） 

▼
参
照
＝
山
内
祥
史
「
解
題
」
（
前
掲
） 

※
定
家
所
伝
書
で
は
「
雑
」
に
分
類
さ
れ
る
。
「
し
の
び
て
い
ひ
わ
た
る
人
あ
り
き
、
は
る
か
な
る
か
た
へ
ゆ
か
む
と
い
ひ
侍
り
し
か

ば
」
の
詞
書
に
続
く
「
去
っ
て
行
く
女
性
に
対
す
る
惜
別
の
情
」
（
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
49 

中
世
和
歌
集
』
二
〇
〇
〇
・

一
一
、
小
学
館
）
を
表
現
し
た
歌
。
鴨
長
明
が
、
「
真
似
事
で
ご
ざ
い
ま
す
。
た
と
へ
ば
、
恋
の
お
歌
な
ど
。
将
軍
家
に
は
、
恐
れ

な
が
ら
未
だ
、
真
の
恋
の
こ
こ
ろ
が
お
わ
か
り
な
さ
ら
ぬ
。
都
の
真
似
を
な
さ
ら
ぬ
や
う
」
と
実
朝
を
批
判
す
る
際
に
挙
げ
た
歌
。 

 

アア
ララ
磯磯
ニニ
浪浪
ノノ
ヨヨ
ルル
ヲヲ
見見
テテ
ヨヨ
メメ
ルル
／／
大大
海海
ノノ
磯磯
モモ
トト
ドド
ロロ
ニニ
ヨヨ
スス
ルル
浪浪
ワワ
レレ
テテ
クク
ダダ
ケケ
テテ
ササ
ケケ
テテ
散散
ルル
カカ
モモ
（
５-

364
） 

源
実
朝
『
金
塊
和
歌
集
』
（
「
金
塊
和
歌
集
鈔
」
・
米
川
稔
「
金
塊
和
歌
選
釈
」
、
『
鶴
岡
』
臨
時
増
刊
、
前
掲
） 
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▼
参
照
＝
山
内
祥
史
「
太
宰
治
と
日
本
古
典
文
学―

原
拠
の
紹
介
を
中
心
に―

」
（
前
掲
） 

▼
参
照
＝
山
内
祥
史
「
解
題
」
（
『
太
宰
治
全
集
５
』
前
掲
） 

▼
参
照
＝
津
島
美
知
子
「
「
右
大
臣
実
朝
」
と
「
鶴
岡
」
」
（
『
回
想
の
太
宰
治
』
前
掲
） 

※
「
荒
磯
に
波
の
よ
る
を
見
て
よ
め
る
」
歌
。
近
習
が
「
ほ
と
ん
ど
人
間
業
で
は
な
く
、
あ
ま
り
の
見
事
に
」
と
感
じ
る
よ
う
に
、
実

朝
の
「
代
表
作
の
一
つ
」
（
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
49 

中
世
和
歌
集
』
前
掲
）
と
さ
れ
る
。
定
家
所
伝
書
で
は
「
雑
」
に
分

類
さ
れ
る
。 

 

忍忍
ビビ
テテ
イイ
ヒヒ
ワワ
タタ
ルル
人人
アア
リリ
キキ
（
５-

367
） 

源
実
朝
『
金
塊
和
歌
集
』 

※
「
は
る
か
な
る
か
た
へ
ゆ
か
む
と
い
ひ
侍
り
し
か
ば
」
と
続
く
。
鴨
長
明
が
「
恋
の
お
歌
だ
け
は
、
あ
ま
り
御
上
手
で
な
い
」
と
、

実
朝
を
批
判
す
る
場
面
で
挙
げ
た
「
ユ
ヒ
ソ
メ
テ
馴
レ
シ
タ
ブ
サ
ノ
濃
紫
オ
モ
ハ
ズ
今
ニ
ア
サ
カ
リ
キ
ト
ハ
」
（
５-

356
）
の
歌
の
詞

書
の
一
部
。 

 
 春春

雨雨
ニニ
ウウ
チチ
ソソ
ボボ
チチ
ツツ
ツツ
アア
シシ
ビビ
キキ
ノノ
ヤヤ
ママ
路路
ユユ
クク
ララ
ムム
山山
人人
ヤヤ
誰誰
（
５-

377
） 

源
実
朝
『
金
塊
和
歌
集
』 

▼
参
照
＝
山
内
祥
史
「
太
宰
治
と
日
本
古
典
文
学―

原
拠
の
紹
介
を
中
心
に―

」
（
前
掲
） 

▼
参
照
＝
山
内
祥
史
「
解
題
」
（
『
太
宰
治
全
集
５
』
前
掲
） 

※
近
習
が
「
滅
多
に
遠
く
御
他
出
な
ど
な
さ
ら
な
か
つ
た
将
軍
家
に
と
つ
て
は
、
こ
れ
が
唯
一
の
お
気
晴
し
の
御
遊
山
で
あ
っ
た
か
も

知
れ
な
い
」
と
述
べ
る
「
二
所
詣
」
（
「
箱
根
権
現
」
と
「
伊
豆
山
権
現
」
）
の
途
中
で
の
歌
。
定
家
所
伝
書
で
は
「
旅
」
に
分
類

さ
れ
る
。 
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タタ
ママ
クク
シシ
ゲゲ
箱箱
根根
ノノ
水水
海海
ケケ
ケケ
レレ
アア
レレ
ヤヤ
二二
クク
ニニ
カカ
ケケ
テテ
中中
ニニ
タタ
ユユ
タタ
フフ
（
５-

378
） 

源
実
朝
『
金
塊
和
歌
集
』
（
「
実
朝
座
談
会
記
事
」
、
『
鶴
岡
』
臨
時
増
刊
、
前
掲
） 

▼
参
照
＝
山
内
祥
史
「
太
宰
治
と
日
本
古
典
文
学―

原
拠
の
紹
介
を
中
心
に―

」
（
前
掲
） 

▼
参
照
＝
山
内
祥
史
「
解
題
」
（
『
太
宰
治
全
集
５
』
前
掲
） 

※
「
又
の
と
し
二
所
へ
ま
ゐ
り
し
時
、
箱
根
の
み
う
み
を
見
て
よ
み
侍
る
歌
」
。
「
春
雨
ニ
ウ
チ
ソ
ボ
チ
ツ
ツ
ア
シ
ビ
キ
ノ
ヤ
マ
路
ユ

ク
ラ
ム
山
人
ヤ
誰
」
と
同
じ
く
、
「
二
所
詣
」
の
際
の
歌
。
実
朝
の
「
代
表
作
の
一
つ
」
（
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
49 

中
世

和
歌
集
』
前
掲
）
。
定
家
所
伝
書
で
は
「
雑
」
に
分
類
さ
れ
る
。 

 

箱箱
根根
ノノ
山山
ヲヲ
ウウ
チチ
出出
デデ
テテ
見見
レレ
ババ
小小
島島
アア
リリ
供供
ノノ
者者
ニニ
此此
ウウ
ミミ
ノノ
名名
ヲヲ
知知
ルル
ヤヤ
トト
尋尋
ネネ
シシ
カカ
ババ
伊伊
豆豆
ノノ
海海
トト
ナナ
ンン
申申
スス
トト
答答
ヘヘ
侍侍
リリ
シシ
ヲヲ
聞聞
キキ

テテ
／／
箱箱
根根
路路
ヲヲ
我我
ココ
エエ
クク
レレ
ババ
伊伊
豆豆
ノノ
海海
ヤヤ
沖沖
ノノ
小小
島島
ニニ
浪浪
ノノ
ヨヨ
ルル
見見
ユユ
（
５-

379
） 

源
実
朝
『
金
塊
和
歌
集
』
（
「
金
塊
和
歌
集
鈔
」
、
『
鶴
岡
』
臨
時
増
刊
、
前
掲
） 

▼
参
照
＝
山
内
祥
史
「
太
宰
治
と
日
本
古
典
文
学―

原
拠
の
紹
介
を
中
心
に―

」
（
前
掲
） 

▼
参
照
＝
山
内
祥
史
「
解
題
」
（
前
掲
） 

▼
参
照
＝
津
島
美
知
子
「
「
右
大
臣
実
朝
」
と
「
鶴
岡
」
」
（
『
回
想
の
太
宰
治
』
前
掲
） 

※
「
箱
根
ノ
山
ヲ
ウ
チ
出
デ
テ
見
レ
バ
小
島
ア
リ
供
ノ
者
ニ
此
ウ
ミ
ノ
名
ヲ
知
ル
ヤ
ト
尋
ネ
シ
カ
バ
伊
豆
ノ
海
ト
ナ
ン
申
ス
ト
答
ヘ
侍

リ
シ
ヲ
聞
キ
テ
」
を
詞
書
と
す
る
歌
。
定
家
所
伝
書
で
は
「
雑
」
に
分
類
さ
れ
、
「
二
所
詣
」
の
途
中
で
詠
ん
だ
箱
根
の
光
景
。
近

習
が
「
ま
こ
と
に
神
品
」
「
名
歌
」
と
述
べ
る
よ
う
に
実
朝
の
「
代
表
作
の
一
つ
」
（
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
49 

中
世
和
歌

集
』
二
〇
〇
〇
・
一
一
、
小
学
館
）
。 
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太太
上上
天天
皇皇
御御
書書
下下
預預
時時
歌歌
／／
オオ
ホホ
キキ
ミミ
ノノ
勅勅
ヲヲ
カカ
シシ
ココ
ミミ
千千
々々
ワワ
クク
ニニ
心心
ハハ
ワワ
クク
トト
モモ
人人
ニニ
イイ
ハハ
メメ
ヤヤ
モモ
／／
ヒヒ
ンン
ガガ
シシ
ノノ
國國
ニニ
ワワ
ガガ
ヲヲ
レレ
ババ
朝朝

日日
ササ
スス
ハハ
ココ
ヤヤ
ママ
ノノ
山山
ノノ
カカ
ゲゲ
トト
ナナ
リリ
ニニ
キキ
／／
山山
ハハ
ササ
ケケ
海海
ハハ
アア
セセ
ナナ
ムム
世世
ナナ
リリ
トト
モモ
君君
ニニ
フフ
タタ
心心
ワワ
ガガ
アア
ララ
メメ
ヤヤ
モモ
（
５-

380
） 

源
実
朝
『
金
塊
和
歌
集
』
（
米
川
稔
「
金
塊
和
歌
選
釈
」
、
『
鶴
岡
』
臨
時
増
刊
、
前
掲
） 

▼
参
照
＝
山
内
祥
史
「
太
宰
治
と
日
本
古
典
文
学―

原
拠
の
紹
介
を
中
心
に―

」
（
前
掲
） 

▼
参
照
＝
山
内
祥
史
「
解
題
」
（
『
太
宰
治
全
集
５
』
前
掲
） 

▼
参
照
＝
津
島
美
知
子
「
「
右
大
臣
実
朝
」
と
「
鶴
岡
」
」
（
『
回
想
の
太
宰
治
』
前
掲
） 

※
三
首
は
、
後
鳥
羽
上
皇
の
「
御
書
」
に
対
す
る
歌
。
実
朝
の
中
に
あ
る
「
上
皇
へ
の
忠
誠
心
と
将
軍
と
し
て
の
立
場
の
矛
盾
に
悩
む

心
」
、
「
朝
幕
の
軋
轢
の
中
に
あ
る
苦
渋
の
心
」
と
注
釈
（
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
49 

中
世
和
歌
集
』
前
掲
）
さ
れ
る
が
、

近
習
は
、
「
御
新
書
を
賜
」
っ
た
実
朝
が
「
百
雷
一
時
に
落
ち
る
以
上
の
強
い
衝
動
を
覚
え
ら
れ
、
そ
の
素
直
な
る
御
返
答
」
を
よ

ん
だ
歌
と
解
釈
。
定
家
所
伝
書
で
は
三
首
と
も
「
雑
」
に
分
類
さ
れ
る
。 

 

我我
宿宿
ノノ
ママ
セセ
ノノ
ハハ
タタ
テテ
ニニ
ハハ
フフ
瓜瓜
ノノ
ナナ
リリ
モモ
ナナ
ララ
ズズ
モモ
二二
人人
ネネ
ママ
ホホ
シシ
（
５-

403
） 

源
実
朝
『
金
塊
和
歌
集
』
（
「
金
塊
和
歌
集
鈔
」
、
『
鶴
岡
』
臨
時
増
刊
、
前
掲
） 

▼
参
照
＝
山
内
祥
史
「
太
宰
治
と
日
本
古
典
文
学―

原
拠
の
紹
介
を
中
心
に―

」
（
前
掲
） 

▼
参
照
＝
山
内
祥
史
「
解
題
」
（
『
太
宰
治
全
集
５
』
前
掲
） 

▼
参
照
＝
津
島
美
知
子
「
「
右
大
臣
実
朝
」
と
「
鶴
岡
」
」
（
『
回
想
の
太
宰
治
』
前
掲
） 

※
「
将
来
は
分
ら
ぬ
が
、
と
も
か
く
一
度
共
寝
を
し
て
み
た
い
と
い
う
激
し
い
恋
の
歌
」
（
『
新
日
本
古
典
集
成 

金
塊
和
歌
集
』
新

潮
社 

一
九
八
一
・
六
）
だ
が
、
近
習
の
語
り
で
は
、
酒
に
酔
っ
た
実
朝
が
女
房
達
に
対
す
る
「
お
気
軽
な
御
冗
談
」
と
し
て
詠
ん

だ
歌
。
定
家
所
伝
書
で
は
「
雑
」
に
分
類
さ
れ
る
。 
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浮浮
キキ
シシ
ズズ
ミミ
ハハ
テテ
泡泡
トト
ゾゾ
成成
リリ
ヌヌ
ベベ
キキ
瀨瀨
々々
ノノ
岩岩
波波
身身
ヲヲ
クク
ダダ
キキ
ツツ
ツツ
（
５-

407
） 

源
実
朝
『
金
塊
和
歌
集
』 

▼
参
照
＝
山
内
祥
史
「
太
宰
治
と
日
本
古
典
文
学―

原
拠
の
紹
介
を
中
心
に―

」
（
前
掲
） 

▼
参
照
＝
山
内
祥
史
「
解
題
」
（
『
太
宰
治
全
集
５
』
前
掲
） 

※
「
恋
に
悩
み
、
焦
が
れ
死
に
し
そ
う
な
自
分
を
、
川
瀬
の
波
が
岩
に
砕
け
散
る
さ
ま
に
喩
え
た
」
（
『
新
潮
日
本
古
典
集
成 

金
塊

和
歌
集
』
前
掲
）
と
さ
れ
る
歌
だ
が
、
近
習
の
語
り
で
は
「
わ
け
も
な
い
御
酒
宴
」
に
お
い
て
、
「
い
た
づ
ら
書
き
の
や
う
に
懐
紙

に
無
雑
作
に
」
書
い
た
歌
。
定
家
所
伝
書
で
は
「
恋
」
に
分
類
さ
れ
る
。 

 

行行
キキ
メメ
ググ
リリ
又又
モモ
来来
テテ
見見
ンン
フフ
ルル
ササ
トト
ノノ
宿宿
モモ
ルル
月月
ハハ
我我
ヲヲ
ワワ
スス
ルル
ナナ
（
５-

408
） 

源
実
朝
『
金
塊
和
歌
集
』 

▼
参
照
＝
山
内
祥
史
「
太
宰
治
と
日
本
古
典
文
学―

原
拠
の
紹
介
を
中
心
に―

」
（
前
掲
） 

▼
参
照
＝
山
内
祥
史
「
解
題
」
（
『
太
宰
治
全
集
５
』
前
掲
） 

※
近
習
が
「
折
か
ら
の
名
月
に
対
し
て
和
歌
の
御
会
を
お
ひ
ら
き
に
な
り
」
と
述
べ
る
よ
う
に
、
「
故
郷
月
」
と
題
し
た
歌
。
な
お
、

近
習
の
語
る
「
十
五
日
に
は
、
折
か
ら
の
名
月
に
対
し
て
和
歌
の
御
会
を
お
ひ
ら
き
に
な
り
」
と
い
う
建
暦
三
年
（
建
保
元
年
）
四

月
十
五
日
の
記
述
は
引
用
す
る
『
吾
妻
鏡
』
で
は
省
略
さ
れ
て
い
る
が
、
龍
粛
訳
注
『
岩
波
文
庫 

吾
妻
鏡
（
四
）
』
（
前
掲
）
で

は
、
「
十
五
日
、
丙
戍
、
（
中
略
）
時
に
将
軍
家
、
朗
月
に
対
し
、
南
面
に
於
て
和
歌
御
会
有
り
、
女
房
数
輩
其
砌
に
候
す
、
朝
盛

参
進
し
、
秀
逸
を
献
ず
る
の
間
、
御
感
再
往
に
及
ぶ
」
と
あ
る
。
定
家
所
伝
書
で
は
「
雑
」
に
分
類
さ
れ
る
。 

  

歎歎
キキ
ワワ
ビビ
世世
ヲヲ
ソソ
ムム
クク
ベベ
キキ
方方
知知
ララ
ズズ
吉吉
野野
ノノ
奥奥
モモ
住住
ミミ
ウウ
シシ
トト
云云
ヘヘ
リリ
（
５-
408
） 

源
実
朝
『
金
塊
和
歌
集
』
（
「
金
塊
和
歌
集
鈔
」
、
『
鶴
岡
』
臨
時
増
刊
、
前
掲
） 
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▼
参
照
＝
山
内
祥
史
「
太
宰
治
と
日
本
古
典
文
学―

原
拠
の
紹
介
を
中
心
に―

」
（
前
掲
） 

▼
参
照
＝
山
内
祥
史
「
解
題
」
（
『
太
宰
治
全
集
５
』
前
掲
） 

▼
参
照
＝
津
島
美
知
子
「
「
右
大
臣
実
朝
」
と
「
鶴
岡
」
」
（
『
回
想
の
太
宰
治
』
前
掲
） 

※
「
末
句
の
突
き
放
し
た
よ
う
な
散
文
調
は
、
隠
遁
し
た
く
て
も
で
き
な
い
身
の
諦
観
と
も
見
ら
れ
よ
う
」
（
『
新
編
日
本
古
典
文
学

全
集
49 

中
世
和
歌
集
』
前
掲
）
と
の
解
釈
も
あ
る
が
、
近
習
は
「
た
だ
静
か
に
お
笑
ひ
に
な
つ
て
」
和
歌
を
詠
む
実
朝
を
「
何
も

か
も
前
か
ら
御
見
透
し
だ
つ
た
や
う
な
落
ち
つ
い
た
御
態
度
」
で
あ
り
、
「
将
軍
家
お
ひ
と
り
は
、
平
然
た
る
も
の
」
と
評
す
る
。

定
家
所
伝
書
で
は
「
雑
」
に
分
類
さ
れ
る
。 

 

焔焔
ノノ
ミミ
虚虚
空空
ニニ
ミミ
テテ
ルル
阿阿
鼻鼻
地地
獄獄
ユユ
クク
ヘヘ
モモ
ナナ
シシ
トト
イイ
フフ
モモ
ハハ
カカ
ナナ
シシ
（
５-

415
） 

源
実
朝
『
金
塊
和
歌
集
』
（
米
川
稔
「
金
塊
和
歌
選
釈
」
（
『
鶴
岡
』
臨
時
増
刊
、
前
掲
） 

▼
参
照
＝
山
内
祥
史
「
太
宰
治
と
日
本
古
典
文
学―

原
拠
の
紹
介
を
中
心
に―

」
（
前
掲
） 

▼
参
照
＝
山
内
祥
史
「
解
題
」
（
『
太
宰
治
全
集
５
』
前
掲
） 

▼
参
照
＝
津
島
美
知
子
「
「
右
大
臣
実
朝
」
と
「
鶴
岡
」
」
（
『
回
想
の
太
宰
治
』
前
掲
） 

※
「
思
罪
業
歌
」
と
題
し
た
歌
。
近
習
は
、
「
カ
ク
テ
ノ
ミ
有
リ
テ
ハ
カ
ナ
キ
世
ノ
中
ヲ
ウ
シ
ト
ヤ
イ
ハ
ン
哀
ト
ヤ
云
ハ
ン
」
（
５-

415
）

と
「
神
ト
イ
ヒ
佛
ト
イ
フ
モ
ヨ
ノ
ナ
カ
ノ
人
ノ
心
ノ
ホ
カ
ノ
モ
ノ
カ
ハ
」
（
５-

415
）
の
三
首
を
並
べ
、
「
鎌
倉
天
地
震
怒
の
和
田
合

戦
」
の
顛
末
に
関
す
る
実
朝
の
心
情
と
し
て
語
る
。
定
家
所
伝
書
で
は
「
雑
」
に
分
類
さ
れ
る
。 

 

カカ
クク
テテ
ノノ
ミミ
有有
リリ
テテ
ハハ
カカ
ナナ
キキ
世世
ノノ
中中
ヲヲ
ウウ
シシ
トト
ヤヤ
イイ
ハハ
ンン
哀哀
トト
ヤヤ
云云
ハハ
ンン
（
５-

415
） 

源
実
朝
『
金
塊
和
歌
集
』
（
「
実
朝
座
談
会
記
事
」
、
『
鶴
岡
』
臨
時
増
刊
、
前
掲
） 

▼
参
照
＝
山
内
祥
史
「
太
宰
治
と
日
本
古
典
文
学―

原
拠
の
紹
介
を
中
心
に―
」
（
前
掲
） 
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▼
参
照
＝
山
内
祥
史
「
解
題
」
（
『
太
宰
治
全
集
５
』
前
掲
） 

▼
参
照
＝
津
島
美
知
子
「
「
右
大
臣
実
朝
」
と
「
鶴
岡
」
」
（
『
回
想
の
太
宰
治
』
前
掲
） 

※
「
無
常
」
を
詠
ん
だ
歌
。
定
家
所
伝
書
で
は
「
雑
」
に
分
類
さ
れ
る
。 

 

神神
トト
イイ
ヒヒ
佛佛
トト
イイ
フフ
モモ
ヨヨ
ノノ
ナナ
カカ
ノノ
人人
ノノ
心心
ノノ
ホホ
カカ
ノノ
モモ
ノノ
カカ
ハハ
（
５-

415
） 

源
実
朝
『
金
塊
和
歌
集
』 

▼
参
照
＝
山
内
祥
史
「
太
宰
治
と
日
本
古
典
文
学―

原
拠
の
紹
介
を
中
心
に―

」
（
前
掲
） 

▼
参
照
＝
山
内
祥
史
「
解
題
」
（
『
太
宰
治
全
集
５
』
前
掲
） 

※
「
心
の
心
を
よ
め
る
」
歌
。
定
家
所
伝
書
で
は
「
雑
」
に
分
類
さ
れ
る
。 

 

松松
風風
はは
水水
のの
音音
にに
似似
てて
ゐゐ
るる
とと
かか
何何
とと
かか
（
５-
424
） 

※
出
典
は
不
明
。
太
宰
の
自
作
か
。 

※
『
吾
妻
鏡
』
巻
廿
一
（
龍
粛
訳
注
『
岩
波
文
庫 
吾
妻
鏡
（
四
）
』
前
掲
）
で
は
、
引
用
の
通
り
、
建
暦
三
年
（
癸
酉
十
二
月
六
日

建
保
元
年
と
為
す
）
七
月
七
日
に
「
今
日
御
所
に
於
て
和
歌
御
会
有
り
」
と
だ
け
記
さ
れ
て
い
る
。
近
習
が
、
「
～
と
か
何
と
か
い

ふ
」
「
ほ
ん
の
間
に
合
せ
程
度
の
和
歌
」
と
語
る
こ
と
を
か
ら
も
相
州
（
北
条
義
時
）
の
詠
ん
だ
具
体
的
な
歌
は
不
明
。 

 

松松
風風
はは
水水
のの
音音
にに
しし
てて
もも
、、
まま
たた
鶉鶉
がが
鳴鳴
いい
てて
月月
がが
傾傾
いい
たた
とと
かか
いい
ふふ
歌歌
（
５-
425
） 

※
出
典
は
不
明
。
太
宰
の
自
作
か
。 
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※
相
州
（
北
条
義
時
）
が
二
つ
三
つ
作
っ
た
「
間
に
合
せ
程
度
の
和
歌
」
。
「
松
風
は
水
の
音
に
し
て
も
」
は
直
前
の
「
松
風
は
水
の

音
に
似
て
ゐ
る
と
か
何
と
か
」
（
５-

424
）
を
指
す
。
「
鶉
が
鳴
い
て
月
が
傾
い
た
」
の
歌
と
合
わ
せ
て
「
～
と
か
何
と
か
」
「
と
か

い
ふ
歌
」
と
い
う
近
習
の
曖
昧
な
記
憶
が
強
調
さ
れ
る
こ
と
で
「
ど
な
た
も
感
服
な
さ
い
ま
せ
ん
」
と
い
う
歌
の
程
度
を
示
す
。
具

体
的
な
歌
は
不
明
。 

 出出
テテ
イイ
ナナ
ババ
主主
ナナ
キキ
宿宿
トト
成成
ヌヌ
トト
モモ
軒軒
端端
ノノ
梅梅
ヨヨ
春春
ヲヲ
ワワ
スス
ルル
ナナ
（
５-

472
） 

『
吾
妻
鏡
』
巻
廿
四
（
龍
粛
訳
注
『
岩
波
文
庫 

吾
妻
鏡
（
四
）
』
（
前
掲
） 

●
『
吾
妻
鏡
』（
龍
粛
訳
注
）
の
表
記
は
「
出
テ
イ
ナ
ハ
主
ナ
キ
宿
ト
成
ヌ
ト
モ
軒
端
ノ
梅
ヨ
春
ヲ
ワ
ス
ル
ナ
」
で
あ
り
、
一
字
（
「
バ
」
）

を
除
い
て
引
用
の
ま
ま
。 

▼
龍
粛
訳
注
『
岩
波
文
庫 
吾
妻
鏡
（
四
）
』
（
前
掲
） 

※
「
（
以
上
吾
妻
鏡
）
」
と
し
て
引
用
の
形
で
提
示
さ
れ
る
「
庭
の
梅
を
見
て
禁
忌
の
和
歌
を
詠
じ
給
ふ
」
と
い
う
実
朝
の
辞
世
の
歌
。 

 

太
宰
治
全
集
第
六
巻
（
担
当
：
吉
岡
真
緖
） 

「「
赤赤
心心
」」 

山山
ハハ
ササ
ケケ
海海
ハハ
アア
セセ
ナナ
ムム
世世
ナナ
リリ
トト
モモ
君君
ニニ
フフ
タタ
心心
ワワ
ガガ
アア
ララ
メメ
ヤヤ
モモ
（
６-

３
） 

源
実
朝
『
金
槐
和
歌
集
』
（
雜
六
五
三
） 

※
「
赤
心
」
は
、
執
筆
中
だ
っ
た
「
右
大
臣
実
朝
」
の
一
部
を
、
一
頁
に
収
ま
る
よ
う
に
構
成
し
た
辻
小
説
。 

 

「
右
大
臣
実
朝
」
で
は
「
太
上
天
皇
御
書
下
預
時
歌
」
（
５-

380
）
の
一
首
。 

●
「
歴
然
と
し
た
照
応
関
係
か
ら
、
『
右
大
臣
実
朝
』
に
所
掲
の
う
ち
十
一
首
は
、
「
鶴
岡
」
源
実
朝
号
か
ら
引
用
し
た
と
、
考
え
る

こ
と
も
可
能
だ
」 
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▼
山
内
祥
史
「
解
題
」
（
『
太
宰
治
全
集
５
』
一
九
九
〇
・
二
、
筑
摩
書
房
） 

▼
参
照
＝
「
鶴
岡
」
臨
時
増
刊
、
生
誕
七
百
五
十
年
記
念
源
実
朝
号
（
一
九
四
二
・
八
） 

●
「
『
右
大
臣
実
朝
』
に
太
宰
は
実
朝
の
和
歌
を
片
仮
名
で
入
れ
て
い
る
が
、
平
仮
名
を
片
仮
名
に
変
え
た
だ
け
で
な
く
、
あ
る
い
は

漢
字
を
片
仮
名
に
、
平
仮
名
を
漢
字
に
直
し
て
、
諸
伝
本
の
ど
れ
に
も
な
い
自
己
流
の
表
記
を
し
て
い
る
」 

 
 

▼
津
島
美
知
子
「
右
大
臣
実
朝
」
と
「
鶴
岡
」
（
『
増
補
改
訂
版 

回
想
の
太
宰
治
』
一
九
九
七
・
八
、
人
文
書
院
） 

 
 
 

「「
花花
吹吹
雪雪
」」  

ササ
ヨヨ
ナナ
ララ
だだ
けけ
がが
人人
生生
だだ
（
６-
19
）  

コ
ノ
サ
カ
ヅ
キ
ヲ
受
ケ
テ
ク
レ
／
ド
ウ
ゾ
ナ
ミ
ナ
ミ
ツ
ガ
シ
テ
オ
ク
レ
／
ハ
ナ
ニ
ア
ラ
シ
ノ
タ
ト
ヘ
モ
ア
ル
ゾ
／
「
サ
ヨ
ナ
ラ
」
ダ
ケ

ガ
人
生
ダ
（
于
武
陵
作
、
井
伏
鱒
二
訳
「
勧
酒
」
） 

井
伏
鱒
二
「
中
島
健
蔵
に
」
（
「
作
品
」
一
九
三
五
・
三
） 

 
 

 
 

残残
燈燈
滅滅
しし
てて
又又
明明
らら
のの
希希
望望
（
６-

27
） 

早
蛩

さ
う
き
よ
う

啼な

き
て
復ま

た

歇や

み
、
残ざ

ん

燈と
う

滅
し
て
又ま

た

明
あ
き
ら

か
な
り
。
／
牕ま

ど

を
隔へ

だ

て
て
夜や

雨う

を
知
る
。
芭ば

蕉せ
う

先ま

づ
聲こ

え

あ
り
。(

白
居
易
「
夜
雨
」)

 

▼
参
照
＝
簡
野
道
明
『
白
詩
新
釈
』
（
一
九
三
三
・
八
、
明
治
書
院
） 

 

「「
作作
家家
のの
手手
帖帖
」」 

ワワ
タタ
シシ
ノノ
母母
ササ
ンン
、、
ヤヤ
ササ
シシ
イイ
母母
ササ
ンン
。。
／／
ワワ
タタ
シシ
ノノ
母母
ササ
ンン
、、
ヤヤ
ササ
シシ
イイ
母母
ササ
ンン
。。
（
６-

61
） 

※
太
宰
の
自
作
唱
歌
か
。
唱
歌
「
オ
ウ
マ
」
二
番
冒
頭
に
似
て
い
る
か
。 
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オ
ウ
マ
ノ 

カ
ア
サ
ン
、 

ヤ
サ
シ
イ 

カ
ア
サ
ン
。
／
コ
ウ
マ
ヲ 

見
ナ
ガ
ラ
、
ポ
ッ
ク
リ 

ポ
ッ
ク
リ 

ア
ル
ク
。 

 
 
 

唱
歌
、
林
柳
波
作
詞
、
松
島
彜つ

ね

作
曲
「
オ
ウ
マ
」 

▼
参
照
＝
『
ウ
タ
ノ
ホ
ン
上
』
（
一
九
四
一
・
三
、
文
部
省
） 

 

「「
不不
審審
庵庵
」」 

寒寒
暑暑
栄栄
枯枯
天天
地地
之之
呼呼
吸吸
也也
。。
苦苦
楽楽
寵寵
辱辱
人人
生生
之之
呼呼
吸吸
也也
。。
達達
者者
ニニ
在在
ツツ
テテ
ハハ
何何
ゾゾ
必必
ズズ
シシ
モモ
其其
処処
遽遽
カカ
ニニ
至至
ルル
ヲヲ
驚驚
カカ
ンン
哉哉
。。
（
６-

71
） 

寒
暑
栄
枯
天
地
之
呼
吸
也
苦
楽
寵
／
辱
人
生
之
呼
吸
也
在
達
者
何
必
驚
其
遽
至
哉
（
津
島
家
蔵
、
佐
藤
一
斎
書
幅
） 

●
「
佐
藤
一
斎
の
書
幅
も
、
勿
論
好
ん
で
掛
け
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
（
中
略
）
母
が
く
れ
た
の
で
、
元
来
亡
父
の
遺
品
で
あ
る
。

純
粋
の
明
治
人
で
あ
る
父
に
と
っ
て
、
一
斎
は
敬
慕
の
的
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
茶
渋
色
の
唐
紙
に
「
寒
暑
栄
枯
天
地
之
呼
吸
也
苦
楽

寵
」
「
辱
人
生
之
呼
吸
也
在
達
者
何
必
驚
其
遽
至
哉
」
と
二
行
、
急
湍
の
よ
う
な
筆
勢
で
書
き
く
だ
し
、｢

一
斎
老
人
」
と
、
「
愛
日
」

「
八
十
翁
」
と
い
う
落
款
が
入
っ
て
い
る｣

 

▼
津
島
美
知
子
『
増
補
改
訂
版 

回
想
の
太
宰
治
』
（
前
掲
） 

▼
参
照
＝
『
新
潮
日
本
文
学
ア
ル
バ
ム
19 
太
宰
治
』
（
一
九
八
三
・
九
、
新
潮
社
） 

※
佐
藤
一
斎
「
言
志
耋
録
」
に
書
幅
の
言
説
と
似
た
一
節
「
寒
暑
栄
枯
、
天
地
之
呼
吸
也
。
苦
楽
栄
辱
、
人
生
之
呼
吸
也
。
即
世
界
之

所
以
為
活
物
」
が
あ
る
。 

 

▼
参
照
＝
佐
藤
一
斎
『
言
志
四
録 

新
註
』
（
一
九
三
六
・
六
、
明
治
書
院
） 

 

「「
散散
華華
」」 

御御
元元
気気
でで
すす
かか
。。
／／
遠遠
いい
空空
かか
らら
御御
伺伺
ひひ
しし
まま
すす
。。
／／
無無
事事
、、
任任
地地
にに
着着
きき
まま
しし
たた
。。
／／
大大
いい
なな
るる
文文
学学
のの
たた
めめ
にに
、、
／／
死死
んん
でで
下下
ささ
いい
。。
／／
自自

分分
もも
死死
にに
まま
すす
、、
／／
ここ
のの
戦戦
争争
のの
たた
めめ
にに
。。
（
６-

86
、
89
、
92
） 
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三
田
循
司
書
翰
太
宰
治
宛
（
未
確
認
） 

※
『
散
華
』
に
お
い
て
「
私
（
太
宰
）
」
宛
て
四
通
の
「
三
田
君
（
三
田
循
司
）
」
の
書
翰
は
い
ず
れ
も
「
お
便
り
」
と
し
て
引
用
さ

れ
て
い
る
が
、
三
度
引
用
さ
れ
る
四
通
目
の
右
の
み
「
実
に
最
高
の
詩
の
や
う
な
気
さ
へ
し
て
来
た
」
と
「
詩
」
の
位
置
づ
け
が
な

さ
れ
て
い
る
。 

作
中
「
戸
石
君
」
の
モ
デ
ル
・
戸
石
泰
一
の
「
玉
砕
」
に
三
田
の
書
翰
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
森
田
實
蔵
は
「
玉
砕
」
引
用
が
原
文

と
推
定
し
て
い
る
。 

●
「
先
生
／
死
ン
デ
下
サ
イ
／
文
学
ノ
タ
メ
ニ
／
私
モ
／
死
ニ
マ
ス
／
大
イ
ナ
ル
戦
争
ノ
タ
メ
ニ
」 

▼
戸
石
泰
一
「
玉
砕
」
（
「
小
説
朝
日
」
一
九
五
二
・
九
） 

▼
参
照
＝
森
田
實
蔵
「
太
宰
さ
ん
の
思
い
出
」
（
『
太
宰
治
研
究
３
』
一
九
九
六
・
七
、
和
泉
書
院
） 

 

「「
津津
軽軽
」」 

津津
軽軽
のの
雪雪
／／
ここ
なな
雪雪
／／
つつ
ぶぶ
雪雪
／／
わわ
たた
雪雪
／／
みみ
づづ
雪雪
／／
かか
たた
雪雪
／／
ざざ
らら
めめ
雪雪
／／
ここ
ほほ
りり
雪雪
（（
東東
奥奥
年年
鑑鑑
よよ
りり
））
（
６-

138
） 

『
東
奥
年
鑑
』
東
奥
日
報
社 

※
山
内
祥
史
は
一
九
三
八
年
七
月
発
行
「
昭
和
十
三
年
版
」
「
気
象
」
の
「
雪
の
種
別
決
定
」
、
宮
崎
靖
士
は
一
九
四
一
年
七
月
発
行

「
昭
和
一
六
年
版
」
「
気
象
」
の
「
気
象
の
常
識
」
中
「
雪
の
種
類
」
を
典
拠
と
推
断
。 

「
昭
和
十
三
年
版
」
に
は
順
に
「
粉
雪
」
「
綿
雪
」
「
水
雪
」
「
粗
目
雪
」
「
凍
雪
」
の
順
に
記
載
が
あ
り
、
漢
字
表
記
も
含
め
「
つ

ぶ
雪
」
「
か
た
雪
」
の
記
載
は
無
い
。 

「
昭
和
十
六
年
版
」
の
「
雪
の
種
類
」
は
、
宮
崎
が
指
摘
す
る
通
り
「
『
ゆ
き
』
と
い
う
平
仮
名
表
記
が
、
『
雪
』
と
い
う
漢
字
表

記
に
改
め
ら
れ
て
い
る
以
外
に
は
、
各
名
称
及
び
記
述
の
順
序
が
そ
の
ま
ま
対
応
」
し
て
い
る
。 

 
 
 

▼
参
照
＝
山
内
祥
史
「
解
題
」
（
『
太
宰
治
全
集
６
』
一
九
九
〇
・
四
、
筑
摩
書
房
） 
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参
照
＝
宮
崎
靖
士
「
引
用
の
織
物
と
し
て
の
『
津
軽
』―

―

『
津
軽
の
雪
』
と
『
津
軽
凶
作
年
表
』
の
典
拠
問
題
を
中
心
に―

―

」

（
「
弘
前
大
学
国
語
国
文
学
」
一
九
九
七
・
三
） 

●
「
十
六
年
版
『
東
奥
年
鑑
』
に
お
け
る
『
雪
の
種
類
』
の
一
節
は
あ
く
ま
で
も
、
『
気
象
の
常
識
』
と
い
う
項
目
に
お
い
て
『
風
の

種
類
』
『
地
震
の
種
類
』
と
並
置
さ
れ
た
、
一
般
的
な
雪
の
種
類
、
全
国
共
通
の
雪
の
分
類
基
準
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ

る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
『
津
軽
』
に
お
い
て
は
そ
れ
が
『
津
軽
の
雪
』
と
地
域
的
に
限
定
、
か
つ
命
名
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
」

「
『
津
軽
の
雪
』
は
、
地
元
紙
の
年
鑑
に
収
録
さ
れ
る
程
地
域
に
密
着
し
た
、
津
軽
の
風
土
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
詩
で
あ
る
か
の
よ

う
に
記
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
想
起
し
た
い
」 

▼
宮
崎
靖
士
「
引
用
の
織
物
と
し
て
の
『
津
軽
』
」
（
前
掲
） 

 

何何
れれ
のの
処処
かか
酒酒
をを
忘忘
れれ
難難
きき
。。
天天
涯涯
旧旧
情情
をを
話話
すす
。。
／／
青青
雲雲
倶倶
にに
達達
せせ
ずず
、、
白白
髪髪
逓逓

た
が
ひ

にに
相相
驚驚
くく
。。
／／
二二
十十
年年
前前
にに
別別
れれ
、、
三三
千千
里里
外外
にに
行行
くく
。。

／／
此此
時時
一一い

つ

盞盞さ
ん

無無
くく
んん
ばば
、、
何何
をを
以以
てて
かか
平平
生生
をを
叙叙
せせ
んん
。。
（（
白白
居居
易易
））
（
６-

171
、
173
） 

白
居
易
「
何
処
難
忘
酒
七
首
」 

▼
参
照
＝
簡
野
道
明
『
白
詩
新
釈
』
（
一
九
三
三
・
八
、
明
治
書
院
） 

 

いい
くく
うう
、、
山山
河河
ああ
、、
とと
、、
れれ
いい
のの
牧牧
水水
のの
旅旅
のの
歌歌
をを
（
６-
231
） 

幾
山
河
越
え
さ
り
行
か
ば
寂
し
さ
の
終
て
な
む
国
ぞ
今
日
も
旅
ゆ
く 

若
山
牧
水
『
海
の
聲
』
（
一
九
〇
八
・
七
、
生
命
社
） 

 

とと
うう
かか
いい
のの
うう
、、
小小
島島
のの
うう
、、
磯磯
のの
うう
、、
とと
、、
啄啄
木木
のの
歌歌
をを
はは
じじ
めめ
たた
のの
だだ
がが
（
６-

231
）） 

 
 

東
海
の
小
島
の
磯
の
白
砂
に
／
わ
れ
泣
き
ぬ
れ
て
／
蟹
と
た
は
む
る
（
石
川
啄
木
『
一
握
の
砂
』
「
我
を
愛
す
る
歌
」
一
九
一
〇
・
一

二
、
東
雲
堂
書
店
） 
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今今
もも
まま
たた
昔昔
をを
書書
けけ
ばば
増増
鏡鏡
（
６-

232
） 

今
も
ま
た
昔
を
か
け
ば
ま
す
鏡
ふ
り
ぬ
る
代
代
の
あ
と
に
か
さ
ね
む
（
「
増
鏡
」
作
者
） 

『
増
鏡
』 

 

せせ
ッッ
せせ
ッッ
せせ
／／
夏夏
もも
ちち
かか
づづ
くく
／／
八八
十十
八八
夜夜
／／
野野
にに
もも
山山
にに
もも
／／
新新
緑緑
のの
／／
風風
にに
藤藤
波波
／／
ささ
わわ
ぐぐ
時時
（
６-

232
） 

※
唱
歌
「
茶
摘
」
と
「
花
ご
よ
み
」
と
を
組
合
せ
た
か
。 

 
 
 

「
せ
ッ
せ
ッ
せ
」
は
手
遊
び
を
意
識
し
た
も
の
か
。 

 

夏
も
近
づ
く
八
十
八
夜
、
／
野
に
も
山
に
も
若
葉
が
茂
る
。
／
「
あ
れ
に
見
え
る
は
茶
摘
じ
ゃ
な
い
か
。
あ
か
ね
だ
す
き
に
菅
の
笠
。 

唱
歌
「
茶
摘
」 

▼
参
照
＝
『
尋
常
小
学
唱
歌 

第
三
学
年
』
（
一
九
一
二
・
三
、
文
部
省
） 

野
べ
も
山
べ
も
新
緑
の
／
風
に
藤
波
さ
は
ぐ
時
、
／
池
水
に
ほ
ふ
か
き
つ
ば
た
。 

唱
歌
「
花
ご
よ
み
」 

▼
参
照
＝
『
大
正
新
選
学
校
唱
歌
集
』
（
一
九
一
四
・
一
、
春
江
堂
） 

  

古古
池池
やや
蛙蛙
飛飛
びび
込込
むむ
水水
のの
音音
（
６-

251
） 

松
尾
芭
蕉
の
発
句
（
仙
化
編
『
蛙
合
』
） 
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山山
吹吹
やや
蛙蛙
飛飛
びび
込込
むむ
水水
のの
音音
（
６-

251
）  

※
「
其
角
、
も
の
か
は
。
な
ん
に
も
知
ら
な
い
」
と
続
く
。 

芭
蕉
「
古
池
や
蛙
飛
び
込
む
水
の
音
」
の
上
五
が
決
定
す
る
に
際
し
て
「
晋
子
（
其
角
）
」
が
「
山
吹
と
い
ふ
五
文
字
を
冠
む
ら
し

め
む
か
と
お
よ
づ
け
侍
る
」
と
い
う
一
節
を
踏
ま
え
て
の
句
。 

 

▼
参
照
＝
野
盤
子
支
考
述
、
潜
淵
庵
不
玉
撰
「
葛
の
松
原
」
（
佐
々
醒
雪
、
巌
谷
小
波
編
『
俳
論
作
法
集
』
一
九
一
四
・
六
、
博
文

館
） 

 
 
 

わわ
れれ
とと
来来
てて
遊遊
べべ
やや
親親
のの
無無
いい
雀雀
（
６-

251
）  

我
と
来
て
遊
べ
や
親
の
な
い
雀
（
小
林
一
茶
『
お
ら
が
春
』
） 

 
 わわ

れれ
はは
海海
のの
子子
白白
浪浪
のの
騒騒
ぐぐ
磯磯
辺辺
のの
松松
原原
にに
（
６-

262
） 

我
は
海
の
子
白
浪
の
／
さ
わ
ぐ
い
そ
べ
の
松
原
に
、
／
煙
た
な
び
く
と
ま
や
こ
そ
／
我
が
な
つ
か
し
き
住
家
な
れ 

唱
歌
「
わ
れ
は
海
の
子
」 

▼
参
照
＝
『
文
部
省
選
定 

学
校
新
唱
歌
』
「
尋
常
小
学
校
読
本
唱
歌
集
」
（
一
九
一
二
・
一
、
由
盛
閣
） 

 

 

「「
貧貧
のの
意意
地地
」」 

貧貧
病病
のの
薬薬
いい
たた
だだ
くく
雪雪
ああ
かか
りり
（
６-

308
） 

ひ
ん
び
や
う
の
妙
薬
金
用
丸
よ
ろ
づ
に
よ
し 

「
西
鶴
諸
国
は
な
し
」
巻
一
の
三
「
大
晦
日
は
あ
は
ぬ
算
用 

義
理 

江
戸
の
品
川
に
あ
り
し
事
」 
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▼
参
照
＝
『
底
本
西
鶴
全
集
３
』
（
一
九
五
五
・
九
、
中
央
公
論
社
） 

※
太
宰
の
自
作
句
か
。 

 

「
吉吉
野野
山山
」」 

花花
とと
見見
るる
まま
でで
雪雪
ぞぞ
降降
りり
けけ
るる
だだ
のの(

６-

399)
 

ふ
ゆ
こ
も
り
思
ひ
か
け
ぬ
を
木
の
間
よ
り
花
と
見
る
ま
で
雪
ぞ
降
り
け
る
（
紀
貫
之
『
古
今
和
歌
集
』
巻
六
冬
三
三
一
）
。 

※
西
鶴
「
万
の
文
反
古
」
巻
五
「
桜
よ
し
野
山
難
儀
の
冬
」
に
は
、
坂
上
是
則
「
あ
さ
ぼ
ら
け
有
明
け
の
月
と
見
る
ま
で
に
吉
野
の
里

に
降
れ
る
白
雪
」
（
坂
上
是
則
『
古
今
和
歌
集
』
巻
六
冬
三
三
二
）
を
引
い
た
「
ふ
れ
る
し
ら
雪
と
読
し
本
哥
の
詠な

が

め
も
、
い
か
な

〳
〵
目
に
つ
か
ず
」
と
の
一
節
が
あ
る
。 

 

▼
参
照
＝
『
底
本
西
鶴
全
集
８
』
（
一
九
五
〇
・
三
、
中
央
公
論
社
） 

 

春春
にに
知知
らら
れれ
ぬぬ
花花
ぞぞ
咲咲
きき
けけ
るる
だだ
のの(

６-

399)
 

雪
ふ
れ
は
冬
こ
も
り
せ
る
草
も
木
も
春
に
知
ら
れ
ぬ
花
ぞ
咲
き
け
る
（
紀
貫
之
『
古
今
和
歌
集
』
巻
六
冬
三
二
三
） 

 

おお
しし
なな
べべ
てて
花花
のの
盛盛
りり
にに
なな
りり
にに
けけ
りり
山山
のの
端端
毎毎
にに
かか
かか
るる
白白
雲雲
（
６-

403
）  

西
行
『
千
載
和
歌
集
』
巻
一
春
上
六
九 

 
 
 

吉吉
野野
山山
やや
がが
てて
出出
でで
じじ
とと
思思
ふふ
身身
をを
花花
散散
りり
なな
ばば
とと
人人
やや
待待
つつ
らら
むむ
（
６-

403
） 

西
行
『
新
古
今
和
歌
集
』
巻
一
七
雜
中
一
六
一
七 
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吉吉
野野
山山
やや
がが
てて
出出
でで
んん
とと
思思
ふふ
身身
をを
花花
散散
るる
頃頃
はは
おお
迎迎
へへ
たた
のの
むむ
（
６-

403
） 

吉
野
山
や
が
て
出
で
じ
と
思
ふ
身
を
花
散
り
な
ば
と
人
や
待
つ
ら
む
（
西
行
『
新
古
今
和
歌
集
』
巻
一
七
雜
中
一
六
一
七
） 

※
太
宰
の
自
作
歌
か 

 

歎歎
きき
わわ
びび
世世
をを
そそ
むむ
くく
べべ
きき
方方
しし
らら
ずず
、、
吉吉
野野
のの
奥奥
もも
住住
みみ
憂憂
しし
とと
言言
へへ
りり
（
６-

406
） 

歎
き
わ
び
世
を
そ
む
く
べ
き
方
し
ら
ず
吉
野
の
奥
も
住
み
う
し
と
い
へ
り
（
源
実
朝
『
金
槐
和
歌
集
』
雑
五
九
一
） 

▼
参
照
＝
「
鶴
岡
」
（
前
掲
） 

 

太
宰
治
全
集
第
七
巻
（
担
当
：
滝
口
明
祥
） 

「「
惜惜
別別
」」  

瞬瞬
くく
間間
にに
はは
、、
山山
をを
おお
ほほ
ひひ
、、  

うう
ちち
見見
るる
ひひ
まま
にに
もも
、、
海海
をを
渡渡
るる
、、  

雲雲
てて
ふふ
もも
のの
ここ
そそ
、、
奇奇
すす
しし
くく
ああ
りり
けけ
れれ
、、  

雲雲
よよ
、、
雲雲
よよ
、、  

雨雨
とと
もも
霧霧
とと
もも
、、
見見
るる
まま
にに
変変
りり
てて
、、  

ああ
やや
しし
くく
奇奇
しし
きき
はは
、、  

雲雲
よよ
、、
雲雲
よよ
、、（
７-

17
） 
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「
雲
」 

▼
参
照
＝
『
小
学
唱
歌
集 

第
三
編
』
（
一
八
八
四
・
六
、
文
部
省
） 

 
 富富

士士
のの
根根
にに
にに
ほほ
ふふ
朝朝
日日
もも
霞霞
むむ
まま
でで  

  
  
  

とと
しし
たた
つつ
空空
のの
のの
どど
かか
なな
るる
かか
なな
（
７-

79
） 

明
治
天
皇
が
一
九
〇
五
年
に
詠
ん
だ
和
歌 

▼
参
照
＝
『
明
治
天
皇
御
製
集
』
（
一
九
一
二
・
八
、
趣
味
社
） 

 

仰仰
げげ
ばば
尊尊
しし  

わわ
がが
師師
のの
恩恩  

教教
へへ
のの
庭庭
にに
もも  

はは
やや
いい
くく
とと
せせ  

思思
へへ
ばば  

いい
とと
とと
しし  

ここ
のの
年年
月月  

今今
ここ
そそ
わわ
かか
れれ
めめ  

いい
ざざ
ささ
らら
ばば  

互互
ひひ
にに
むむ
つつ
みみ
しし  

日日
頃頃
のの
恩恩  

わわ
かか
るる
るる
のの
ちち
にに
もも  

やや
よよ
忘忘
るる
なな
（
７-

120
） 

「
あ
ふ
け
ば
尊
し
」 

▼
参
照
＝
『
小
学
唱
歌
集 

第
三
編
』
（
前
掲
） 

 
 「「

竹竹
青青
」」  
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馬馬
嘶嘶
てて
白白
日日
暮暮
れれ
、、
剣剣
鳴鳴
てて
秋秋
気気
来来
るる
（
７-

132
）  

呂
温
「
鞏
路
感
懐
」
の
一
節
。 

▼
参
照
＝
鈴
木
二
三
雄
「
太
宰
治
と
中
国
文
学
（
二
）
」
（
「
立
正
大
学
国
語
国
文
」
一
九
七
〇
・
三→

『
日
本
文
学
研
究
資
料
叢
書 

太
宰
治
Ⅱ
』
一
九
八
五
・
九
、
有
精
堂
） 

※
全
文
は
以
下
の
通
り
。
「
馬
嘶
白
日
暮
／
劔
鳴
秋
気
来
／
我
心
渺
無
際
／
河
上
空
徘
徊
」
。
『
唐
詩
選
』
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。 

 

秋秋
風風
翻翻
すす
黄黄
金金
浪浪
花花
千千
片片
（
７-

134
）  

※
白
居
易
「
江
樓
眺
晩
景
物
鮮
奇
吟
翫
成
篇
寄
水
部
張
員
外
」（
江
楼
に
て
晩
に
景
物
の
鮮
奇
な
る
を
眺
め
吟
翫
し
て
篇
を
成
し
水
部
張

員
外
に
寄
す
）
の
一
節
「
風
翻
白
浪
花
千
片
」
が
元
に
な
っ
て
い
る
か
。
そ
の
一
節
は
『
和
漢
朗
詠
集
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。  

▼
参
照
＝
劉
金
宝
『
太
宰
治
と
中
国―

作
品
に
お
け
る
中
国
的
モ
チ
ー
フ
に
つ
い
て
の
考
察
』
（
二
〇
一
六
・
四
、
花
書
院
） 

 

秋秋
風風
嫋嫋
々々
とと
翼翼
をを
撫撫
でで
、、（
７-

135
）  

●
「
屈
原
の
辞
賦
「
湘
夫
人
」
と
題
し
た
「
帝
子
降
兮
北
渚
。
目
眇
眇
兮
愁
予
。
嫋
嫋
兮
秋
風
。
洞
庭
波
兮
木
葉
下
。…

」
の
引
用
と

思
わ
れ
る
。
」 

▼
鈴
木
二
三
雄
「
太
宰
治
と
中
国
文
学
（
二
）
」
（
前
掲
） 

※
な
お
、
鈴
木
は
「
玉
鏡
に
可
憐
一
点
の
翠
黛
を
描
い
て
湘
君
の
俤
を
し
の
ば
し
め
」
も
「
湘
夫
人
」
が
元
に
な
っ
て
い
る
と
見
て
い

る
が
、
大
野
正
博
「
聊
斎
志
異
『
竹
青
』
に
つ
い
て

ー
太
宰
治
『
竹
青
』
と
の
比
較
」
（
「
集
刊
東
洋
学
」
一
九
七
三
・
六
）
は
、

『
世
界
地
理
風
俗
大
系
』
第
三
巻
（
一
九
三
〇
・
七
、
新
光
社
）
の
記
述
が
元
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。 

 

屈屈
原原
もも
衆衆
人人
皆皆
酔酔
ひひ
、、
我我
独独
醒醒
めめ
たた
りり
、、
とと
叫叫
んん
でで
、、（
７-

139
）  
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●
「
あ
ま
り
多
く
の
人
に
は
知
ら
れ
て
い
な
い
屈
原
の
辞
賦
の
一
つ
で
あ
る
「
漁
夫
」
の
中
の
一
節
、「
屈
原
曰
。
挙
世
皆
濁
。
我
独
清
。

衆
人
皆
酔
。
我
独
醒
。
」
ま
で
引
用
し
て
い
る
太
宰
の
博
識
を
思
わ
せ
ら
れ
る
。
」 

▼
鈴
木
二
三
雄
「
太
宰
治
と
中
国
文
学
（
二
）
」
（
前
掲
） 

 

人人
間間
到到
るる
とと
ここ
ろろ
にに
青青
山山
がが
ああ
るる
とと
かか
書書
生生
ささ
んん
たた
ちち
がが
よよ
くく
歌歌
つつ
てて
ゐゐ
るる
ぢぢ
やや
ああ
りり
まま
せせ
んん
かか
。。（
７-

141
） 

 

釈
月
性
「
将
東
遊
題
壁
」
（
将
に
東
遊
せ
ん
と
し
て
壁
に
題
す
）
の
一
節
。 

※
全
文
は
以
下
の
通
り
。
「
男
児
立
志
出
郷
関
／
学
若
無
成
無
死
不
還
／
埋
骨
豈
惟
墳
墓
地
／
人
間
到
処
有
青
山
」
。 

 

晴晴
川川
歴歴
々々
たた
りり
漢漢
陽陽
のの
樹樹
、、
芳芳
草草
萋萋
々々
たた
りり
鸚鸚
鵡鵡
のの
洲洲
、、（（
中中
略略
））「「
わわ
がが
郷郷
関関
何何
れれ
のの
処処
ぞぞ
是是
なな
るる
、、
煙煙
波波
江江
上上
、、
人人
をを
しし
てて
愁愁
へへ
しし
むむ
」」  

（
７-

142
） 

崔
顥
「
黄
鶴
楼
」
の
一
節
。 

▼
参
照
＝
鈴
木
二
三
雄
「
太
宰
治
と
中
国
文
学
（
二
）
」
（
前
掲
） 

※
全
文
は
以
下
の
通
り
。
「
昔
人
已
乗
白
雲
去
／
此
地
空
餘
黄
鶴
樓
／
黄
鶴
一
去
不
復
返
／
白
雲
千
載
空
悠
悠
／
晴
川
歴
歴
漢
陽
樹
／

芳
艸
萋
萋
鸚
鵡
洲
／
日
暮
郷
關
何
處
是
／
煙
波
江
上
使
人
愁
」
。
『
唐
詩
選
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。 

 
 
 

帆帆
影影
点点
々々
とと
いい
そそ
がが
しし
げげ
にに
江江
上上
をを
往往
来来
しし
、、（（
中中
略略
））
更更
にに
北北
方方
にに
はは
漢漢
水水
蜿蜿
蜒蜒
とと
天天
際際
にに
流流
れれ
、、（
７-

142
） 

  

●
「
こ
の
描
写
な
ど
は
、
格
調
の
高
い
漢
文
調
を
現
代
文
に
取
り
入
れ
流
麗
な
文
体
を
な
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
崔
顥
「
黄

鶴
楼
」（
中
略
）
お
よ
び
李
白
の
「
黄
鶴
楼
送
孟
浩
然
之
広
陵
」
と
題
し
た
「
故
人
西
辞
黄
鶴
楼 

煙
花
三
月
下
揚
州 

孤
帆
遠
影
碧

空
尽 

唯
見
長
江
流
天
際
」
の
詩
を
合
わ
せ
み
る
時
、
こ
れ
ら
の
詩
想
と
詩
語
が
渾
然
と
し
て
文
章
と
調
和
し
、
格
調
の
高
い
優
れ

た
文
章
に
な
り
き
っ
て
い
る
こ
と
に
驚
く
の
で
あ
る
。
」 
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▼
鈴
木
二
三
雄
「
太
宰
治
と
中
国
文
学
（
二
）
」
（
前
掲
） 

 
「「
おお
伽伽
草草
紙紙
」」  

春春
宵宵
一一
刻刻
、、
値値
千千
金金
、、（
７-

153
） 

蘇
軾
「
春
夜
」
の
一
節
。 

※
全
文
は
以
下
の
通
り
。
「
春
宵
一
刻
直
千
金
／
花
有
清
香
月
有
陰
／
歌
管
楼
台
声
細
細
／
鞦
韆
院
落
夜
沈
沈
」
。 

▼
参
照
＝
長
谷
川
泉
「
瘤
取
り
(3)―

太
宰
治―

（
近
代
文
学
の
鑑
賞
・
三
十
）
」（
「
國
文
學
」
一
九
六
七
・
五→

『
日
本
文
学
研
究
資

料
叢
書 

太
宰
治
』
一
九
七
〇
・
三
、
有
精
堂
）
。 

 

むむ
すす
めめ
島島
田田
でで
年年
寄寄
りり
やや
かか
つつ
らら
ぢぢ
やや  

赤赤
いい
襷襷
にに
迷迷
ふふ
もも
無無
理理
やや
なな
いい  

嫁嫁
もも
笠笠
きき
てて
行行
かか
ぬぬ
かか
來來
いい
來來
いい 

（
中
略
） 

大大
谷谷
通通
れれ
ばば
石石
ばば
かか
りり  

笹笹
山山
通通
れれ
ばば
笹笹
ばば
かか
りり
（
７-

161
） 

「
ウ
タ 

阿
波
は
よ
い
と
こ
蜂
須
賀
さ
ん
の
／
御
威
勢
踊
り
で
夜
が
明
け
る
／
ハ
ヤ
シ 

娘
島
田
で
年
寄
り
や
鬘
ぢ
や
／
赤
い
襷
に
迷

ふ
も
無
理
や
な
い
／
嫁
も
笠
き
て
行
か
ぬ
か
来
い

く
／
ウ
タ 

徳
島
育
ち
で
踊
り
子
姿
／
ぞ
め
き
流
し
で
町
々
へ
／
ハ
ヤ
シ 

大
谷

通
れ
ば
石
ば
か
り
／
笹
山
通
れ
ば
笹
ば
か
り
／
猪
豆
喰
う
て
ホ
ー
イ
ホ
イ

く
」
（
『
日
本
地
理
風
俗
大
系
』
第
六
巻
（
一
九
三
〇
、
新

光
社
） 

※
阿
波
地
方
の
盆
踊
り
（
阿
波
踊
り
）
の
歌
詞
。 
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是是
はは
阿阿
波波
のの
鳴鳴
門門
にに
一一
夏夏
をを
送送
るる
僧僧
にに
てて
候候
。。
ささ
てて
もも
此此
浦浦
はは
平平
家家
のの
一一
門門
果果
てて
給給
ひひ
たた
るる
所所
なな
れれ
ばば
痛痛
はは
しし
くく
存存
じじ
、、
毎毎
夜夜
此此
磯磯
辺辺
にに
出出
でで

てて
御御
経経
をを
読読
みみ
奉奉
りり
候候
。。
磯磯
山山
にに
、、
暫暫
しし
岩岩
根根
のの
まま
つつ
程程
にに
、、
暫暫
しし
岩岩
根根
のの
まま
つつ
程程
にに
、、
誰誰
がが
夜夜
舟舟
とと
はは
白白
波波
にに
、、
楫楫
音音
ばば
かか
りり
鳴鳴
門門
のの
、、
浦浦
静静

かか
なな
るる
今今
宵宵
かか
なな
、、
浦浦
静静
かか
なな
るる
今今
宵宵
かか
なな
。。
きき
のの
ふふ
過過
ぎぎ
、、
けけ
ふふ
とと
暮暮
れれ
、、
明明
日日
まま
たた
かか
くく
ここ
そそ
有有
るる
べべ
けけ
れれ
。。（
７-

166
） 

謡
曲
「
通
盛
」
の
一
節 

「
こ
れ
は
阿
波
の
鳴
門
に
一
夏
を
送
る
僧
に
て
候
。
さ
て
も
此
浦
は
。
平
家
の
一
門
の
果
て
給
ひ
た
る
處
な
れ
ば
痛
は
し
く
存
じ
。
毎

夜
此
磯
辺
に
出
で
て
御
経
を
読
み
奉
り
候
。
唯
今
も
出
で
て
弔
い
申
さ
ば
や
と
思
ひ
候
。
／
磯
山
に
。
暫
し
岩
根
の
待
つ
程
に
。
暫
し

岩
根
の
待
つ
程
に
。
誰
が
夜
舟
と
は
白
波
に
。
楫
音
ば
か
り
鳴
門
の
。
浦
静
か
な
る
今
宵
か
な
浦
静
か
な
る
今
宵
か
な
。
／
す
は
遠
山

寺
の
鐘
の
声
。
此
磯
近
く
聞
え
候
。
／
入
相
ご
さ
め
れ
急
が
給
へ
。
／
き
の
ふ
過
ぎ
。
／
け
ふ
と
暮
れ
。
／
明
日
亦
か
く
こ
そ
あ
る
べ

け
れ
。
」
（
『
大
日
本
文
庫 
文
学
篇 

謡
曲
選
』
一
九
三
六
・
七
、
春
陽
堂
書
店
） 

●
「
こ
の
詞
章
は
、「
日
本
古
典
文
学
大
系
」
本
（
岩
波
書
店
）
の
「
謡
曲
集
」
上
の
「
道
盛
」
に
よ
れ
ば
、
字
句
の
異
同
が
あ
る
。（
中

略
）
太
宰
の
文
は
、
短
く
な
っ
て
お
り
、（
中
略
）
防
空
壕
の
な
か
で
参
考
書
な
し
に
書
い
た
と
す
る
こ
と
と
の
関
連
の
存
す
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
記
憶
に
頼
っ
て
し
る
し
た
と
も
見
ら
れ
る
が
、
あ
る
い
は
意
図
し
て
、
短
く
刈
り
込
ん
だ
と
も
思
わ
れ
る
。
」 

▼
長
谷
川
泉
「
瘤
取
り
(3)―

太
宰
治―

（
近
代
文
学
の
鑑
賞
・
三
十
）
」
（
前
掲
） 

 
 
 

苅苅
薦薦
のの  

乱乱
れれ
出出
づづ  

見見
ゆゆ  

海海
人人
のの
釣釣
船船
（
７-

170
） 

柿
本
人
麻
呂
の
和
歌
「
飼
飯
の
海
の
に
は
好
く
あ
ら
し
刈
薦
の
乱
れ
出
づ
見
ゆ
海
人
の
釣
船
」
（
『
万
葉
集
』
巻
三
（
256
）
）
の
一
節
。 

▼
参
照
＝
佐
佐
木
信
綱
編
『
新
訓
万
葉
集 

上
巻
』
（
一
九
二
七
・
九
、
岩
波
文
庫
） 
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カカ
ゴゴ
メメ  

カカ
ゴゴ
メメ  

カカ
ゴゴ
ノノ
ナナ
カカ
ノノ  

スス
ズズ
メメ  

イイ
ツツ  

イイ
ツツ  

デデ
ハハ
ルル
（
７-

242
） 

童
謡
「
か
ご
め
か
ご
め
」 

※
地
方
に
よ
っ
て
歌
詞
が
違
う
。
広
島
高
等
師
範
学
校
附
属
小
学
校
音
楽
研
究
部
編
『
日
本
童
謡
民
謡
曲
集
』（
一
九
三
三
・
六
、
目
黒

書
店
）
に
は
、「
籠
目 

籠
目
／
か
ご
の
中
の
鳥
は
／
い
つ
い
つ
出
や
る
／
夜
明
け
の
晩
に
／
鶴
と
亀
と
す
べ
つ
た
／
「
後
の
正
面
誰

れ
」
」
（
千
葉
）
、
「
か
ご
め
か
ご
め 

か
ご
の
中
の
鳥
は
／
い
つ
で
て
あ
そ
ぶ 

よ
あ
け
ご
ろ
に
／
あ
か
つ
き
か
け
て 

な
に
を
か
つ

ぐ
る
／
た
れ
が
う
し
ろ
」（
富
山
）
、「
か
ご
め 

か
ご
め 

籠
の
中
の
鳥
は
／
何
時
出
て
遊
ぶ 

夜
明
け
の
頃
に
／
暁
か
け
て 

何
と

か
告
ぐ
る
／
コ
ツ
ケ
ラ 
コ
ツ
ケ
ラ 

コ
ツ
ケ
ラ
コ
」（
愛
知
）
な
ど
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
本
文
中
に
は
「
ス
ズ
メ
」
が
出
て
く
る

の
は
仙
台
に
伝
わ
る
歌
詞
だ
と
さ
れ
て
い
る
が
、
確
認
は
で
き
な
か
っ
た
。 

 

 

「「
パパ
ンン
ドド
ララ
のの
匣匣
」」  

富富
士士
のの
山山
ほほ
どど
おお
金金
をを
たた
めめ
てて
毎毎
日日
五五
十十
銭銭
ずず
つつ
使使
ふふ
つつ
もも
りり
だだ
とと
かか
、、
馬馬
鹿鹿
々々
々々
しし
いい
、、
なな
んん
のの
意意
味味
もも
なな
いい
よよ
うう
なな
唄唄
ばば
かか
りり
なな
のの
でで
、、  

（
７-

292
） 

※
都
々
逸
「
富
士
の
山
ほ
ど
お
金
を
貯
め
て
そ
れ
を
チ
ビ

く
使
ひ
た
い
」
か
。 

▼
参
照
＝
黒
岩
涙
香
選
『
定
本
俚
謡
正
調
』
（
一
九
二
八
・
九
、
交
蘭
社
） 

 

末末
はは
博博
士士
かか
大大
臣臣
かか
、、
よよ
しし
なな
書書
生生
にに
やや
金金
がが
無無
いい
（
７-

327
） 

※
都
々
逸
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
出
典
は
未
詳
。 
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乱乱
れれ
咲咲
くく
乙乙
女女
心心
のの
野野
菊菊
かか
なな
（
７-

337
） 

※
太
宰
治
の
自
作
。 

 

露露
のの
世世
はは
露露
のの
世世
なな
がが
らら
ささ
りり
なな
がが
らら
（
７-

337
） 

小
林
一
茶
の
俳
句 

 

ココ
スス
モモ
スス
のの
影影
をを
どど
るる
なな
りり
乾乾
むむ
しし
ろろ
（
７-

339
） 

※
太
宰
治
の
自
作
。 

 

相相
見見
ずず
てて
日日
長長
くく
なな
りり
ぬぬ
此此
頃頃
はは
如如
何何
にに
好好
去去
くく
やや
いい
ぶぶ
かか
しし
吾吾
妹妹
（
７-

344
） 

※
太
宰
治
の
自
作
。 

 

みみ
ちち
のの
芝芝
がが
人人
にに
踏踏
まま
れれ
てて
もも
朝朝
露露
にに
よよ
みみ
がが
ええ
るる
とと
かか
いい
うう
意意
味味
のの
、、
前前
にに
もも
幾幾
度度
かか
聞聞
かか
ささ
れれ
たた
都都
々々
逸逸
でで
ああ
るる
がが
、、（
７-

361
） 

※
「
土
手
の
芝
人
に
踏
ま
れ
て
一
度
は
枯
れ
て
露
の
情
け
で
よ
み
が
え
る
」（
泉
鏡
花
「
辰
巳
巷
談
」
、「
新
小
説
」
一
八
九
八
・
二
）
か
。 

 

太
宰
治
全
集
第
八
巻
（
担
当
：
内
海
紀
子
） 

「「
親親
とと
いい
ふふ
二二
字字
」」  
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親親
とと
いい
ふふ
二二
字字
とと
無無
筆筆
のの
親親
はは
言言
ひひ
。。
ここ
のの
川川
柳柳
はは
、、
ああ
はは
れれ
でで
ああ
るる
。。
（
８-

９
）  

『
俳
風
柳
多
留
』
七
篇
三
九
丁
表
。
『
俳
風
柳
多
留
拾
遺
』
拾
篇
一
〇
巻
六
丁
表
。 

▼
参
照
＝
有
元
伸
子
「
「
親
と
い
ふ
二
字
」
論―

太
宰
流
・
人
情
噺
の
創
作―

」
（
山
内
祥
史
編
『
太
宰
治
研
究
14
』
二
〇
〇
六
・

六
、
和
泉
書
院
） 

※
有
元
伸
子
は
、
『
俳
風
柳
多
留
』
で
は
こ
の
川
柳
に
前
句
「
し
わ
い
こ
と
か
な
〳
〵
」
が
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
、
「
小
説

冒
頭
に
お
か
れ
た
川
柳
に
は
、
「
し
わ
い
こ
と
か
な
〳
〵
」
と
い
う
柳
多
留
本
来
の
金
銭
が
ら
み
で
生
活
臭
た
だ
よ
う
滑
稽
み
を
お

び
た
前
句
の
印
象
か
ら
「
あ
は
れ
」
の
情
趣
へ
の
変
換
、
な
い
し
は
、
ま
ぬ
け
で
滑
稽
な
味
と
「
あ
は
れ
」
（
哀
れ
／
情
趣
）
と
の

二
重
の
重
ね
合
わ
せ
が
な
さ
れ
た
」
と
指
摘
し
て
い
る
。 

  

「「
苦苦
悩悩
のの
年年
鑑鑑
」」  

人人
道道
主主
義義
。。
ルル
パパ
シシ
カカ
とと
いい
ふふ
もも
のの
がが
流流
行行
しし
てて
、、
カカ
チチ
ユユ
ウウ
シシ
ヤヤ
可可
愛愛
いい
やや
、、
とと
いい
ふふ
歌歌
がが
はは
やや
つつ
てて
、、
ひひ
どど
くく
、、
きき
ざざ
にに
なな
つつ
てて
しし
まま
つつ
たた
。。  

（
８-

77
） 

 
 

カ
チ
ュ
ー
シ
ャ
か
わ
い
や 

わ
か
れ
の
つ
ら
さ
／
せ
め
て
淡
雪
と
け
ぬ
間
と
／
神
に
願
い
を 

ラ
ラ 

か
け
ま
し
ょ
か
（
島
村
抱
月
・
相

馬
御
風
作
詞
、
中
山
晋
平
作
曲
『
カ
チ
ュ
ー
シ
ャ
の
唄
』
一
九
一
四
年
） 

※
一
九
一
四
（
大
正
三
）
年
三
月
二
六
日
、
劇
団
芸
術
座
が
第
三
回
公
演
と
し
て
帝
国
劇
場
で
『
復
活
』
（
ト
ル
ス
ト
イ
原
作
、
島
村

抱
月
翻
訳
・
脚
色
）
を
上
演
し
た
。
明
治
末
期
以
降
の
ト
ル
ス
ト
イ
へ
の
関
心
の
高
ま
り
を
背
景
に
、
『
復
活
』
は
大
ヒ
ッ
ト
し
、

主
演
の
松
井
須
磨
子
が
歌
う
劇
中
歌
「
カ
チ
ュ
ー
シ
ャ
の
唄
」
と
と
も
に
一
世
を
風
靡
し
た
。 

▼
参
照
＝
下
川
耿
史
・
家
庭
総
合
研
究
会
編
『
明
治
・
大
正
家
庭
史
年
表
』
（
二
〇
〇
〇
・
三
、
河
出
書
房
新
社
） 

●
「
新
劇
が
劇
中
歌
と
も
い
え
る
歌
を
持
っ
た
の
は
こ
の
舞
台
が
は
じ
め
て
だ
が
、
ま
ず
学
生
街
に
ひ
ろ
ま
っ
た
『
カ
チ
ュ
ー
シ
ャ
の

唄
』
は
、
や
が
て
学
生
が
帰
郷
し
て
も
歌
っ
た
こ
と
か
ら
全
国
的
に
愛
唱
さ
れ
た
。
流
行
歌
の
鼻
祖
で
あ
る
。
同
時
に
須
磨
子
の
扮

装
を
真
似
て
カ
チ
ュ
ー
シ
ャ
髪
が
流
行
し
、
カ
チ
ュ
ー
シ
ャ
の
名
を
つ
け
た
櫛
や
か
ん
ざ
し
や
リ
ボ
ン
が
指
輪
が
売
り
出
さ
れ
た
。

新
劇
が
ひ
ろ
い
範
囲
で
風
俗
に
流
行
を
お
よ
ぼ
し
た
の
は
、
『
復
活
』
が
空
前
絶
後
だ
ろ
う
。
」 
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▼
大
笹
吉
雄
『
日
本
現
代
演
劇
史 

明
治
・
大
正
篇
』
（
一
九
八
五
・
三
、
白
水
社
） 

 
 ここ

のの
一一
戦戦
なな
にに
がが
なな
んん
でで
もも
やや
りり
抜抜
くく
ぞぞ
、、
とと
いい
ふふ
歌歌
をを
将将
軍軍
たた
ちち
はは
奨奨
励励
しし
たた
がが
、、
少少
しし
もも
はは
やや
らら
なな
かか
つつ
たた
。。
（
８-

81
） 

此
の
一
戦 

な
に
が
な
ん
で
も 

や
り
ぬ
く
ぞ
（
大
政
翼
賛
会
標
語
、
信
時
潔
作
曲
） 

※
日
本
放
送
協
会
の
ラ
ジ
オ
放
送
『
国
民
歌
謡
』
が
、
一
九
四
一
年
二
月
よ
り
『
わ
れ
ら
の
う
た
』
と
名
称
を
変
え
、
「
大
政
翼
賛
の

歌
」
「
さ
う
だ
そ
の
意
気
」
「
ア
ジ
ア
の
力
」
な
ど
大
政
翼
賛
会
が
募
集
制
作
し
た
楽
曲
を
放
送
し
た
。
さ
ら
に
日
米
開
戦
後
の
一

九
四
二
年
二
月
に
は
『
国
民
合
唱
』
と
改
称
し
、
「
此
の
一
戦
」
を
放
送
す
る
。 

▼
参
照
＝
吉
田
裕
・
森
武
麿
・
伊
香
俊
哉
・
高
岡
裕
之
編
『
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
辞
典
』
（
二
〇
一
五
・
一
一
、
吉
川
弘
文
館
） 

●
「
『
国
民
合
唱
』
は
一
九
四
二
年
二
月
に
始
ま
り
、
最
初
の
曲
目
は
「
此
の
一
戦
」
だ
っ
た
。
こ
れ
は
『
国
民
歌
謡
』
同
様
の
ス
タ

イ
ル
で
放
送
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
四
五
年
八
月
の
「
戦
闘
機
の
歌
」
ま
で
九
十
余
曲
が
放
送
さ
れ
た
。
そ
し
て
放
送
だ
け
で
な
く

『
わ
れ
ら
の
う
た
』
で
放
送
さ
れ
た
楽
曲
と
と
も
に
、
大
政
翼
賛
会
や
情
報
局
に
よ
る
国
民
教
化
運
動
に
も
活
用
さ
れ
、
上
か
ら
の

国
民
動
員
の
一
手
段
と
し
て
機
能
し
て
い
く
の
で
あ
っ
た
。
（
中
略
）
『
国
民
合
唱
』
で
最
初
に
放
送
し
た
曲
「
此
の
一
戦
」
は
、

し
か
し
な
が
ら
放
送
直
後
に
痛
烈
な
批
判
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
「
此
の
一
戦
、
何
が
な
ん
で
も
や
り
ぬ
く
ぞ
」
と
い

う
政
翼
賛
会
制
定
の
標
語
に
曲
を
つ
け
た
も
の
だ
が
、
カ
ノ
ン
形
式
の
楽
曲
に
対
し
大
衆
が
歌
う
こ
と
が
で
き
る
の
か
と
い
う
批
判

や
、
標
語
を
「
詩
」
と
し
て
扱
う
限
界
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
。
」 

▼
戸
ノ
下
達
也
『
音
楽
を
動
員
せ
よ 

統
制
と
娯
楽
の
十
五
年
戦
争
』
（
二
〇
〇
八
・
二
、
青
弓
社
） 

  

「「
冬冬
のの
花花
火火
」」  

（（
清清
蔵蔵
））
（（
中中
略略
））  

ああ
なな
たた
はは
歩歩
きき
なな
がが
らら
、、
山山
辺辺
もも
野野
辺辺
もも
春春
のの
霞霞
、、
小小
川川
はは
囁囁
きき
、、
桃桃
のの
莟莟
ゆゆ
るる
むむ
、、
とと
いい
ふふ
唱唱
歌歌
をを
うう
たた
つつ
てて
。。  

（（
数数
絵絵
））
ゆゆ
るる
むむ
ぢぢ
やや
なな
いい
わわ
よよ
。。
桃桃
のの
莟莟
うう
るる
むむ
。。
潤潤
むむ
だだ
つつ
たた
わわ
。。
（
８-
126
） 

※
出
典
不
明 
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※
三
輪
義
方
作
歌
、
ペ
リ
ニ
ー
作
曲
「
祝
歌
」
の
、
「
山
辺
も
野
辺
も
、
か
す
み
わ
た
り
。
／
花
わ
ら
ひ
、
鳥
う
た
ふ
。
／
君
が
代
の
、

春
の
日
に
。
／
桂
を
折
え
し
、
我
友
の
其
光
栄
。
／
お
も
へ
ば
そ
の
身
の
、
光
栄
の
み
か
。
／
御
代
の
光
、
御
国
の
栄
。
／
花
も
鳥

も
、
祝
へ
や
い
は
へ
。
」
（
山
田
源
一
郎
編
『
女
学
唱
歌
』
一
九
〇
一
・
九
、
共
益
商
社
）
の
一
節
を
用
い
て
太
宰
が
自
作
し
た
も

の
か
。
「
祝
歌
」
は
ヴ
ィ
ン
チ
ェ
ン
ツ
ォ
・
ベ
ッ
リ
ー
ニ
作
の
オ
ペ
ラ
『
ノ
ル
マ
』
中
の
歌
曲
。 

  

（（
清清
蔵蔵
））
（（
中中
略略
））
島島
田田
のの
小小
説説
のの
中中
にに
ここ
んん
なな
俳俳
句句
がが
ああ
りり
まま
しし
たた
。。
白白
足足
袋袋
やや
主主
婦婦
のの
一一
日日
始始
まま
りり
ぬぬ
。。
（
８-

129
） 

※
太
宰
の
自
作
句
か
。 

※
「
白
足
袋
」
「
足
袋
」
は
冬
の
季
語
。
「
子
は
唱
ふ
母
の
白
足
袋
光
る
と
き
」
（
中
村
草
田
男
『
万
緑
』
）
、
「
白
足
袋
遺
し
泣
く

ほ
か
寝
る
ほ
か
な
か
り
し
か
」
（
中
村
草
田
男
『
万
緑
』
）
、
「
白
足
袋
に
い
と
薄
き
紺
の
ゆ
か
り
か
な
」
（
河
東
碧
梧
桐
『
碧
梧

桐
句
集
』
）
、
「
白
足
袋
に
褄
み
だ
れ
踏
む
畳
か
な
」
（
杉
田
久
女
『
杉
田
久
女
句
集
』
）
な
ど
が
あ
る
。 

▼
参
照
＝
大
岡
信
監
修
、
日
本
う
た
こ
と
ば
表
現
辞
典
刊
行
会
編
『
日
本
う
た
こ
と
ば
表
現
辞
典
』
⑥
生
活
編―

上
巻
（
二
〇
〇
〇
・

三
、
遊
子
館
） 

 

「「
春春
のの
枯枯
葉葉
」」 

はは
るる
、、
かか
うう
ろろ
うう
のの
花花
のの
ええ
んん
、、  

めめ
ぐぐ
るる
ささ
かか
づづ
きき
、、
影影
ささ
しし
てて
、、  

ちち
よよ
のの
松松
がが
ええ
、、
わわ
けけ
いい
でで
しし
、、  

むむ
かか
しし
のの
光光
、、
いい
まま
いい
づづ
ここ
。。
（
８-

170
） 

春
高
楼
の 

花
の
宴
、
／
め
ぐ
る
盃 

か
げ
さ
し
て
／
千
代
の
松
が
枝 
わ
け
出
で
し
、
／
昔
の
光
、
い
ま
い
づ
こ
（
土
井
晩
翠
作
詞
・

滝
廉
太
郎
作
曲
『
荒
城
の
月
』
一
九
〇
一
年
。
引
用
は
教
育
芸
術
研
究
会
編
纂
『
明
治
女
学
読
本
』
巻
五 

五
版
、
一
九
一
〇
・
一
一
、

同
文
館
） 
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●
「
こ
の
詩
の
持
つ
世
界
が
、
『
滅
び
』
に
対
す
る
愛
惜
の
念
と
『
滅
び
』
が
持
つ
独
特
の
美
へ
の
憧
憬
を
人
び
と
の
心
に
掻
き
立
て
、

日
本
人
の
根
底
に
流
れ
る
美
意
識
に
訴
え
て
多
く
の
人
の
心
を
と
ら
え
て
き
た
。
」 

▼
上
笙
一
郎
編
『
日
本
童
謡
事
典
』
（
二
〇
〇
五
・
九
、
東
京
堂
出
版
） 

●
「
「
春
の
枯
葉
」
も
ま
た
、
〈
む
か
し
の
光
、
い
ま
い
ず
こ
〉
と
い
う
、
「
荒
城
の
月
」
の
朗
唱
か
ら
始
ま
っ
て
い
た
こ
と
を
思
い

返
し
て
み
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。
こ
の
二
つ
の
戯
曲
（
引
用
者
注
・
「
冬
の
花
火
」
と
「
春
の
枯
葉
」
）
は
い
ず
れ
も
、
滅
び
行
く
戦

時
共
同
体
へ
の
郷
愁
を
語
る
と
い
う
、
「
戦
後
」
の
タ
ブ
ー
に
触
れ
る
モ
チ
ー
フ
に
発
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
」 

▼
安
藤
宏
『
太
宰
治
論
』
（
二
〇
二
一
・
一
二
、
東
京
大
学
出
版
会
） 

※
小
森
陽
一
は
、
『
荒
城
の
月
』
の
歌
詞
に
あ
ら
わ
れ
る
主
体
が
、
宴
の
「
盃
」
を
回
す
共
同
体
の
複
数
性
を
帯
び
つ
つ
、
「
む
か
し
」

を
回
想
す
る
人
の
姿
と
し
て
は
限
り
な
く
透
明
化
し
て
い
る
と
指
摘
す
る
。
こ
の
曖
昧
化
さ
れ
た
複
数
性
の
問
題
が
、
戦
後
社
会
の

歪
み
を
描
く
「
春
の
枯
葉
」
に
お
い
て
、
主
体
の
単
数
性
と
複
数
性
の
葛
藤
と
し
て
現
出
し
て
い
る
と
み
る
。 

▼
参
照
＝
小
森
陽
一
「
『
春
の
枯
葉
』
論―

独
話
の
対
話
性
／
対
話
の
独
話
性
」
（
「
國
文
學
」
一
九
九
一
・
四
） 

 

（（
菊菊
代代
））
（（
中中
略略
））
はは
るる
、、
かか
うう
ろろ
うう
、、
もも
、、
そそ
れれ
かか
らら
、、
唐唐
人人
おお
吉吉
もも
、、
そそ
れれ
かか
らら
青青
いい
目目
をを
しし
たた
異異
人人
ささ
んん
とと
いい
ふふ
歌歌
もも
、、
みみ
んん
なな
ああ
たた
しし

がが
教教
へへ
たた
のの
よよ
。。
（
８-

180
） 

「
は
る
、
か
う
ろ
う
」
は
『
荒
城
の
月
』
の
一
節
。 

「
唐
人
お
吉
」
は
西
條
八
十
作
詞
、
佐
々
紅
華
作
曲
『
唐
人
お
吉
小
唄
（
明
烏
編
）
』
（
一
九
三
〇
年
）
も
し
く
は
西
條
八
十
作
詞
、

中
山
晋
平
作
曲
『
唐
人
お
吉
（
黒
船
編
）
』
（
一
九
三
七
年
）
を
さ
す
。 

「
青
い
目
を
し
た
異
人
さ
ん
と
い
ふ
歌
」
は
出
典
不
明
。
野
口
雨
情
作
詩
、
本
居
長
世
作
曲
の
童
謡
『
青
い
眼
の
人
形
』
（
一
九
二
一

年
）
に
、
「
青
い
眼
を
し
た
お
人
形
は 

ア
メ
リ
カ
生
れ
の
セ
ル
ロ
イ
ド
」
と
い
う
一
節
が
あ
る
。
ま
た
、
野
口
雨
情
作
詩
、
本
居
長

世
作
曲
『
赤
い
靴
』
（
一
九
二
一
年
）
に
、
「
赤
い
靴
は
い
て
た
女
の
子 
異
人
さ
ん
に
つ
れ
ら
れ
て 

行
っ
ち
ゃ
っ
た
／
横
浜
の
埠

頭
か
ら
船
に
乗
っ
て 

異
人
さ
ん
に
つ
れ
ら
れ
て 

行
っ
ち
ゃ
っ
た
／
今
で
は
青
い
目
に
な
っ
ち
ゃ
っ
て 

異
人
さ
ん
の
お
国
に 

い

る
ん
だ
ろ
う
」
と
い
う
一
節
が
あ
る
。 
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▼
参
照
＝
上
笙
一
郎
編
『
日
本
童
謡
事
典
』
（
前
掲
） 

※
『
青
い
眼
の
人
形
』
『
赤
い
靴
』
は
異
国
情
緒
漂
う
童
謡
で
あ
り
、
「
青
い
目
」
を
「
異
人
」
す
な
わ
ち
ア
メ
リ
カ
の
メ
タ
フ
ァ
ー

と
み
る
共
通
点
が
あ
る
。
太
宰
は
こ
れ
ら
の
童
謡
の
歌
詞
を
混
ぜ
合
わ
せ
て
編
集
し
た
か
。 

※
『
荒
城
の
月
』
は
滅
び
の
美
を
歌
い
、
『
唐
人
お
吉
（
黒
船
編
）
』
は
領
有
さ
れ
る
者
の
悲
哀
を
歌
詞
に
込
め
（
「
雨
よ
降
れ
降
れ 

降
る
ア
メ
リ
カ
に
／
ど
う
せ
乾
か
ぬ 

こ
の
袖
た
も
と
」
）
、
『
青
い
眼
の
人
形
』
『
赤
い
靴
』
は
異
国
＝
ア
メ
リ
カ
と
の
遭
遇
を

主
題
に
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
歌
曲
が
『
春
の
枯
葉
』
に
盛
り
込
む
も
の
は
、
敗
戦
に
よ
っ
て
日
本
が
「
滅
亡
」
し
、
「
日
本
の
隅

か
ら
隅
ま
で
」
ア
メ
リ
カ
に
「
占
領
」
さ
れ
た
と
い
う
現
実
（
「
冬
の
花
火
」
）
へ
の
厳
粛
な
注
視
で
あ
ろ
う
。 

 

（（
野野
中中
））
（（
中中
略略
））  

ああ
なな
たた
ぢぢ
やや  

なな
いい
のの
よよ  

ああ
なな
たた
ぢぢ
やや  

なな
いい  

ああ
なな
たた
をを  

待待
つつ
てて  

ゐゐ
たた
のの
ぢぢ
やや
なな
いい  

とと
いい
ふふ
歌歌
をを
知知
つつ
てて
ゐゐ
るる
かか
ねね
。。
ここ
れれ
はは
ねね
、、
「「
ドド
アア
をを
ひひ
らら
けけ
ばば
」」
とと
いい
ふふ
ここ
のの
頃頃
のの
流流
行行
歌歌
だだ
がが
ねね
、、
知知
らら
んん
のの
かか
、、
君君
はは
。。  （

８-

193
） 

※
出
典
不
明 
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※
安
藤
宏
は
、
「
冬
の
花
火
」
と
「
春
の
枯
葉
」
に
、
「
〈
青
い
目
を
し
た
異
人
〉
に
我
が
身
を
犠
牲
に
し
た
「
唐
人
お
吉
」
の
歌
」

「
〈
あ
な
た
ぢ
や
／
な
い
の
よ
／
あ
な
た
ぢ
や
／
な
い
／
あ
な
た
を
／
待
つ
て
／
ゐ
た
の
ぢ
や
な
い
〉
と
い
う
流
行
歌
」
が
描
き
込

ま
れ
た
こ
と
に
注
目
し
、
「
こ
の
二
つ
の
戯
曲
は
そ
の
当
初
か
ら
、
占
領
軍
へ
の
あ
か
ら
さ
ま
な
反
発
を
秘
め
た
、
「
反
・
戦
後
」

的
な
モ
チ
ー
フ
に
依
拠
し
て
い
た
の
で
あ
る
」
と
指
摘
す
る
。 

▼
安
藤
宏
『
太
宰
治
論
』
（
前
掲
） 

●
「
ど
う
し
て
そ
ん
な
に
太
宰
に
魅
か
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
（
中
略
）
教
員
に
な
り
た
て
の
、
新
制
の
早
稲
田
の
高
等
学
校
の
学
園

祭
で
「
春
の
枯
葉
」
を
や
る
と
い
う
の
で
、
事
前
に
手
渡
さ
れ
た
稽
古
台
本
で
、
「
あ
な
た
ぢ
や
／
な
い
の
よ
／
あ
な
た
ぢ
や
／
な

い
／
あ
な
た
を
／
待
つ
て
／
ゐ
た
の
ぢ
や
な
い
」
に
出
会
っ
て
、
こ
れ
だ
、
こ
れ
だ
、―

―

こ
れ
で
太
宰
に
引
き
回
さ
れ
た
の
か
、

と
思
っ
た
り
し
た
。
太
宰
治
は
敗
戦
直
後
の
日
本
を
実
感
し
、
体
現
し
、
代
弁
し
た
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
。
」 

▼
保
昌
正
夫
「
太
宰
治
私
記―

浅
見
淵
氏
の
こ
と
な
ど
」
（
『
太
宰
治
全
集
』
第
10
巻
月
報
９
、
一
九
九
九
・
一
、
筑
摩
書
房
） 

 

「「
親親
友友
交交
歓歓
」」 

山山
川川
草草
木木
うう
たた
たた
ああ
荒荒
涼涼  

十十
里里
血血
なな
まま
ああ
ぐぐ
ささ
ああ
しし
新新
戦戦
場場  

しし
かか
もも
、、
後後
半半
はは
忘忘
れれ
たた
とと
いい
うう
。。
（
８-

244
） 

山
川
草
木
転
荒
涼
／
十
里
風
腥
新
戦
場
／
征
馬
不
前
人
不
語
／
金
州
城
外
立
斜
陽
（
乃
木
希
典
「
金
州
城
下
作
」
一
九
〇
四
・
六
） 

▼
参
照
＝
岩
崎
文
人
「
『
親
友
交
歓
』
論―

井
伏
鱒
二
に
ふ
れ
て―

」
（
山
内
祥
史
編
『
太
宰
治
研
究
14
』
二
〇
〇
六
・
六
．
和
泉

書
院
） 

※
岩
崎
文
人
は
、
津
島
修
冶
名
義
の
エ
ッ
セ
イ
「
将
軍
」
（
「
蜃
気
楼
」
大
正
一
五
年
六
月
号
）
に
言
及
し
、
乃
木
将
軍
の
遺
物
展
覧

会
で
彼
の
凡
庸
な
日
常
生
活
の
一
端
を
か
い
ま
見
た
「
僕
」
が
、
そ
れ
ま
で
乃
木
将
軍
に
対
し
て
抱
い
て
い
た
頑
固
な
「
ヤ
カ
マ
シ

屋
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
捨
て
て
「
人
間
」
と
し
て
懐
か
し
さ
を
感
じ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
か
ら
、
「
偉
人
に
関
す
る
評
価
の
逆
転
と
い
う
図

式
」
を
読
み
取
り
、
「
『
親
友
交
歓
』
の
木
村
、
神
崎
、
韓
信
の
例
と
類
縁
の
も
の
で
も
あ
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。 
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●
「
金
州
城
下
作
」
通
釈…

山
川
草
木 

転
（
う
た
）
た
荒
涼
／
十
里 

風
腥
（
な
ま
ぐ
さ
）
し
新
戦
場
／
征
馬
前
（
す
す
）
ま
ず 

人

語
ら
ず
／
金
州
城
外 

斜
陽
に
立
つ 

山
も
川
も
草
も
木
も
す
べ
て
砲
弾
の
跡
な
ま
な
ま
し
く
、
満
目
た
だ
荒
れ
果
て
た
光
景
で
あ
る
／
十
里
の
間
、
風
も
ま
だ
な
ま
ぐ
さ
い

新
戦
場
で
あ
る
／
わ
が
乗
る
軍
馬
も
進
も
う
と
は
せ
ず
、
傍
ら
の
者
も
一
様
に
窮
し
て
語
ら
な
い
／
か
く
て
夕
日
傾
く
金
州
の
城
外
に
、

し
ば
ら
く
茫
然
と
た
た
ず
ん
だ
こ
と
で
あ
る 

「
金
州
は
大
連
（
現
在
の
中
国
旅
大
市
東
部
を
占
め
る
）
の
東
北
に
あ
り
、
日
露
戦
争
の
際
の
南
山
の
激
戦
地
。
し
か
も
作
者
の
長
男

勝
典
戦
士
の
場
所
。
明
治
三
十
七
六
月
七
日
、
こ
こ
を
訪
れ
て
作
っ
た
。
」 

▼
猪
口
篤
志
『
日
本
漢
詩
鑑
賞
辞
典
』
（
一
九
八
〇
・
七
、
角
川
書
店
） 

 

「「
男男
女女
同同
権権
」」 

「「
ここ
ぞぞ
のの
道道
徳徳
いい
まま
いい
づづ
ここ
」」
とと
いい
ふふ
題題
のの
、、
多多
少少
、、
分分
別別
顔顔
のの
詩詩
集集
をを
出出
版版
いい
たた
しし
まま
しし
たた
とと
ここ
ろろ
、、
一一
ぺぺ
んん
でで
私私
はは
完完
全全
にに
ダダ
メメ
にに
なな
りり
まま

しし
たた
。。
（
８-

250
） 

「
わ
れ
に
告
げ
て
よ
い
づ
く
の
辺
り
に
／
羅
馬
の
あ
で
び
と
フ
ロ
ラ
は
あ
り
や
／
ア
ル
シ
ビ
ア
ダ
は 

ま
た 

タ
イ
ス
は
／
い
づ
れ
劣

ら
ぬ
人
の
美
の
双
璧
な
り
し
が
。
／
水
面
に
立
ち
て
ひ
と
の
よ
ば
は
ば 

い
ら
へ
を
返
へ
す
／
そ
の
姿
こ
の
世
の
も
の
と
も
見
え
ざ
り

し
／
エ
コ
も
い
づ
く
ぞ
、
わ
れ
に
告
げ
て
よ
。
／
さ
あ
れ
古
歳
の
雪
や
い
づ
く
ぞ
」
（
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ヴ
ィ
ヨ
ン
「
そ
の
か
み
の
美
女

を
歌
へ
る
バ
ラ
ー
ド
」
、
佐
藤
輝
夫
訳
『
大
遺
言
書
』
一
九
四
〇
・
三
、
弘
文
堂
書
房
）
の
一
節
を
も
じ
っ
た
も
の
か
。 

※
佐
藤
春
夫
の
詩
集
『
魔
女
』
（
一
九
三
一
・
一
〇
、
以
士
帖
印
社
）
に
、
「
カ
リ
グ
ラ
ム 

尋
ね
人
新
聞
広
告
文
案
」
と
題
し
、
「
こ

ぞ
の 

雪 

い
ま
い
ず
こ 

(

春)

」
の
一
行
の
み
か
ら
な
る
詩
が
あ
る
。
ヴ
ィ
ヨ
ン
の
「
さ
あ
れ
古
歳
の
雪
や
い
づ
く
ぞ
」
に
よ
そ

え
て
、
「
春
（
春
夫
）
」
が
思
い
を
寄
せ
る
女
性
（
「
雪
」
）
の
行
方
を
捜
し
求
め
て
新
聞
に
出
す
尋
ね
人
広
告
の
文
案
と
い
う
意

匠
で
あ
る
。
こ
の
詩
を
太
宰
は
念
頭
に
置
い
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。 

 

「「
メメ
リリ
イイ
クク
リリ
スス
ママ
スス
」」 
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「「
トト
カカ
ナナ
ンン
トト
カカ
イイ
ツツ
チチ
ヤヤ
ツツ
テテ
ネネ
、、
ソソ
レレ
デデ
スス
カカ
ララ
ネネ
エエ
、、
ポポ
オオ
ツツ
トト
シシ
チチ
ヤヤ
ツツ
テテ
ネネ
エエ
、、
リリ
ンン
ゴゴ
可可
愛愛
イイ
ヤヤ
（（
中中
略略
））
」」
（
８-

299
） 

赤
い
リ
ン
ゴ
に 

口
び
る
よ
せ
て
／
だ
ま
っ
て
み
て
い
る 

青
い
空
／
リ
ン
ゴ
は
な
ん
に
も 

い
わ
な
い
け
れ
ど
／
リ
ン
ゴ
の
気
持
ち

は 

よ
く
わ
か
る
／
リ
ン
ゴ
可
愛
や 

可
愛
や
リ
ン
ゴ
（
サ
ト
ウ
ハ
チ
ロ
ー
作
詞
、
万
城
目
正
作
曲
、
仁
木
他
喜
雄
編
曲
『
リ
ン
ゴ
の

唄
』
一
九
四
六
・
一
、
日
本
コ
ロ
ム
ビ
ア
） 

※
戦
後
初
の
企
画
映
画
と
し
て
一
九
四
五
年
一
〇
月
に
封
切
ら
れ
た
『
そ
よ
か
ぜ
』
（
松
竹
大
船
）
の
主
題
歌
お
よ
び
挿
入
歌
が
『
リ

ン
ゴ
の
唄
』
で
あ
る
。
映
画
の
主
役
を
演
じ
る
松
竹
少
女
歌
劇
団
の
並
木
路
子
が
歌
っ
て
人
気
と
な
り
、
一
九
四
六
年
一
月
に
戦
後

最
初
の
レ
コ
ー
ド
が
発
売
さ
れ
た
。
「
戦
後
は
リ
ン
ゴ
と
み
か
ん
か
ら
始
ま
っ
た
」
と
も
言
わ
れ
、
『
み
か
ん
の
花
咲
く
丘
』
（
川

田
正
子
歌
唱
）
と
と
も
に
、
終
戦
直
後
の
日
本
の
焼
跡
と
復
興
を
象
徴
す
る
歌
で
あ
る
。 

 

▼
参
照
＝
日
本
歌
手
協
会
編
『
流
行
歌
の
歩
み―

日
本
歌
謡
大
全
』
（
二
〇
一
四
・
一
、
日
本
歌
手
協
会
） 

  

「「
父父
」」  

宗宗
吾吾
郎郎
がが
、、
いい
よよ
いい
よよ
直直
訴訴
をを
決決
意意
しし
てて
、、
雪雪
のの
日日
にに
旅旅
立立
つつ
。。
わわ
がが
家家
のの
格格
子子
窓窓
かか
らら
、、
子子
供供
らら
がが
顔顔
をを
出出
しし
てて
、、
別別
れれ
をを
惜惜
しし
むむ
。。
とと
とと
ささ

まま
ええ
のの
うう
、、
とと
口口
々々
にに
泣泣
いい
てて
父父
をを
呼呼
ぶぶ
。。
（
８-
353
） 

三
代
目
瀬
川
如
皐
作
の
時
代
世
話
物
『
東
山
桜
荘
子
』
（
ひ
が
し
や
ま
さ
く
ら
ぞ
う
し
、
近
年
で
は
『
佐
倉
義
民
伝
』
と
し
て
も
上
演

さ
れ
る
）
の
一
場
面
。
江
戸
前
期
の
下
総
国
佐
倉
藩
領
の
義
民
、
佐
倉
宗
吾
郎
は
、
領
主
の
厳
し
い
年
貢
取
り
立
て
に
苦
し
む
農
民
の

訴
え
を
聞
き
、
村
々
を
代
表
し
て
決
死
の
覚
悟
で
直
訴
に
挑
む
。
家
族
に
別
れ
を
告
げ
る
「
子
別
れ
」
の
場
面
は
、
雪
の
降
り
し
き
る

景
色
と
義
太
夫
の
語
り
が
愁
嘆
場
を
盛
り
上
げ
る
。
佐
倉
宗
吾
郎
は
歌
舞
伎
の
他
、
講
談
に
も
描
か
れ
た
。 

 

▼
参
照
＝
冨
澤
慶
秀
・
藤
田
洋
監
修
『
最
新 

歌
舞
伎
大
事
典
』
（
二
〇
一
二
・
七
．
柏
書
房
） 

  

太
宰
治
全
集
第
九
巻
（
担
当
：
斎
藤
理
生
） 

「「
斜斜
陽陽
」」  
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昨昨
年年
はは
、、
何何
もも
無無
かか
つつ
たた
。。
／／
一一
昨昨
年年
はは
、、
何何
もも
無無
かか
つつ
たた
。。
／／
そそ
のの
前前
のの
とと
しし
もも
、、
何何
もも
無無
かか
つつ
たた
。。（
９-

38
） 

※
本
文
で
は
「
そ
ん
な
面
白
い
詩
が
、
終
戦
直
後
の
或
る
新
聞
に
載
つ
て
ゐ
た
」
と
続
い
て
い
る
。
し
か
し
調
査
の
限
り
、「
朝
日
新
聞
」

「
毎
日
新
聞
」
の
よ
う
な
全
国
紙
に
こ
の
よ
う
な
詩
は
載
っ
て
い
な
い
。
太
宰
が
目
に
す
る
可
能
性
が
高
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
「
東

奥
日
報
」
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。
太
宰
の
自
作
詩
か
。 

 

「「
ごご
無無
事事
でで
。。
もも
しし
、、
ここ
れれ
がが
永永
遠遠
のの
別別
れれ
なな
らら
、、
永永
遠遠
にに
、、
ごご
無無
事事
でで
。。
ババ
イイ
ロロ
ンン
。。」」
とと
言言
ひひ
、、
そそ
れれ
かか
らら
、、
そそ
のの
ババ
イイ
ロロ
ンン
のの
詩詩
句句
をを
原原

文文
でで
口口
早早
にに
誦誦
しし
てて
、、
私私
のの
かか
らら
だだ
をを
軽軽
くく
抱抱
いい
たた
。。（
９-

110
） 

L
o
r
d
 
B
y
r
o
n

「F
a
r
e
 
T
h
e
e
 
W
e
l
l

」 

●
松
山
敏
訳
『
バ
イ
ロ
ン
名
詩
小
曲
集
』
で
は
「
妻
と
別
れ
る
に
際
し
て
」
と
い
う
題
で
、「
お
ゝ 

さ
ら
ば
！ 

永
久
に
、
／
何
時
ま

で
も
御
機
嫌
よ
う
、
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
。 

▼
松
山
敏
訳
『
バ
イ
ロ
ン
名
詩
小
曲
集
』
（
一
九
二
六
・
一
一
、
緑
蔭
叢
書
） 

 

「
おお
ささ
んん
」」  

おお
隣隣
りり
のの
ララ
ジジ
オオ
がが
フフ
ララ
ンン
スス
のの
国国
歌歌
をを
はは
じじ
めめ
まま
しし
てて
（
９-

174
） 

フ
ラ
ン
ス
国
歌
「
ラ
・
マ
ル
セ
イ
エ
ー
ズ
」 

 

女女
房房
のの
ふふ
とと
ここ
ろろ
にに
はは
／／
鬼鬼
がが
棲棲
むむ
かか
／／
ああ
ああ
ああ
／／
蛇蛇
がが
棲棲
むむ
かか
（
９-
175
～
177
） 

近
松
門
左
衛
門
『
心
中
天
網
島
』 

●
青
木
京
子
は
、「
あ
あ
あ
」
と
い
う
部
分
に
つ
い
て
「
義
太
夫
の
節
回
し
を
覚
え
て
い
」
た
太
宰
が
加
筆
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測

し
て
い
る
。
ま
た
、「
太
宰
の
読
ん
だ
近
松
の
「
浄
瑠
璃
全
集
」
の
特
定
は
難
し
い
」
と
し
つ
つ
、
そ
の
可
能
性
の
あ
る
主
要
文
献
を
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挙
げ
て
い
る
。 

▼
青
木
京
子
「
「
お
さ
ん
」
の
女
性
像
」（
『
太
宰
文
学
の
女
性
像
』
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
六
・
七
、
一
二
一―

一
二
二
頁
お
よ
び
一
四

四―

一
四
五
頁
） 

 

「「
犯犯
人人
」」  

そそ
のの
下下
にに
はは
紺紺
碧碧
にに
まま
ささ
るる
青青
きき
流流
れれ
、、
／／
そそ
のの
上上
にに
はは
黄黄
金金
なな
すす
陽陽
のの
光光
。。
／／
ささ
れれ
どど
、、
／／
憩憩
ひひ
をを
知知
らら
ぬぬ
帆帆
はは
、、
／／
嵐嵐
のの
中中
にに
ここ
そそ
平平
穏穏
のの

ああ
るる
如如
くく
にに
、、
／／
せせ
つつ
にに
狂狂
瀾瀾
怒怒
濤濤
をを
のの
みみ
求求
むむ
るる
也也
。。（
９-

204
） 

レ
ー
ル
モ
ン
ト
フ
「
帆
」
。
奥
沢
文
朗
、
西
谷
能
雄
訳
『
レ
エ
ル
モ
ン
ト
フ
』
（
一
九
三
九
・
九
、
白
水
社
）
所
収 

●
津
島
美
知
子
「
書
斎
」
（
『
回
想
の
太
宰
治
』
二
〇
〇
八
・
三
、
講
談
社
文
芸
文
庫
、
七
二―

七
三
頁
）
に
「
三
鷹
駅
近
く
の
古
本
屋

で
購
入
」
し
た
と
記
載
が
あ
る
。 

●
斎
藤
理
生
は
、
右
記
の
『
レ
エ
ル
モ
ン
ト
フ
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
カ
・
イ
・
ア
ラ
バ
ジ
ン
著
「
レ
エ
ル
モ
ン
ト
フ
」
の
中
に
引
用

と
し
て
出
て
来
る
「
そ
の
下
に
は
紺
碧
に
ま
さ
る
青
き
流
れ
／
そ
の
上
に
は
黄
金
な
す
陽
の
光
／
さ
れ
ど
憩
ひ
知
ら
ざ
る
帆
は
／
狂

乱
を
希
む
る
こ
と
切
な
り
／
嵐
の
中
に
安
逸
の
あ
る
が
如
く
に
。
」
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
つ
つ
、
「
レ
ー
ル
モ
ン
ト
フ
の

詩
を
反
芻
す
る
過
程
で
、
「
鶴
」
の
心
は
し
だ
い
に
詩
の
言
葉
に
規
定
さ
れ
て
ゆ
く
」
と
述
べ
て
い
る
。 

▼
斎
藤
理
生
「
「
犯
人
」
の
言
葉
」
（
『
太
宰
治
研
究
15
』
二
〇
〇
七
・
六
、
和
泉
書
院
） 

 

「
酒酒
のの
追追
憶憶
」」  

「「
わわ
たた
しし
やや
／／
売売
らら
れれ
てて
行行
くく
わわ
いい
なな
」」
とと
いい
ふふ
おお
軽軽
のの
唄唄
をを
うう
たた
つつ
たた
（
９-

217-

218
） 

『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
』 

●
遠
藤
伸
治
に
は
、
「
「
お
軽
の
唄
」
を
う
た
っ
て
そ
の
度
に
転
倒
す
る
「
私
」
の
姿
は
滑
稽
で
あ
り
、
酒
を
飲
み
な
れ
な
い
頃
に
酔
っ

払
っ
て
ひ
っ
く
り
返
っ
た
経
験
の
あ
る
者
な
ら
ば
誰
し
も
、
身
に
覚
え
の
あ
る
微
笑
を
浮
か
べ
て
読
む
だ
ろ
う
」
と
い
う
指
摘
が
あ
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る
。 

▼
遠
藤
伸
治
「
太
宰
治
「
酒
の
追
憶
」
論―

そ
の
演
戯
性
に
つ
い
て―

」
（
『
太
宰
治
研
究
15
』
二
〇
〇
七
・
六
、
和
泉
書
院
） 

 

「「
渡渡
りり
鳥鳥
」」  

おお
もも
てて
にに
はは
快快
楽楽
をを
よよ
そそ
ひひ
、、
心心
にに
はは
悩悩
みみ
わわ
づづ
らら
ふふ――

ダダ
ンン
テテ
・・
アア
リリ
ギギ
エエ
リリ
（
９-

270
） 

『
改
訂 

上
田
敏
詩
集
』
（
一
九
三
五
・
一
二
、
第
一
書
房
） 

●
津
島
美
知
子
「
書
斎
」
（
『
回
想
の
太
宰
治
』
二
〇
〇
八
・
三
、
講
談
社
文
芸
文
庫
、
七
三
頁
）
に
「
古
本
屋
で
購
入
」
し
た
と
記
載

が
あ
る
。 

●
馬
場
重
行
は
、「
エ
ピ
グ
ラ
フ
に
、
既
に
こ
の
作
品
の
主
要
な
テ
ー
マ
設
定
は
露
わ
に
さ
れ
て
い
る
。「
お
も
て
」
と
「
心
」
、「
快
楽
」

と
「
悩
み
」
、
「
よ
そ
ひ
」
と
「
わ
づ
ら
ふ
」
と
い
う
よ
う
に
こ
の
エ
ピ
グ
ラ
フ
に
は
対
峙
す
る
二
項
が
明
示
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ

は
そ
の
ま
ま
一
編
の
主
題
に
重
な
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。 

▼
馬
場
重
行
「
「
渡
り
鳥
」
論―

批
評
す
る
〈
こ
と
ば
〉
」
（
『
太
宰
治
研
究
16
』
二
〇
〇
八
・
六
、
和
泉
書
院
） 

●
細
谷
博
は
、「
冒
頭
の
ダ
ン
テ
の
詩
編
「
新
生
」
に
よ
る
エ
ピ
グ
ラ
フ
「
お
も
て
に
は
快
楽
を
よ
そ
ひ
、
心
に
は
悩
み
わ
づ
ら
ふ
」
も
、

芥
川
龍
之
介
が
好
ん
で
引
い
た
、
大
燈
国
師
の
句
に
白
隠
が
付
し
た
と
い
う
「
君
看
双
眼
色
、
不
語
似
無
憂
」
に
通
じ
る
格
調
あ
る

暗
さ
を
感
受
す
る
こ
と
も
で
き
、
ま
た
、
同
じ
句
が
卑
近
に
語
ら
れ
た
「
桜
桃
」
の
よ
う
に
、
自
嘲
や
気
取
り
と
見
て
楽
し
む
こ
と

も
で
き
る
の
で
あ
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。 

▼
細
谷
博
「
「
渡
り
鳥
」
と
堀
口
大
学
訳
ヴ
ァ
レ
リ
イ
『
文
学
論
』―

笑
い
と
切
実―

」（
『
太
宰
治
研
究
23
』
二
〇
一
五
・
六
、
和
泉
書

院
） 

 

「「
人人
間間
失失
格格
」」  

しし
てて
そそ
のの
翌翌
日日
もも
同同
じじ
事事
をを
繰繰
返返
しし
てて
、、  
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昨昨
日日
にに
異異
らら
ぬぬ
慣慣
例例
にに
従従
へへ
ばば
よよ
いい
。。  

即即
ちち
荒荒
つつ
ぽぽ
いい
大大
きき
なな
歓歓
楽楽
をを
避避
けけ
てて
ささ
へへ
ゐゐ
れれ
ばば
、、  

自自
然然
まま
たた
大大
きき
なな
悲悲
哀哀
もも
やや
つつ
てて
来来
なな
いい
のの
だだ
。。  

ゆゆ
くく
てて
をを
塞塞
ぐぐ
邪邪
魔魔
なな
石石
をを  

蟾蟾
蜍蜍
はは
廻廻
つつ
てて
通通
るる
。。（
９-

376
） 

『
改
訂 

上
田
敏
詩
集
』
（
一
九
三
五
・
一
二
、
第
一
書
房
） 

●
『
渡
り
鳥
』
の
項
と
同
じ
く
、
津
島
美
知
子
「
書
斎
」
に
言
及
が
あ
る
。 

●
三
谷
憲
正
は
、
ギ
イ
・
シ
ャ
ル
ル
・
ク
ロ
オ
と
そ
の
詩
に
触
れ
つ
つ
、「
こ
の
詩
は
確
か
に
前
半
部
で
は
「
世
間
」
で
日
々
を
無
駄
に

送
っ
て
い
る
「
人
人
」
の
様
子
を
描
い
て
い
る
も
の
の
、
後
半
部
で
は
一
転
し
て
「
し
か
し
、
君
、
も
し
本
当
に
生
き
て
ゐ
た
い
な

ら
、
／
其
日
其
日
に
新
し
い
力
を
出
し
て
、
／
荒
れ
狂
ふ
生
、
／
御
せ
ら
れ
ま
い
と
す
る
生
に
う
ち
克
た
ね
ば
な
ら
ぬ
。
」
と
歌
い
、

生
活
を
「
馬
」
に
喩
え
て
読
む
者
を
叱
咤
し
、
「
宝
玉
は
鉱
石
を
破
つ
て
光
る
。
」
と
結
ん
で
い
る
。
明
ら
か
に
後
半
部
に
力
点
が
置

か
れ
、
前
半
の
「
蟾
蜍
」
と
後
半
の
「
馬
」
が
対
比
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
そ
の
う
え
で
、
「
『
改
訂 

上
田

敏
詩
集
』
に
は
も
う
一
編
、「
蟾
蜍
」
を
歌
っ
た
詩
が
訳
出
さ
れ
て
い
る
」
と
し
て
、
ト
リ
ス
タ
ン
・
コ
ル
ビ
エ
ェ
ル
「
蟾
蜍
」
に
触

れ
、「
『
上
田
敏
詩
集
』
に
登
場
す
る
二
匹
の
「
蟾
蜍
」
。
そ
れ
ぞ
れ
の
詩
で
占
め
る
役
割
は
異
な
り
な
が
ら
も
、
互
い
に
呼
応
し
合
っ

て
二
匹
で
一
つ
の
「
蟾
蜍
」
へ
と
収
斂
し
て
い
く
。
葉
蔵
が
ま
る
で
自
分
を
名
指
し
さ
れ
た
か
の
よ
う
に
「
顔
を
燃
え
る
く
ら
ゐ
赤

く
」
す
る
の
は
コ
ル
ビ
エ
ー
ル
の
「
蟾
蜍
」
の
イ
メ
ー
ジ
、
即
ち
「
頭
を
円
め
た
、
翼
の
無
い
詩
人
」
、
さ
ら
に
は
天
上
界
に
い
て
妙

な
る
声
で
歌
う
は
ず
の
鳥
「
迦
陵
頻
伽
」
が
な
ん
と
汚
れ
た
「
溝
」
に
い
る
と
い
う
存
在
の
あ
り
方
に
照
射
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
は

な
か
ろ
う
か
」
と
述
べ
て
い
る
。 

▼
三
谷
憲
正
「
「
人
間
失
格
」
と
『
上
田
敏
訳
詩
集
』
」
（
『
太
宰
治
研
究
23
』
二
〇
一
五
・
六
、
和
泉
書
院
） 

 

無無
駄駄
なな
御御
祈祈
りり
なな
んん
かか
止止
せせ
つつ
たた
らら  

涙涙
をを
誘誘
うう
もも
のの
なな
んん
かか  

かか
なな
ぐぐ
りり
すす
てて
ろろ  
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まま
アア
一一
杯杯
いい
かか
うう  

好好
いい
ここ
とと
ばば
かか
りり
思思
出出
しし
てて  

よよ
けけ
いい
なな
心心
づづ
かか
ひひ
なな
んん
かか
忘忘
れれ
つつ
ちち
まま
ひひ
なな  

……
……
  

みみ
んん
なな
聖聖
経経
をを
よよ
みみ
違違
へへ
てて
んん
のの
よよ  

でで
なな
きき
やや
常常
識識
もも
智智
慧慧
もも
なな
いい
のの
よよ  

生生
身身
のの
喜喜
びび
をを
禁禁
じじ
たた
りり  

酒酒
をを
止止
めめ
たた
りり  

いい
いい
わわ  

ムム
スス
タタ
ツツ
フフ
ァァ  
わわ
たた
しし
そそ
んん
なな
のの  

大大
嫌嫌
ひひ
（
９-

381
） 

堀
井
梁
歩
訳
『
ル
バ
イ
ヤ
ッ
ト 

異
本
留
杯
耶
土
』
（
一
九
四
七
・
五
、
南
北
書
園
） 

●
津
島
美
知
子
「
書
斎
」
（
『
回
想
の
太
宰
治
』
二
〇
〇
八
・
三
、
講
談
社
文
芸
文
庫
、
七
二
頁
）
に
「
寄
贈
本
」
で
あ
っ
た
と
記
さ
れ

て
い
る
。 

●
中
島
国
彦
は
、「
『
人
間
失
格
』
に
引
か
れ
る
順
は
、
堀
井
訳
の
章
数
で
は
、
49
、
55
、
26
、
82
、
31
、
36
、
44
、
83
、
84
、
72
、

90
で
あ
り
、
完
全
に
太
宰
は
訳
本
を
手
元
に
置
き
、
気
に
入
っ
た
も
の
か
ら
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
行
っ
た
」
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て

い
る
。
そ
の
う
え
で
、
「
「
不
安
」
「
恐
怖
」
「
正
義
」
「
罪
」
と
い
っ
た
、
『
人
間
失
格
』
の
中
に
繰
り
返
し
出
て
来
る
観
念
語
が
、
こ

の
『
ル
バ
イ
ヤ
ッ
ト
』
引
用
の
中
に
見
ら
れ
る
」
ゆ
え
に
、「
こ
う
し
た
詩
句
の
い
く
つ
か
の
語
句
は
、
太
宰
に
と
っ
て
、
一
種
の
触

媒
と
し
て
作
用
し
た
」
と
想
定
す
る
。
た
だ
、
「
「
引
用
」
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
作
品
は
本
来
の
流
れ
を
分
断
さ
れ
、
見
せ
か
け
の
複

雑
さ
、
重
層
性
し
か
生
み
出
さ
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
」
と
問
い
、
作
品
に
即
し
て
考
え
れ
ば
、「
こ
う
い
う
形
で
し
か
手
記
を
葉

蔵
が
残
せ
な
か
っ
た
こ
と
、
つ
ま
り
引
用
を
挿
入
し
て
自
己
の
過
去
を
語
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
こ
と
の
中
に
、
葉
蔵
の
矛
盾
、
悲

劇
が
存
在
し
た
よ
う
に
思
う
」
と
す
る
。 

▼
中
島
国
彦
「
「
人
間
失
格
」
へ
の
一
視
点―

「
引
用
」
の
機
能
」
（
「
國
文
學
」
一
九
九
一
・
四
） 

●
『
ル
バ
イ
ヤ
ッ
ト
』
を
書
い
た
オ
マ
ー
ル
・
カ
イ
ヤ
ム
と
そ
の
日
本
語
訳
に
つ
い
て
は
、
九
頭
見
和
夫
「
「
人
間
失
格
」
と
堀
井
梁
歩

訳
『
ル
バ
イ
ヤ
ッ
ト 

異
本
留
杯
耶
土
』
」
（
『
太
宰
治
研
究
23
』
二
〇
一
五
・
六
、
和
泉
書
院
）
に
く
わ
し
い
。 
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ここ
ここ
はは
おお
国国
をを
何何
百百
里里
、、
ここ
ここ
はは
おお
国国
をを
何何
百百
里里
、、
とと
小小
声声
でで
繰繰
りり
返返
しし
繰繰
りり
返返
しし
呟呟
くく
やや
うう
にに
歌歌
ひひ
なな
がが
らら
（
９-

403
） 

「
戦
友
」
（
真
下
飛
泉
歌
、
三
善
和
気
曲
） 

▼
『
標
準
軍
歌
集
』
（
一
九
三
二
・
一
〇
、
野
ば
ら
社
）
な
ど
に
収
録 

●
東
郷
克
美
は
、
続
く
部
分
と
合
わ
せ
て
「
こ
れ
ら
の
哀
切
を
き
わ
め
る
歌
声
が
、
帰
属
す
べ
き
故
郷
を
見
失
っ
て
流
離
す
る
魂
の
嘆

き
を
示
す
も
の
で
あ
る
こ
と
は
も
は
や
明
白
で
あ
ろ
う
」
と
す
る
。 

▼
東
郷
克
美
「
「
人
間
失
格
」
の
渇
仰
」
（
『
太
宰
治
と
い
う
物
語
』
二
〇
〇
一
・
四
、
筑
摩
書
房
、
二
七
九
頁
） 

 

ここ
うう
ここ
はは
、、
どど
うう
ここ
のの
細細
道道
ぢぢ
やや
？？
（
９-

404
） 

▼
わ
ら
べ
う
た
「
通
り
や
ん
せ
」
。『
世
界
音
楽
全
集
』
第
一
三
巻
（
一
九
三
二
・
一
、
春
秋
社
）
に
は
、「
本
居
長
世
作
詞
」
と
し
て
掲

載
さ
れ
て
い
る
。 

●
塚
越
和
夫
は
、「
こ
の
「
童
女
の
歌
声
」
に
、
私
は
ひ
き
込
ま
れ
る
よ
う
な
わ
び
し
さ
、
悲
し
さ
を
感
じ
、
暗
然
と
す
る
。
あ
あ
、
太

宰
治
と
い
う
作
家
は
、
こ
ん
な
に
も
人
間
の
わ
び
し
さ
、
悲
し
さ
を
噛
み
し
め
、
描
く
こ
と
が
で
き
た
人
な
の
か
。
そ
ん
な
感
嘆
詞

付
き
の
感
慨
が
私
の
胸
中
を
去
来
す
る
。
し
か
し
、
冷
た
く
突
き
は
な
し
て
眺
め
る
と
、
こ
の
わ
び
し
さ
、
悲
し
さ
と
は
、
何
と
日

本
的
な
湿
度
の
上
に
成
立
し
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
と
思
う
」
と
す
る
。 

▼
塚
越
和
夫
「
人
間
失
格
」
（
『
評
釈
太
宰
治
』
一
九
八
二
・
八
、
葦
真
文
社
、
二
四
四
頁
） 

●
東
郷
克
美
は
「
ほ
か
な
ら
ぬ
「
童
女
」
の
声
で
あ
る
こ
と
が
、
す
べ
て
を
浄
化
す
る
「
雪
」
の
描
写
と
と
も
に
き
わ
め
て
暗
示
的
だ
。

こ
の
童
女
の
歌
声
は
、「
津
軽
」
に
お
け
る
竜
飛
の
童
女
が
歌
う
手
鞠
歌
を
連
想
さ
せ
る
が
、
そ
れ
が
「
幻
聴
」
で
あ
る
分
だ
け
、
葉

蔵
の
故
郷
か
ら
の
離
反
を
物
語
っ
て
い
る
だ
ろ
う
」
と
す
る
。 

▼
東
郷
克
美
「
「
人
間
失
格
」
の
渇
仰
」
（
前
掲
、
二
七
九
頁
） 
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「「
ググ
ッッ
ドド
・・
ババ
イイ
」」  

唐唐
詩詩
選選
のの
五五
言言
絶絶
句句
のの
中中
にに
、、
人人
生生
即即
別別
離離
のの
一一
句句
がが
ああ
りり
、、
私私
のの
或或
るる
先先
輩輩
はは
ここ
れれ
をを
『『
ササ
ヨヨ
ナナ
ララ
』』
ダダ
ケケ
ガガ
人人
生生
ダダ
、、
とと
訳訳
しし
たた  

（
９-

419
） 

▼
于
武
陵
「
勧
酒
」 

●
中
村
三
春
は
『
竹
青
』
に
お
け
る
引
用
と
合
わ
せ
て
「
『
訳
注
唐
詩
選
』
上
下
（
岩
波
文
庫
、
昭
６
・
５
）
か
」
と
す
る
。
し
か
し
『
グ

ッ
ド
・
バ
イ
』
の
「
作
者
の
言
葉
」
に
限
っ
て
は
、
「
或
る
先
輩
」
の
訳
だ
と
書
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
井
伏
鱒
二
「
中
島
健
蔵
に
」

（
「
作
品
」
一
九
三
五
・
一
〇
）
か
ら
の
引
用
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。「
勧
酒
」
は
、『
グ
ッ
ド
・
バ
イ
』
が
執
筆
さ
れ
た
時
期
と
も

重
な
る
一
九
四
八
年
五
月
に
河
出
書
房
か
ら
刊
行
さ
れ
た
『
詩
と
随
筆
』
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。 

▼
中
村
三
春
「
太
宰
治
引
用
事
典
」
（
『
太
宰
治
事
典
』
一
九
九
四
・
五
、
學
燈
社
、
一
一
〇
頁
） 

 

太
宰
治
全
集
第
十
二
巻
（
担
当
：
小
澤
純
） 

「「
負負
けけ
ぎぎ
らら
ひひ
トト
敗敗
北北
トト
」」  

子子
守守
のの
唄唄
（
12-

34
） 

不
明
。 

※
「
こ
の
家
の
小
守
」
に
よ
る
「
同
じ
唄
」
で
あ
り
、
故
郷
の
退
屈
さ
を
象
徴
す
る
か
。 

 

「「
長長
篇篇

小小
説説

無無
限限

む

げ

ん

奈奈
落落

な

ら

く

」」  

調調
子子
のの
良良
いい
読読
経経
（
12-

173
） 

不
明
。 
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※
津
島
家
の
菩
提
寺
で
あ
る
金
龍
山
南
台
寺
は
浄
土
真
宗
大
谷
派
。
主
要
な
浄
土
三
部
経
は
、
「
大
無
量
寿
経
」
・
「
観
無
量
寿
経
」
・

「
阿
弥
陀
仏
経
」
。 

  

「「
掌掌
篇篇
鈴鈴
打打

り

ん

う

ち

」」  

累累
か
さ
ね

ぢぢ
やや
ヤヤ
ああ
るる
まま
いい
しし
、、
そそ
、、
そそ
んん
なな
夜夜
明明
けけ
近近
くく
まま
でで
寝寝
ずず
にに
亭亭
主主
をを
待待
つつ
てて
るる
やや
うう
なな
御御
内内
儀儀
がが
ああ
りり
まま
すす
かか
いい
。。
（
12-

233)
 

●
住
吉
直
子
「
「
掌
篇
鈴
打
」
論
」
（
山
内
祥
史
編
『
太
宰
治
研
究
10
』
二
〇
〇
二
・
六
、
和
泉
書
院
）
は
、
「
本
文
に
は
、
歌
舞
伎

「
伊
達
競
阿
国
戯
場
」
の
「
埴
生
村
の
場
」
、
義
太
夫
浄
瑠
璃
節
「
伊
達
競
阿
国
戯
場
」
の
「
第
八
」
、
「
第
八
」
の
後
半
を
新
内

化
し
た
「
鬼
怒
川
物
語
」
の
「
か
さ
ね
身
売
の
段
」
、
各
々
の
本
文
と
の
共
通
点
や
類
似
点
」
が
あ
り
、
「
浄
瑠
璃
の
本
文
に
よ
る

可
能
性
が
高
い
」
と
す
る
。 

 

「「
哀哀
蚊蚊
」」  

富富
本本
のの
おお
稽稽
古古
（
12-

248
） 

富
本
節
。 

※
浄
瑠
璃
の
一
派
で
初
代
富
本
豊
前
掾

ぶ
ぜ
ん
の
じ
ょ
う

が
一
七
四
八
年
に
創
始
。 

  

老老
松松
やや
らら
浅浅
間間
やや
らら
のの
むむ
せせ
びび
泣泣
くく
やや
うう
なな
哀哀
調調
（
12-

248
） 

「
老
松
」
と
「
浅
間
」
（
「
其
俤
浅
間
嶽

そ
の
お
も
か
げ
あ
さ
ま
だ
け

」
）
は
富
本
節
の
主
な
演
目
。 

 

「「
花花
火火
」」  

安安
来来
節節
のの
美美
声声
団団
とと
いい
ふふ
もも
のの
のの
一一
座座
（
12-

255
） 
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安
来

や

す

ぎ

節
は
島
根
県
安
来
市
の
民
謡
で
大
正
期
を
中
心
に
流
行
し
た
。
「
ど
じ
ょ
う
掬
い
」
等
。 

  
労労
働働
歌歌
なな
んん
かか
呶呶
鳴鳴
りり
やや
がが
つつ
てて
るる
（
12-

256
） 

不
明
。 

※
労
働
時
に
歌
う
仕
事
歌
と
は
違
い
、
労
働
歌
は
労
働
者
や
農
民
な
ど
働
く
人
々
が
、
社
会
変
革
へ
の
意
志
を
こ
め
、
団
結
し
て
闘
争

す
る
時
に
歌
わ
れ
る
歌
。 

 

「「
長長
篇篇
地地
主主
一一
代代
」」  

富富
本本
でで
ここ
なな
れれ
たた
渋渋
いい
声声
（
12-
272
） 

富
本
節
。 

※
浄
瑠
璃
の
一
派
で
初
代
富
本
豊
前
掾

ぶ
ぜ
ん
の
じ
ょ
う

が
一
七
四
八
年
に
創
始
。 

  

老老
松松
やや
らら
浅浅
間間
やや
らら
のの
、、
むむ
せせ
びび
泣泣
くく
やや
うう
なな
哀哀
調調
（
12-
272
） 

「
老
松
」
と
「
浅
間
」
（
「
其
俤
浅
間
嶽

そ
の
お
も
か
げ
あ
さ
ま
だ
け

」
）
は
富
本
節
の
主
な
演
目
。 

  

美美
成成
団団
とと
かか
いい
ふふ
安安
来来
節節
のの
一一
座座
（
12-

279
） 

安
来

や

す

ぎ

節
は
島
根
県
安
来
市
の
民
謡
で
大
正
期
を
中
心
に
流
行
し
た
。
「
ど
じ
ょ
う
掬
い
」
等
。 

 

「「
長長
篇篇
学学
生生
群群
」」  
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浪浪
花花
節節
はは……

……

乃乃
木木
将将
軍軍……

……

（
12-

381
） 

※
浪
花

な

に

わ

節
は
浪
曲

ろ
う
き
ょ
く

と
も
い
う
。
江
戸
後
期
に
形
成
さ
れ
明
治
時
代
に
発
展
し
た
語
り
物
。
乃
木
希
典
を
扱
う
浪
曲
は
様
々
に
レ
コ
ー
ド

化
さ
れ
、
後
に
浪
曲
ト
ー
キ
ー
映
画
「
乃
木
将
軍
」
（
池
田
富
保
監
督
、
日
活
、
一
九
三
五
）
も
公
開
さ
れ
て
い
る
。 

散散
りり
てて
もも
後後
にに
香香
をを
残残
すす
乃乃
木木
御御
夫夫
婦婦
のの
潔潔
きき
、、
かか
。。
（
12-

381
） 

●
浪
曲
師
・
京
山
小
円
「
乃
木
将
軍
」(

一
九
一
二
年)

の
一
節
で
あ
る
と
、
Ｒ
・
Ｊ
・
リ
フ
ト
ン
、
加
藤
周
一
『
日
本
人
の
死
生
観
』

（
一
九
七
七
・
五
、
岩
波
新
書
）
が
指
摘
し
て
い
る
。 

※
『
古
今
和
歌
集
』
巻
第
一
春
歌
上
四
八
よ
み
人
し
ら
ず
「
散
り
ぬ
と
も
香
を
だ
に
の
こ
せ
梅
の
花
こ
ひ
し
き
時
の
思
ひ
で
に
せ
む
」

を
踏
ま
え
、
ま
た
、
乃
木
の
和
歌
「
色
あ
せ
て
木
ず
ゑ
に
残
る
そ
れ
な
ら
で
ち
り
て
あ
と
な
き
花
ぞ
恋
し
き
」
（
年
代
未
詳
）
と
も

響
き
合
う
。 
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